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5 第3年次の活動と成果 

2015年9月に実施された選挙の結果、県及び市の組織図の改訂は発生しなかったが、ティ

ズニット市清掃局の組織が下図のように改定された。 
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図 5-1: ティズニット市清掃局の組織 

5.1 ティズニット市における廃棄物収集・運搬システム、３R活動計画の

策定 

 廃棄物収集・運搬システムに関する活動 

a. 3年次におけるパイロット事業の活動 

2年次の活動に引き続き、アソシエーションと協働で、ごみ集積場の設置、定時排出、不

法投棄防止の3種類（図 5-2、図 5-4、図 5-6）の看板を用いて、収集システムの効率化を

行った。以下、看板設置の状況（写真 5-21、写真 5-12、写真 5-6）と設置箇所（図 5-3、
図 5-5、図 5-7）を示す。 

図 5-2: 集積場及び定時排出看板 

 

写真 5-1: 看板の設置 
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図 5-3: 定時排出・集積場所看板の設置箇所 

また、不法投棄防止看板は、パイロット事業で作成した看板だけでなく、市が建設廃棄

物の不法投棄防止用に設置した看板と不法投棄される廃棄物を運搬する車両の侵入防止を

図るための石積みを設置したり（写真 5-3、写真 5-4）、不法投棄が行われる場所にフェン

スを設置したりするなど（写真 5-5）、パイロット事業で得られた知見をもとにティズニッ

ト市が工夫をしながら、活動を継続している。 

 

図 5-4: 不法投棄防止看板 

 

写真 5-2: 看板の設置 
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写真 5-3:  市が独自に設置した不法投棄禁

止看板 

写真 5-4:不法投棄禁止看板（左側）と 
不法投棄防止用石積み（右側） 

写真 5-5: 看板の設置と 
不法投棄防止用フェンス 

 

 

 

図 5-5: 不法投棄防止看板の設置箇所 
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図 5-6の定時排出啓発看板は、図 5-2のゴミ集積所に設置した看板が撤去されたことによ

り（後述）、排出時間のみを促す看板に変更したものである。 

図 5-6: 定時排出啓発看板 

 

写真 5-6: 看板の設置 

 

 

図 5-7: 定時排出啓発看板の設置箇所 

また、パッカー車収集の効率性を妨げているコンテナ外に排出されたごみの投棄（写真 
5-7）を防ぐため、コンテナにステッカーを貼り付け、住民に協力を呼びかけた（図5-7、図 
5-9、写真 5-8）。 
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図 5-8: ステッカーを貼ったコンテナの位置図 

 

 
写真 5-7: コンテナ外に投棄されたごみ 

 

図 5-9: コンテナ用ステッカー 
写真 5-8: ステッカーを貼り付けたコンテ

ナ 
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コンテナ収集については、タイムアンドモーション調査の結果に基づき、コンテナの配

置の適正化を行った。時間を要している上位の収集箇所を特定し（図 5-10）、コンテナの

撤去を行い、平ボディートラックによる収集に切り替えた。 

 

図 5-10: タイムアンドモーション調査に基づくコンテナ配置の問題箇所把握と適正化 

 

また、1年次、2年次で実施してきたタイムアンドモーション調査を効率的に実施するた

め、GPSとドライブレコーダーを組み合わせた方法を考案し、実施中である。ドライブレコ

ーダーで撮影された画像は、収集の様子を把握出来るだけでなく、事故発生時の証拠とな

り、有用である（写真5-9、写真5-10、写真5-11、写真5-12）。また、得られたデータを、

GISを用いて解析することで（図 5-11）、問題箇所を視覚的に把握しやすくなった。 

 
写真 5-9: 導入したGPS機能付きドライブ

レコーダー 

 
写真 5-10: ドライブレコーダーを取り付

けた収集車両 

 
写真 5-11: 撮影された収集の様子１1 

 
写真 5-12: 撮影された収集の様子２ 

 

                                                      
1 動画からキャプチャーした静止画像 
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図 5-11: GISを用いたタイムアンドモーション調査結果の可視化（S6地区） 

 
b. パイロット事業の評価 

収集効率は、時間と距離、収集量の３つの要素で決定される。つまり、短時間に如何に

多くのごみを収集できるか、また、少ない移動距離で如何に多くのごみを集めるかが収集

効率を決定する。 

ティズニット市の旧市街では、第4章でも述べたとおり、狭い路地にダンパーが入り込み、

収集を行っている。奥まった路地でダンパーは方向転換ができず、後進で戻らざるを得な

い。このダンパーの動きは、時間を消費するだけでなく、同じ路地を2度通過することにな

り、移動距離が長くなる。また、収集車の後進は安全性を阻害する要因ともなる。パイロ

ット事業では、まず、この問題に焦点を当て、収集効率の改善を図った。具体的には、こ

のような路地の出口にごみの集積所を設置し、収集時間に排出することで、ダンパーの移

動距離と移動時間の短縮を試みた。タイムアンドモーション調査でこのような箇所をいく

つか特定し、その中で、アソシエーションと協働でこの問題を解決する試みを行える路地

を選定した。アソシエーションとはパイロット事業の期間を通じてワークショップを開催

し、また、住民と直接的な対話を通じて解決策を実施してきた。その結果は、以下の通り

である。 

 個別収集から収集ポイント収集への変更は収集効率の改善に寄与するが、指定した

時間（19:00～22:00）時間以外にごみが排出される。その結果、常にごみがある状態

になり、ブラックスポット化する。 

 集積所設置前に、アソシエーションが各世帯を周り、プロジェクトで作成したパン

フレット（5.5参照）を配布して住民に協力を求めた。住民は好意的であったにも関

わらず、看板設置後すぐに撤去されていた（図 5-12）。盗難の可能性もあったが、

住民がこれまでの習慣を変えたことに対して反発した可能性もある。 

 ブラックスポット化した集積場は、近隣住民からの要請で撤去せざる得ない。 
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 収集の効率化には、レジ袋やバケツを使った排出方法の改善が効果的である。 

 不法投棄禁止の看板は一定の効果があった（5.5参照）。また、ブラックスポットが

解消したことにより、指標値である収集率が93％から98.1%へ向上した。このため、

ティズニット市は前述のとおり、工夫を凝らしながら、独自の取り組みを行ってい

る。 

 定時排出啓発の看板を設置した道路では、住民からの苦情もなく、看板の盗難も報

告されていない。一方で、定時排出が適切に行われているとも言えず、効果は限定

的である。 

収集効率の向上には、住民との協力が不可欠であるが、アソシエーションと協力しなが

ら実施した上記のパイロット事業の結果が示すように、従来の慣習を短期間に変えること

は難しい。しかしながら、このパイロット事業を通じて、アソシエーションとティズニッ

ト市の関係が構築されたことの意義は大きく、引き続き、協力体制を強化し、住民への啓

発を行うことで、定時排出が改善され、収集効率が向上することが期待できる。 

一方、コンテナ収集効率を妨げるコンテナ外へのごみの排出については、ステッカーに

よる啓発や、コンテナ自体を撤去して、平ボディートラックによる収集に切り替えるなど

を行った。ステッカーは、一部剥がされるなどされたが、子供のいたずらによるものと推

測できる。一方、平ボディートラックによる収集に切り替えることができたのは、ティズ

ニット市が新規に平ボディートラックを購入したためである。 

旧市街に1箇所設置されていたコンテナは、狭い広場内に設置されていたため、パッカー

車の取り回しに制限があり、収集困難な箇所でもあった（図5-11）。新市街でもコンテナの

収集効率が悪い場所を平ボディートラック収集に切り替えて効率を上げることができた

（図5-14）。このような問題のある箇所を、コンテナ収集のGISデータベースを用いて把握

し、コンテナ設置の適正化を行い、効率性を高めることができた。 

図 5-12: 定時排出・集積場看板による失敗例（撤去もしくは盗難された看板） 

図 5-13: 不法投棄防止看板による改善例（旧市街） 
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図 5-14: コンテナ配置の適正化による収集ポイントの改善（旧市街） 

図 5-15: コンテナ配置の適正化による収集ポイントの改善（新市街） 

 

c. パイロット事業の結果を踏まえた計画の策定 

ティズニット市は、本技術協力プロジェクト開始前において収集率が93％と高かった。

また、プロジェクト実施期間中に新規車両の導入も図り、それらの車両を使ってコンテナ

設置の適正化や、アソシエーションとの協力によりブラックスポットの撲滅を行い、収集

率が98%と向上している。よって、今後、更に収集・運搬の効率性を向上するには、収集率

を維持しつつ、住民と協力しながら定時排出を促進させ、短時間に多くのごみを収集する

ことが必要となる。これは、昼間に行われている「チェッキング」という時間外に排出さ

れたごみの収集の負担削減にもなる。一方、収集車両は、老朽化が進んだものもあり、適

宜更新計画を策定する必要がある。また、1年次、2年次で実施したタイムアンドモーショ

ン調査を通じて、作業員の収集状況に充分な安全性が確保されていないことや、収集車両

の交通規則の不順守など問題が散見される。よって、収集運搬計画は、下記の3点で構成す

ることとする。 

 アソシエーションとの協働による定時排出促進・不法投棄撲滅による収集の効率化 

 車両現状調査及び更新計画 

 収集作業の作業環境の向上 

  



モロッコ国 ティズニット市及び周辺コミューン  JICA 
における廃棄物管理能力向上プロジェクト 株式会社 エックス都市研究所 

 

5-10 
 

 
c.1. 定時排出促進・不法投棄撲滅に関する計画 

パイロット事業では、ティズニット市とアソシエーションが協働でワークショップを通

じた住民への呼びかけ、3種類の看板やコンテナへのステッカーを使った啓発などを通じ

て、定時排出・不法投棄撲滅を推進してきたが、短期間に長年の習慣を変えることは難し

かった。一方で、収集時間外に排出されるごみに対して不快感を示す住民が自ら看板を設

置したり（写真 5-13）、不法投棄場に隣接する壁に警告文を記載したりするなど（写真 
5-14）、問題に対する改善意識は高まりつつある。 

 
写真 5-13: 住民自らが設置した看板 

 
写真 5-14: 壁に書かれた警告文 
（罰金100DHの記載がある） 

 

よって、ティズニット市は、パイロット事業で得られた知見をもとに、5.5で記載されて

いる啓発活動と合わせて、下記の活動を継続することする。 

 アソシエーションと協働で、定時排出・バケツやレジ袋を用いた排出、コンテナ内

への排出の啓発活動の推進ティズニット市からアソシエーションの活動に対する積

極的な働きかけと活動支援 

また、これらの活動を行うことでの効果を定量的に測定するため、C/Pが習得したタイム

アンドモーション調査を年２回実施し、アソシエーションとの会合を通じて、成果を住民

に幅広く報告する。また、積極的な関与を行ったアソシエーションに対しては、表彰を行

い、広報誌などで公表する。 

一方で、不法投棄については、監視活動を強化し、違反者に対しては罰則規定を適応す

る。 

c.2. 車両更新計画 

前述のとおり、ティズニット市は2014年から2015年にかけて新規車両3台（平ボディート

ラック）を廃棄物収集に投入した。それに伴い、収集区域の見直しを行った。新収集区域

を図 5-16に示す。 
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旧収集区域 新収集区域 

図 5-16: 収集区域の見直し 

この見直しに伴い、収集エリアは広がったが、収集車両は、老朽化が進んだものもあり、

適切に更新する必要がある。車両の稼働年数とその状況を図 5-17に示す。導入後、18年が

経過したものもあるため、順次更新する必要がある。なお、車両の詳細については、Annex 
5に示す。 

 

図 5-17: 車両の稼働年数とその状況 

また、整備記録も一元的に管理する必要がある。プロジェクト期間中、整備の記録のデ

ータベース化を行った（図 5-18）。今後、このデータを更新し、車両の状況を適切に把握

することとする。 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

1 532893ww Mitsubishi 2 G
2 532894ww Mitsubishi 3 G
3 653437ww Mitsubishi 1 G
4 J175874 Isuzu 6 G
5 J175873 Isuzu 6 G
6 J155548 Kia 10 B
7 J146424 Kia 12 B
8 J146423 Kia 12 B
9 J146422 Nisssan 12 B

10 J134251 Nisssan 15 A
11 J128816 Nisssan 17 B
12 J124866 Nisssan 18 B
13 J172578 Mitsubishi 7 G
14 J172579 Mitsubishi 7 G
15 J172576 Mitsubishi 7 A
16 J172580 Mitsubishi 7 G
17 J172577 Mitsubishi 7 G
18 J160212 Mitsubishi 9 A
19 J160211 Mitsubishi 9 A
20 J176744 Dumber 6 A
21 J176743 Dumber 6 B

Condition

(Note) G:good, A:average, B:bad

Working of Years Total
W.Y

No. Registration Type
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図 5-18: 車両整備状況のデータベース化の一例 

  

.:: Fiche Technique Véhicule

Marque : MITSUBUSHI Immatriculation : J 172 578
Type : FE 83 PF Date achat : 2009/8/5

Kilométrage :
Energie : GASOIL Cycle Révision :

Tableau d'Entretien Carburant
Date Km Qui Nature Opératio Quantité
2012/11/22 mécanicien révision
2012/11/25 gasoil 72
2012/12/3 mécanicien entretien
05/012/2012 gasoil 72
2012/12/14 mécanicien révision
2012/12/14 gasoil 77
2012/12/24 gasoil 79
2013/1/3 37610 Kms gasoil 67
2013/1/7 pneumatique réparation
2013/1/9 37886 Kms gasoil 73
2013/1/16 38261 Kms gasoil 75
2013/1/16 mécanicien entretien
2013/1/25 38601 Kms gasoil 77
2013/1/21 pneumatique réparation
2013/1/28 39004 Kms gasoil 76
2013/2/5 39350 Kms gasoil 79
2013/2/10 39715 Kms gasoil 79
2013/2/14 39964 Kms gasoil 40
2013/2/27 mécanicien entretien
2013/2/18 40245 Kms gasoil 79
2013/2/22 40562 Kms gasoil 72
2013/2/26 40890 Kms gasoil 73
2013/3/3 41235 Kms gasoil 69
2013/3/7 41524 Kms gasoil 79
2013/3/9 41659 Kms gasoil 41
2013/3/12 42063 Kms gasoil 79
2013/3/11 pneumatique réparation
2013/3/21 mécanicien entretien
2013/3/25 pneumatique réparation
2013/3/17 42403 Kms gasoil 78
2013/3/22 42748 Kms gasoil 73
2013/4/1 43199 Kms gasoil 76
2013/4/4 43449 Kms gasoil 78
2013/4/8 43906 Kms gasoil 79
2013/4/12 44229 Kms gasoil 78
2013/4/15 mécanicien révision
2013/4/24 pneumatique réparation

Désignation
révision complète

l'entretien de liquide de batterie (4 lettre) + nettoyage de filtre a air + 2

vidange moteur (10 litres)

2 réparation de pneu

changement lampe 2pm24

2 réparation de pneu

nettoyage filtre a air

changement 1 pneu neuf (8,5R17,5)
l'entretien de cosse de batterie
1 réparation de pneu

vidange moteur (10 litres hd3 )
5 réparation de pneu
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c.3. 収集作業環境向上計画 

これまで実施したタイムアンドモーション調査で明らかになった危険な作業状況と、そ

の改善策について表 5-1にまとめた。ここで示した改善策について、作業員教育を実施し、

事故防止に務めることとした。 

表 5-1: 収集作業中のリスクと改善案 

現状 
改善案 

問題点 リスク 

手袋無しでガラスを回収する。 

 
 

怪我 
手袋の着用 

安全靴の着用 

収集車のトラックにぶら下がる 

 
 

落下 運転席に乗る 

夜間収集時、作業員が見えづらい。 

 
 

作業車と作業員の接触 

反射ベルトの着用 

 
（一部実施済） 

収集車両の逆走 

 
 

交通事故 
交通規則の順守 

ルート改善 

 

これらの改善策をルール化して作業員への教育を行い、また、作業開始前にルールが守

られているかどうかの確認を行い、規定通りに着用していなければ、研修を行うなど作業

規定を設ける。 
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 3R（学校における集団回収プロジェクト）に関する活動 

a. 3年次におけるパイロット事業の活動 

a.1. 対象校の選定 

実施対象校として、先ずは環境教育に積極的に取り組んでいる先進的な学校を選定し先

行的に集団回収を試行し、必要に応じて修正を加えつつティズニット市内の学校（写真5-15、
写真5-16）に水平展開を行った。 

先行的集団回収実施校の概要を下表5-2に示す 

表 5-2 : 先行的集団回収実施校の概要 

学校名１ アル・ワファ（Al Wafa）小学校 
構成生徒年齢層 6歳から12歳 
生徒数 約 320 名 

 

学校名２ アル・ハッサン１世（Al Hassan 1ST）小学校 
構成生徒年齢層 6歳から12歳 
生徒数 約 660 名 

 

 

写真 5-15:アル・ワファ（Al Wafa）小学校

 

写真 5-16:アル・ハッサン１世小学校 

実施対象校を調査した結果校内で発生する廃棄物の多くは紙ごみであり、これらを回収

しても現時点では売却先がない。そのため、生徒がそれぞれの家庭から持ち寄れる有価物

の種類をアンケート形式で調査した上で回収品目を設定したが、売却市場側からの要請は

PETボトル並びに缶類であるのでこれらの資源物を優先的に回収対象とした。 

a.2. 回収品引取価格調査 

一方、ティズニット市内の有価物買い取り事業者に対して買い取り可能品目並びに現在

の買い取り価格の聞き取り調査を実施した。結果を下表に示す。 

表 5-3 : ティズニット市内での有価物売却可能価格 

種類 買い取り価格 

PETボトル 1.5 DH/kg 

スチール缶 1 DH/kg 

アルミ缶 4 DH/kg 

アルミスクラップ 9～10 DH/kg 

真鍮 30 DH/kg 

銅 40 DH/kg 
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a.3. パイロットプロジェクトの実施 

アル・ワファ校では2015年2月23日から学校が休暇期間に入ると同時にC/Pも2月23日から

3月8日まで本邦研修のためで不在となることから、学校の再開、C/Pの帰国後にC/P自らの

手で実施と評価を行うこととした。 

アル・ハッサン１世校では、2014年11月上旬に県と市の教育担当者、学校職員等と上記

実施手順について協議し、合意を得た。2014年12月15日には対象校にて回収可能な資源を

調査する質問票が配布された（4.2.3. dで詳述）。調査結果に基づいて実際の集団回収及び

環境教育を開始する予定とし、これらを踏まえ、実施対象校の回収期間は以下で実施した。 

 アル・ワファ小学校：2015年5月から6月 

 アル・ハッサン１世小学校：2015年1月から6月 

アル・ハッサン１世小学校では、調査チーム・ティズニット市と学校側との意志疎通に

不十分なところがあり、学校側からの回収依頼があった2015年11月まで実態の把握ができ

ておらず、反省点となった。 

a.3.1 アル・ワファ小学校 

アル・ワファ校での結果を下記に示す（表5-4、写真5-17）。 

表 5-4: アル・ワファ校での回収結果 

モデル事業実施期間 May2015～June2015 (2ヶ月) 
1.プラスチック 20kg 

2.ダンボール 70kg 

3.ワークブック （240kg） 
4.金属 3kg 

合計 93kg（240kg） 
 

 
プラスチック類 

 
ダンボール類 

ダンボール類 

 
書籍類 

 
書籍類 

金属類 
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回収コンテナ 重量測定作業 

 

写真 5-17:アル・ワファ小学校での集団回収の様子 
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a.3.2 アル・ハッサン１世小学校 

アル・ハッサン１世小学校での結果を下記に示す（表5-5、写真5-18）。 

表 5-5: アル・ハッサン１世小学校での回収結果 

モデル事業実施期間 Jan2015～July2015 
1.プラスチック 65kg 

2.ダンボール 70kg 

3.ガラス 20kg 

4.金属 10kg 

合計 165kg 

 

 
プラスチック類 

 
プラスチック類 

 
ダンボール類 

 
ダンボール類 

 
ガラス類 

 
ガラス類 

 
缶類 

 
缶類 

 
回収品倉庫 

 
倉庫内の様子 

 
倉庫からの回収作業 

 
PARKでの仕分け作業 

 
重量測定作業 

 
重量測定作業 

 

写真 5-18: アル・ハッサン１世小学校での集団回収の様子 
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a.4. 回収可能な資源量の試算 

ティズニット市には今回パイロット事業を行ったアル・ワファ小学校、アル・ハッサン

１世小学校を含めて17校の公立小学校及び9校の民間小学校が存在する。今後、これら学校

を対象にパイロットプロジェクトを拡大することとする。ティズニット市の小学校の詳細

は以下の通りである（表 5-6）。 

表 5-6: ティズニット市の小学校 

 

モデル校の生徒1人当たりの回収量原単位を算出して、全ティズニット小学校で同様事業

を実施したと仮定した場合の資源物回収量を試算したところ、年間約10トンとなった。試

算結果を以下に示す。 

Type Name of school 
No. of 

students
(female ) Note

PUBLIC 18-11 616 (284)
IBNOU HAZM 406 (199)
IBNOU ROCHD 442 (205)
AHMED BALAFREJ 346 (171)
AL BASATINE 311 (149)

AL HASSAN 1ST 663 (337)
Conducted workshop and collection of 
recyclables

AL IRFANE 191 (89)
AL AIN AZZARQA 524 (256)
AL MOKHTAR ASSOUSSI 273 (133)
AL MOSTAQBAL 403 (219)

AL WAFA 323 (149)
Conducted workshop and collection of 
recyclables

AL YAACOUBI 303 (151)
AL YAACOUBI, ID CHOUBANE BRANCH 111 (54)
BIR INZARAN 375 (173)
LALLA MERYEM 466 (249)
MOULAY EZZINE 296 (145)
MOULAY EZZINE, IDREQ BRANCH 137 (66)

Sub-total 6,186 (3029)
PRIVATE IMAM GHAZALI 150 (59)

GROUPE SCOLAIRE TILILA 292 (135)
AL MAALI AL HORA 364 (165)
DIYAA 169 (69)
ASSAFA 703 (313)
RIYAD AL IRFANE 293 (126)
AL MANAR 300 (160)
NOUR AL IRFANE 97 (34)
NACIRI 95 (42)

Sub-total 2,463 (1103)

TOTAL 8,649 (4132)

List of primary schools in Tiznit
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表 5-7: ３Rパイロット事業から試算した全小学校での回収量 

 
 

b. パイロット事業からの教訓 

b.1. 資源の分別・保管ルールは関係者に細やかに指導する 

学校側にとっては初めての試みであったことから、いずれの学校においても回収物の品

目毎の分別が不十分で、搬出後に再度の仕分けが必要であった。特にハッサン１世小学校

では供与コンテナが無かったため１つの教室内に複数種類の資源回収物が乱雑に積み上げ

られており、その仕分け、運搬、重量測定などに人手と労力を要した。アル・ワファ小学

校では資源用コンテナが設置されたため運搬や重量測定は容易であったものの、やはり分

別が正確に行われていない状態が見られた。 

写真 5-19：空き教室に資源が分別されず山

積みになっている様子 
写真 5-20：1つのコンテナに複数の資源

が混合されている様子 

この課題を解決するため、分別方法を細やかに説明したポスターを作り回収資源用コン

テナに貼った他、学校に対して集団回収を監督する教員を配置することをアドバイスした。

また、教育省県事務所とも協議した結果、ティズニット市内の小学校の先生達を対象とし

た３R活動に関するワークショップを2016年1月に開催し、関係者の能力強化を図った。 

AL WAFA AL HASSAN 1ST 備考

プラスチック(kg) 20 65

ダンボール(kg) 70 70

ガラス(kg) 20

金属(kg) 3 10

93 165

2 6

46.5 27.5 ①/②

④生徒数(人) 323 663

0.14 0.04 ③/④

AL WAFAとAL HASSAN 1STの平均

⑥×⑦×12月

3Rモデル事業から試算した全小学校での回収量

⑦全ティズニット小学校生徒数(人) 8,649

⑧全ティズニット小学校回収試算量(kg/年) 9,623

Items\Model elementary school

注：AL WAFAのschool booksはリサイクルできなかったので、計算から除いた

①合計(kg)

回

収

物

②回収期間（月）

③回収原単位(kg/月)

⑥モデル校平均原単位(kg/月・人) 0.09

⑤平均原単位(kg/月・人)
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写真 5-21：分別の詳細手順を説明するポスター（上は段ボールに関するもの） 

 
b.1. 回収資源の売却・処分先を確保する 

パイロット事業を開始する際に資源を買い取る町中の古物商（ジャンクショップ）に聞

き取りをしたところ、学校で回収した資源を買い取るとのことであった。しかし、実際に

学校で資源を回収した後にジャンクショップに買い取りを依頼すると、運搬するためのト

ラックを出すには量が少な過ぎるということで、資源の売却まで至らなかった。また、ア

ル・ワファ小学校は大量の教材（ワークブック）を回収することに成功したが、これらに

ついては売却先が見付からなかった。 

こうした事態を解決するため、今後は町中のジャンクショップを介さず、回収した資源

は市の収集車にて直接処分場の有価物回収拠点へ運搬し、市は学校に対して廃棄物減量化

に協力したことへの感謝の意を表して植木等を渡す、というスキームを試みることとなっ

た。 

c. ティズニット市３R改善活動計画 

c.1. ティズニット県廃棄物管理マスタープランにおける計画 

4.6.3で述べたとおり、ティズニット県は201年2月に処理・処分についてティズニット県

廃棄物管理マスタープランの「シナリオ２：セミメカニカル選別と衛生埋立」を採択する

ことを決定した。つまり、処分場に搬入される廃棄物の一部はまず機械と人力で再生可能

資源とそれ以外とで分別され、分別後の残渣（再生が困難な有機物等）は埋立処分される

こととなる。一方、同マスタープランではPNDMに倣って廃棄物の有効活用率（taux de 
valorisation des dechets、以下リサイクル率とする）を20%まで上昇させることを目標に掲げ

ている（ただしリサイクル率の定義、算出方法など詳細情報はない）。 

c.2. ３R改善活動の基本方針 

モロッコ政府が掲げるような高いリサイクル率を達成するためには、処分場での分別に

加えて発生源での分別も不可欠である。一方、「廃棄物分別及び取り扱いルールに関する

指針」にも記載のあるとおり、住民による定時収集・排出もままならない現状からいきな

り分別排出・収集を導入することは非現実的である。そのため、当面はパイロット事業で

行ってきた集団回収をティズニット市内で水平展開することとする。 

また、集団回収を行う機関としては引き続き市内の小学校とすることが意識啓発の観点

からも効果的と考えられるため、まずはティズニット市内の小学校に活動を水平展開し、

軌道に乗った場合は段階的にその他の機関あるいはコミューンに展開することとする。こ

れらの方針と前述のパイロット事業からの教訓を合わせて、以下をティズニット市３R改善

活動の基本方針とする。 
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表 5-8：ティズニット市３R活動改善計画の基本方針 

方針 1 再生可能資源の集団回収から取組む（分別排出・収集については収集者

及び排出者の状況を見て段階的に導入する） 
方針 2 集団回収はティズニット市内小学校から行う（その他機関・コミューン

については段階的に展開する） 
方針 3 回収資源はコミューンが引き取り、コミューンは学校等に対して植木な

ど物資を供与する 
方針 4 資源の分別・保管ルールは関係者に細やかに指導する 

方針3については、想定している集団回収のスキーム図を以下に示す。 

Schools  
(or other 

institutions) 

Recyclable 
materials 

 
 

Trees or other 
materials 

Tiznit 
Commune 

Transport to 
disposal site 

 

図 5-19：集団回収のスキーム図（再生可能資源の流れ） 

パイロット事業では売却についてジャンクショップとの調整が難航したことから、ティ

ズニット市自身が回収した資源を収集・運搬し、集団回収を行った学校等に対しては植木

といった物資を提供することとした。なお、このようなスキームで集団回収を行う場合も

最終的には再生可能資源の売却益が生じるため、その配分方法について関係者間で合意す

る必要がある。なお、GIZがアガディールで実施している分別パイロット事業では、分別さ

れた資源は収集した作業員が自分のものにして良いという取り決めであったため、同様に

するのも選択肢の１つとしてティズニット市へ日本人専門家から提案した。 

c.3. 実施工程 

パイロット事業を行った学校をパイロット校として、同様の活動をティズニット市内の

学校に水平展開する。３R改善活動は意識啓発の側面もあることから、実施工程は4.8.2 gに
示す住民意識啓発活動普及の工程に含める。なお、市内の水平展開に先駆けて、教員が３R
改善活動についての共通認識を持つことができるよう、教員を対象としたワークショップ

を実施することとする。 

c.4. 実施体制 

３R改善活動にかかる関係者の役割を以下に整理する。 

表 5-9：３R改善活動の関係者と役割 

関係者機関 役割 
教育省県事務所 コミューンと学校との間の調整、学校に対

する周知を行う 
コミュ

ーン 
廃棄物管理担当者 
（行政職・技術職） 

学校との調整、意識啓発への協力（教材の

提供等） 
収集作業員 資源の収集・運搬 

学校 校長 コミューンとの調整 
環境クラブ担当教員（環境クラブ

がない学校の場合は、校長が３R
改善活動の担当教員を任命する）

各学校における３R 改善活動の監督（分

別・保管ルールの指導） 

各教員 生徒に対する意識啓発 
 生徒 家庭の不要な再生可能資源の持参 
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5.2 ティズニット市における既存最終処分場改善のためのパイロット事

業の実施 

 概要 

第１年次に作成しProgress Report 1に記載した「ティズニット市における既存最終処分場

改善計画(案)」を基に2年次と同様に、調達した機材(ブルドーザー)の活用を中心にしてパイ

ロット事業を実施した。 

 

 パイロット事業の実施状況：フェーズ１既存エリア（Wadi左岸側 2年次に実施済み） 

本プロジェクト開始当時、ごみの搬入・処分は枯れ川(Wadi)の左岸側のエリアで行われて

おり、改善のパイロット事業はこの既存エリアから開始した。 

 
全体図 

 パイロット事業フェーズ２の実施状況：堀込式ピット（Wadi右岸側 第2～3年次継続） 

a. 既存処分場の右岸側ピットの利用 

新規処分場EIAレポート(2007)では下図左スケッチに示すような独立した堀込式の埋立セ

ルを複数個配置する計画としていたため、ティズニット市は本プロジェクトの開始前に下

図右写真のピット１基（遮水シート無し、四辺を大規模な盛土施工）を建設したものの埋

立作業方法などが分からず未使用のままであった。 

掘り込み式施設 

枯れ川(Wadi)

枯れ川(Wadi) 

左岸側既存エ

リア改善 
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2014年5月下旬から開始した既存処分場エリア(Wadi左岸側)の改善パイロット事業が進み

効果が現れ始めたため、2014年10月中旬より既存エリアだけではなくWadi右岸側の同ピッ

トでの埋立試行を新たに開始する計画とした。 

 
全体図 

 

建設後放置されていたピットは、Pit内部への出入り口とするスロープも収集車両が登る

には急過ぎる勾配であったため、スロープの整備から準備が始まった。 

ピット内へのスロープの改修 

掘り込み式施設 

枯れ川(Wadi)

枯れ川(Wadi) 

右岸側ピットでの

埋立作業の開始 
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ピット内ディスチャージを奥側から開始 
 

ピット内の敷均し開始 
 

廃棄物敷均し集積後の転圧作業 
 

法尻現地盤の掘削と掘削土の覆土利用 
 

b. ２区域の隔日交互作業 

ピット内の埋立管理に関しても、ステークホルダー配慮の観点から、２つの区域(奥右側、

奥左側)で隔日交互作業を行うこととした。ピット内では奥から順次埋立を行うが、2つのエ

リアとはピット奥の概ね右側と左側で隣接するエリアである。 
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ピット奥右側エリアの敷均し作業 
 

ピット奥右側エリアのディスチャージ 

  
ピット奥左側エリアの敷均し作業 
 

ピット奥左側エリアのディスチャージ 

上に示す右側エリアの作業と左側エリアの作業が隔日交互作業となる。 

  
ピット奥右側エリアの転圧覆土作業 ピット奥左側エリアの転圧覆土作業 
上の２図が隔日交互作業となる。 
 

 
 ピット内の埋立済みエリアの天盤転圧作業

この結果、ピット内の敷均し、転圧、覆土の一連の作業は下図に示す平行六面体の埋立

ブロック形状(parallelepiped shape)を左右交互に施工することとなった。 
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ピット奥側の埋立状況（2014年10月撮影、11月下旬の大雨の前） 

 
 

c. 2014年11月下旬の大雨による既存処分場ピットの冠水とその後の処分場改善 

2014年11月下旬から12月初旬の大雨により、堀込式のピットは雨水出口が無いため、下

図の通り大量の雨水で冠水。EIAレポート(2007)のスケッチが処分場としては完全な設計ミ

スであることを供用開始直後に露呈することとなった。 

埋立終了区画 

未埋立区画

Block Day 1 
 (Monday) 

Block Day 2 
(Tuesday) 

Block Day 3 
(Wednesday) 

Block Day 4 
(Thursday) 
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2014年12月初旬のピット内湛水の状況 

 
ピット内湛水をポンプアップすることを検討したものの、洪水後しばらくの間は市役所

所有のポンプは市内の洪水被害対策に占有され、処分場に回されることが無かった。ま

た、その後の時間経過とともに湛水が浸出水を含みだしたため、ポンプの腐食故障が危

惧され、処分場にポンプがあてがわれることは無かった。 
 
湛水エリアの現地盤をscrapeするなど湛水の地下浸透や蒸発を促進する試みが行われた

が大雨の後一カ月を過ぎてもピット内の湛水は下図左に示す状況であった。 
 

2015年1月時点Pit内湛水エリア（Pit奥の左側

から中央に湛水） 
市内の洪水時の流水侵食による被害箇

所。 
 

その後の埋立作業は冠水していない手前側（スロープ下り左側コーナー）より継続。下

図が2015年1月初旬に専門家チームが現地入りした際の状況。湛水エリアが広く、搬入廃棄

物のディスチャージ可能な場所が狭められ、敷均しや埋立の作業がし辛い状況にあった。 

冠水していないPit手前側(入口側)の埋立状況 
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このため、C/Pはピット奥側の従前の埋立エリアにも廃棄物ディスチャージを試みたが、

収集車が堰堤上の周回道路をピット奥側に進み堰堤から下方の法面に向けてディスチ

ャージするしか他に方法が無く、またブルドーザが法面上の廃棄物を敷均し転圧するこ

とは作業が難しく、奥側のディスチャージは実質的に出来ていなかった。 
 

堰堤周回の道路をピット奥側に進み堰堤

から法面に向けてディスチャージされた

廃棄物。 

ピット奥側からみた湛水エリアとsoaked
状態となった奥側の埋立エリア 

 
この時点では、 
 湛水エリアが広く埋立可能エリアが狭められたため、敷均し転圧作業がピット手前

側に限られたことから作業がし辛くなっている、 
 ピット奥側に従前に敷均し転圧した廃棄物が湛水エリアに触れ、水浸し(soaked)状

態となり、浸出水を発生させるとともに、既埋立層が柔らかくなりピット内部から

奥側へtrafficabilityを確保できなくなっている、 
 そのため、当初の埋立を開始したピット奥側に廃棄物をディスチャージ出来ない、 
といった一連の問題を抱えた状態となっていた。 
 
よって先ずは、湛水排除の目的だけではなく今後の長期的な雨水排水管理（重力勾配に

よる自然排除）のためにも堰堤の一部を掘削除去することとした。 
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c.1. 湛水排除 

周回堰堤の一部を掘削切除を開始。 

 

堰堤の一部を掘削除去し湛水排除を開始。その後、湛水エリアを順次狭める。 
 

湛水量が徐々に減少。 

 

湛水をほぼ全量排除。 
 
この堰堤を掘削削除して湛水を場外に排水する作業と並行して、ピット奥側のsoaked状
態の既埋立ごみ層の過剰水分を取り除き、これも場外に排水するために、掘削土の荷重

をごみ層に載せるサーチャージ（載荷排水）作業を行った。 
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c.2. Trafficabilityが分断された奥側エリアのサーチャージによる排水工 

ピット奥側の土盛堰堤を掘削し、掘削土荷重を法面から順次ごみ層にサーチャージ 

掘削土荷重サーチャージと時間経過による既存埋立層含有水の排除を目視確認しつつ、

掘削土荷重サーチャージのエリアを徐々に片押し（前進拡大）する。 
 

時間経過による既存埋立層含有水の排除を目視確認しつつ、更に掘削土荷重サーチャー

ジのエリアを徐々に片押し（前進拡大）する。 

既存埋立層の含有水排除とtrafficability改善を確認しつつ、ピット底面から奥側既存埋立

層へのアクセスを建設。 
 
ピット入口から奥側を見て左側は湛水排除エリアで、この時点でもごみ層および地盤が

依然として軟弱なため、時間経過による乾燥安定化を待つこととした。他方、奥側への

アクセスを建設したことで、奥右側は転圧が可能となり、新たなディスチャージ場所と

して埋立エリアを拡大した。 
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c.3. 一段目の天盤覆土 

上記の湛水排除作業と奥側のサーチャージによる排水作業を約3週間に亘り進めたが、

この期間にピット入口側の埋立が進み、全体としての埋立可能エリアが徐々に狭まって

いる状況となった。 
つまり、ピット全体としては一段目の埋立が終了に近づいてきていることから、二段目

の埋立可能エリアの造成を実施することとした。 
具体的には、先ずピット入口側の既存埋立未覆土エリアの天盤覆土を施工するために、

堰堤盛土の内側法面の土をブルドーザにより掘削して覆土材を確保して天盤覆土を開

始することとした。 
 

  
天盤覆土を開始する前に既存埋立エリア

を転圧（入口付近からピット中側を見る）

堰堤の内側法面をブルドーザにより掘削

して覆土に利用（入口付近） 

 
 

入口側の既存埋立エリアの周回堰堤の二辺の法面内側を掘削して覆土を拡大。 
 
堰堤二辺の法面内側掘削では覆土すべきエリア全体に対して十分な覆土量を入手でき

ないことから、平均運土距離が最短となるよう、ピット入口付近の堰堤の一角と湛水排

除のため除去した地点の隣の一角を大幅に掘削して天盤全体の覆土を実施した。 
 

 
ピット入口付近の堰堤の一角を掘削しての天盤覆土の拡大。 
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湛水排除のため除去した堰堤部分の隣の一角を掘削しての天盤覆土の拡大。 
 

入口手前側エリアの一段目の天盤覆土の大半が完了 
（奥側から入口方向を見る。） （入口から堰堤除去部方向を見る） 

 
c.4. 二段目の埋立 

  
二段目のごみ埋立試行（入口左側奥） 
2015年2月 

ピット中央の残り少なくなった一段目埋

立エリア（写真右側が入口側一段目天盤覆

土完了、写真左側がピット奥側の埋立済み

エリア）2015年2月 
 

残り少なくなった一段目埋立エリア（入口からピット・スロープ方向を見る） 
2015年4月中旬 2015年5月末 
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上述の通り、ピット一段目の埋立は2014年10月中旬に開始し2015年5月末にはほぼ完了

し、その天盤覆土も2015年6月には完了した。二段目の埋立は2015年2月に試行し、同年

5月から本格化させた。 
 

入口左側の二段目埋立状況2015年5月末 入口左側の二段目埋立状況2015年9月末 

奥側の二段目埋立状況2015年10月中旬 
（入口から奥エリア見る。） （奥側から入口方向を見る。） 

 
 

c.5. 二段目天盤の覆土 

ピット埋立の二段目の上面は周回堰堤上面とほぼ同じ高さとしたことから、堰堤の周回

道路を利用して、市内発生の建設廃材や掘削土砂を持ち込み仮置き、敷均しすることで

二段目の天盤覆土を施工し始めた。 
 

入口左側エリアの二段目天盤覆土（市内の建設廃材や掘削土砂を持ち込んでの覆土）
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d. 埋立機材の維持管理 

パイロット事業を通じて、埋立機材などの日常整備、定期点検などの維持管理活動が定

着した。 
 

フィルター等の定期交換 機材清掃 
埋立機械の維持管理 

 結論 

上述のパイロット事業を通じてC/Pは数々の有益な経験を重ね、ティズニット市既存処分

場はプロジェクト開始前の状況(煙、火災、ハエ、悪臭、etc.)に比べ飛躍的に改善した。尚

且つ、この改善は一過性の改善ではなくC/Pの処分場管理運営の基本動作として定着してい

る。 

それは地道に時間をかけて繰り返した作業である。現場スーパーバイザーから車両運転

手にディスチャージ位置を法面近くにするよう指示し、運転手がそれを遵守することによ

ってブルドーザの作業効率が向上し、ブルドーザが覆土作業を行う余裕が出来た。それが

段々と現場の作業環境の改善につながり、埃やごみの飛散が減り場内道路も整備され、運

転手はスーパーバイザーの指示を守ることで自分の車両のパンクや汚れが減り、自身が被

る悪臭やごみ付着も減ることを体感した。確立したルールを互いに守ることで自身の作業

環境の改善につながることを関係者が体験したため、処分場の基本動作は皆が維持し続け

ている。 

加えて重要なのは、この処分場基本動作を維持し続けるために、ティズニット市清掃局

が必要な投入（ブルドーザ・オペレータなど必要人数の配置、必要燃料の配付、ブルドー

ザの定期維持管理）を確保し続けていることである。 

パイロット事業の中心となった埋立管理改善では、車両誘導、ディスチャージ位置の指

示、廃棄物の敷均し・転圧、勾配形成、覆土、雨水排水路施工の一連の作業をルーティン

作業として定着することが出来た。 

ルーティン作業の習得に加え、C/Pが実体験を伴って習得した重要な管理項目に以下の2
つがある。 

 雨水排水管理、 
 埋立の嵩上げ管理。 

十数年に一度有るか無いかとも言われる2014年11月の大規模な大雨洪水と、堀込式ピッ

トの設計の悪さが重なり、ピット内に大きな湛水を抱える事態となった。この湛水排除と

並行して埋立管理を行わざるを得なかった2014年11月～2015年2月のパイロット事業は、相

当の追加労力と各種の埋立改善工夫を余儀なくされた。 

反面、ピット内の湛水排除を計画し地道に実施したことで雨水排水の重要性を実体験し、

その後のルーティン作業においてもきめ細かく勾配形成するなどの基本動作を定着させる

こととなり、有益な習得となった。 
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ここで言う「埋立の嵩上げ管理」とは、廃棄物の埋立第一層の天盤を覆土しTrafficability
を確保した上でその上に廃棄物埋立第二層を施工する、また第二層の天盤を覆土し

Trafficabilityを確保した上でその上に第三層を施工することである。 

この点に関してこのティズニット市既存処分場は、パイロット事業の開始以前に20年間

にも亘り埋立が行われてきたものの嵩上げ施工の経験は無かった。よって、その作業内容

や手順の理解は容易ではなかった。 

しかし、ピットという広い一面のエリアで埋立作業を開始し、整然と一方向に埋立層を

延ばしていったことから、埋立第一層の上面を転圧覆土してtrafficabilityを確保しその上に

埋立第二層を施工することで処分容量の拡大を図ることの合理性と必要性を理解するに至

った。 

上記2点の習得は特に、浸出水処理の効率化が求められ、また広い一面エリアの合理的な

埋立が求められる新規処分場の運営管理に大きなプラスとなる習得で有ったと確信する。 
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5.3 新規廃棄物処分施設に関する人材育成研修 

新規最終処分施設に関する人材研修は、モロッコ側で準備した「事前資格審査

(Pre-qualification: PQ)」について、不足している記述や考え方の整理をC/Pと専門家チームが

実地訓練（OJT）形式で実施した。 

 新規廃棄物処分施設計画策定 

a. 事前資格審査(Pre-qualification: PQ) 

専門家チームが第1～3年次に亘って提供した処分場施設予備（Preliminary）計画を参考に

して、処分場施設のコンセッション契約を準備するためにティズニット市は先ず事前資格

審査(Pre-qualification: PQ)を行うこととし、2015年5月28日、新聞紙上に事前資格審査(PQ)の
公示がなされた。 

事前資格審査とは、入札を行う以前に、案件への応札に興味を示し且つ案件の計画、建

設、維持管理を適正に行う技術的かつ財務的能力を有する民間業者を複数募集、選抜する

ものである。 

a.1. 事前資格審査書類 

C/Pは事前資格審査の段階で提供する案件情報を以下のPQ書類案に纏めた。 

 PQ書類案(Convention) 

 PQ書類案(Reglament de consultation) 

 PQ書類案(programme fonctionnel) 

 他 

これらの書類に、初めて、民間コンセッション契約に基づきCEV案件を実施するティズ

ニット市の方針や委託の技術的内容が示されることとなった。専門家チームは当該書類の

記述内容に関してアドバイスを行った。アドバイスの幾つかを以下に示す。 

 

a.2. PQ書類案(Convention)へのアドバイス 

a.2.1 PQ書類案(Convention, p39) 

PQ書類案の(Convention, p39)には、以下Boxに示す通り、既存処分場の改善および閉鎖を

契約に含める案であったことから、既存処分場の閉鎖作業はコンセッション契約から除外

することを専門家チームは推奨した。新規処分場の建設と並行して閉鎖作業を行ってしま

えば、廃棄物の行き先は新規処分場しかなく、不測の事態が起きたり新規処分場に欠陥が

発見されたりしたとしても、コンセッション企業は廃棄物処分サービスにおいて独占的立

場となり、自治体側には新規処分場に搬入するしか選択肢は無くなり、欠陥サービスに対

する対抗措置も持ち得ないリスクが発生する。よってコンセッション企業の独占的位置付

けを回避する観点からも、既存処分場の閉鎖作業は契約から除外し新規処分場運営開始後

に適正操業を確認し別途閉鎖作業を計画すること推奨した。C/Pはこの必要性を理解して、

PQ書類案の改訂を行った。参考に、該当する改定後のPQ本文（仏語）を記載する（以下の

項目も同様）。 

既存処分場の閉鎖、コントロール処分場の閉鎖、既存処分場およびCEVの最終閉鎖に

関する騒音などの障害を削減する関連工事、閉鎖後3年間の管理（Réhabilitation de la 
décharge actuelle, Réhabilitation finale de la décharge contrôlée, les éventuels travaux liés à 
la suppression des nuisances liées à la fermeture aussi bien de la décharge actuelle que du 
CEV et ce pendant les trois ans suivant leur fermeture） 
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a.2.2 PQ書類案(Convention, p46) 

上記点に関連し、PQ書類案の(Convention, p46)は、ペナルティ条項を規定するものだが、

ここに既存処分場の改善の記述があったため、これを削除する必要性を説明した。C/Pはこ

の必要性を理解して、PQ書類案の改訂を行った。 

現契約の各条項はペナルティの金額を示す（但し、既存処分場閉鎖や詳細機能プログラ

ム 6 条に適用するペナルティは除外する）（Toute infraction au présent Contrat donne lieu à 

l’application d’une pénalité dont le montant est évalué selon le tableau ci-dessous (sauf dans le 
cas de la réhabilitation de l’actuelle décharge où la pénalité appliquée sera celle de l’article 6 du 

Programme Fonctionnel Détaillé) ）  

 

a.2.3 PQ書類案(Convention, p53) 

PQ書類案の(Convention, p53)には、以下Boxに示す通り、他のPQ書類案との用語の統一性

が無い「décharge publique」が用いられていたため、契約書の齟齬を招かぬよう用語統一す

る必要性を説明した。C/Pはこの必要性を理解して、PQ書類案の改訂を行った。 

A/ ティズニット公設処分場(décharge publique)の運営委託に関する契約のもと… 

A/ Au titre du Contrat de la Gestion Déléguée de la décharge publique de Tiznit signé 
le.............……....,  

 

a.3. PQ書類案(REGLEMENT DE CONSULTATION)へのアドバイス 

a.3.1 PQ書類案(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 pp17-18) 

PQ書類案の(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 pp17-18)には、以下Boxに示す

通り、p17の小項目a.に新規処分場の「建設段階」と「供用期間のフェーズ区分」を述べて

いるにも関わらず、p18の小項目b.においては「供用期間」のみを記述し「建設段階」の記

述が欠如していることから、小項目b.を小項目c.として「供用期間」の記述を配置し、小項

目b.に「建設段階」の記述を加筆する必要性を説明した。C/Pはこの必要性を理解して、PQ
書類案の改訂を行った。 

建設工事の実施期間および供用期間全体を通してのフェーズ割りの詳細見積 
（Estimation détaillée des durées de réalisation des travaux de construction et de leur phasage 
pendant toute la durée de l’exploitation） 

 

a.3.2 PQ書類案(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 p19) 

PQ書類案の(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 p18)には、以下Boxに示す通

り、「既存処分場および新規処分場の最終閉鎖作業」との文言があった。既存処分場の閉

鎖作業はコンセッション契約から除外することが推奨されるため、「既存処分場および」

の語句を削除し「新規処分場の最終閉鎖作業」と記述する必要性を説明した。C/Pはこの必

要性を理解して、PQ書類案の改訂を行った。 

既存処分場および新規処分場の最終閉鎖作業の記述 
（Description des opérations de réaménagement final de la décharge actuelle et de celle du 
CEV） 
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a.3.3 PQ書類案(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 p19) 

PQ書類案の(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 p19 e.)には、以下Boxに示す通

り「処分場の既存施設（トラックスケール）の残存価格…」との文言があったが、事実と

異なりトラックスケールは既存処分場に存在しないため、この記述を削除あるいは修正す

る必要性を説明した。C/Pはこの必要性を理解して、PQ書類案の改訂を行った。 

処分場の既存施設（トラックスケール）の残存価格での利用契約 
L'engagement du concurrent à reprendre le matériel existant à la décharge (pont bascule) à sa 
valeur résiduel; 

 

a.3.4 PQ書類案(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 p20 g.) 

PQ書類案の(REGLEMENT DE CONSULTATION, Article 15 p20 g.)には、以下Boxに示す通

りvalorisation(資源化・再生利用)の複数選択肢としてエネルギー回収、コンポストやCDMプ

ロジェクトとの文言があったが、ティズニットの新規処分場施設には規模の面からも経済

性の面からも選択肢とならない可能性が強い旨を従前よりC/Pには説明しており、C/Pはこ

れを理解して、PQ書類案の検討を行った。 

家庭系廃棄物の資源化・再生利用の選択肢として以下が考えられる（Les alternatives de 
valorisation des déchets solides ménagers ou assimilés portent éventuellement sur :） 
 コントロール処分場での埋立（La mise en décharge contrôlée）; 
 有価物回収（La valorisation matière） 
 エネルギー回収（La valorisation énergétique） 
 コンポスト（Le compostage） 
 他の持続可能な技術（Ou toute autre technologie durable） 
 クリーン開発メカニズム（CDM）プロジェクトの実施（La possibilité de réalisation 

d’un projet de MDP (le mécanisme du développement propre) avec l’organisation des 
nations unis pour améliorer l’attitude économique du projet. 

 

b. 新規処分場施設(CEV)の計画策定 

b.1. 計画策定 

b.1.1 計画諸元 

上述の事前資格審査の進捗に伴い計画諸元を以下の通りとして、入札招請書類(Tender 
Call Documents)にこれらを記載する運びとなった。 

 供用年数：15年間 

 人口予測、ごみ発生量予測、2014年ごみ収集量（下表） 

入札招請書類は「県内の他コミューンは、プロジェクト主体ティズニット市の同意の後

に、当該処分場を利用することができる(toute commune avoisinante dans la province de Tiznit 
peut déposer ses déchets dans le CEV après l'accord du délégant)」との記述としており、県内の

他コミューンが当該処分場に何時から何時までどの程度の量の廃棄物を搬入するかは入札

時点では未定と想定されることから、入札招請書類に提示する計画諸元の人口予測、ごみ

発生量予測、2014年ごみ収集量にはティズニット市の情報のみを記載し、近隣コミューン

の情報は記載していない。 

表 5-10: ティズニット県マスタープランでの人口予測値 

単位: 人

  2011 2016 2018 2021 2026 2031 
ティズニット 62 344 68 604 70 908 74 095 79 429 85 147
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表 5-11: ティズニット県のマスタープラでの廃棄物予測量 

単位 : ton/日
  2011 2016 2018 2021 2026 2031 

ティズニット 46,8 54,0 56,9 61,1 68,5 76,6
 

表 5-12: JICAのプロジェクトで算出した廃棄物量 

単位 : ton/日 
  2014 

ティズニット 59,4 

 

b.1.2 計画埋立処分容量 

新規処分場のプロジェクト主体であるティズニット市は、施設の詳細計画（Detail Design)、
建設、運営、維持管理を民間に対する一括のコンセッション契約で行う方針とした。また

入札招請書類においては、県内の他コミューンが当該処分場を利用するか否かは未定と想

定されている。よって、他コミューンが当該処分場を利用する場合とそうでない場合では

搬入ごみ量は大きく異なるため、15年間の計画埋立処分容量は幅の大きな積算とならざる

を得ない。また、その積算もコンセッショナー（応札者）に委ねることとしている。 

b.1.3 計画埋立ごみ質 

入札招請書類に以下5項目の説明を記載し、コンセッショナーが計画埋立ごみ質の想定を

行い、中間処理における減量化の目標値もコンセッショナーに提案させる仕組みとした。 

 処分場に受入可能な廃棄物の性状（Nature des déchets admissibles dans la décharge）  
 不活性廃棄物（Déchets inertes） 
 禁止廃棄物（Déchets interdits） 
 発注者由来の廃棄（Déchets en provenance du Délégant）  
 発注者以外の廃棄物（Déchets extérieurs au Délégant）  

「発注者由来の廃棄物（Déchets en provenance du Délégant）」においては、以下の記載と

している。 

現入札仕様書は発注者の廃棄物の処分を占有的に委託業者に委託するものである。しか

し、この占有性は発注者が搬入する廃棄物の最低数量を保証するものではない。 
（Le présent cahier des charges confère au Délégataire l'exclusivité de l’élimination et de 
valorisation des déchets ménagers du Délégant. Cette exclusivité ne saurait constituer une 
garantie de quantité minimale d'apport de déchets.） 

また、「発注者以外の廃棄物（Déchets extérieurs au Délégant）」においては、以下の記載

としている。 

委託業者は、発注者の同意の後には、発注者搬入の廃棄物数量を補完する無害廃棄物を

その責任において搬入することができる。 
（Le Délégataire mettra en œuvre les moyens de nature à compléter le tonnage de déchets 
apportés par le Délégant par des déchets complémentaires assimilables à des déchets ménagers 
non dangereux que le Délégataire prendra en charge, sous sa seule responsabilité, dans le cadre 
de conventions qu'il conclut après accord du Délégant.） 
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b.1.4 計画覆土量 

上述の通り、各年および処分場供用期間の15年間の廃棄物埋立量は他コミューンが当該

処分場を利用する場合とそうでない場合では大きく異なるため、計画覆土量も幅のある試

算となる。 

b.2. 施設の配置 

処分場施設の設計配置とは、以下4点等を行った上で埋立エリア、浸出水処理エリア、覆

土材採取エリア、中間処理施設エリア、等の必要面積や形状などを算定し、これらを敷地

約28.8haの中に合理的な配置となるよう設計することである。 

 計画諸元の15年間の計画埋立処分容量や敷地の地形を考慮して、埋立必要エリアの

広さを算定、 

 埋立エリアの広さや降雨量、蒸発散量などの気象データと計画ごみ質を勘案して浸

出水の発生量と質を試算し、浸出水を適正処理するために各種の浸出水処理方式の

必要面積や処理コストを比較した上で処理方法を絞り込み、浸出水処理施設に必要

なエリアの広さを算定、 

 15年間の計画覆土量や敷地の地形を考慮して、覆土材採取に必要なエリアの広さを

算定、 

 計画諸元のごみ質、目標中間処理量、目標減量化率を勘案し、また有価物の市場動

向も考慮して中間処理方法（有価物回収施設）を概略設計してその必要面積を算定。 

一方、新規処分場プロジェクトは、施設の詳細計画（Detail Design)、建設、運営、維持管

理を民間に対する一括のコンセッション契約で行う方針としており、幅のある計画諸元の

もとで諸施設の規模の算定と配置設計をコンセッショナーが提案する仕組みとしている。 

c. 計画の合理性の検討 

一括のコンセッション契約のもと計画、建設、運営、維持管理を民間に委ねることは、

発注者（Delegant）は技術的な計画策定プロセスに煩わされることが無く一見便利な契約手

法と受け取られるかも知れない。 

しかし、計画諸元や計画策定プロセスをコンセッショナーの自由に委ねてしまうことは

発注者であるティズニット市に不利益をもたらすリスクがあることに最大限留意しなけれ

ばならない。 

コンセッショナーが設計、提案する施設計画が合理性を欠いていれば、施設設計は費用

効率（cost efficiency）が低く、結果的に発注者であるティズニット市が支払う廃棄物処理料

金が高いものとなる。 

また、一例を挙げる。「発注者以外の廃棄物（Déchets extérieurs au Délégant）」において

は、 

委託業者は、発注者の同意の後には、発注者搬入の廃棄物数量を補完する無害廃棄物を

その責任において搬入することができる。 
（Le Délégataire mettra en œuvre les moyens de nature à compléter le tonnage de déchets 
apportés par le Délégant par des déchets complémentaires assimilables à des déchets ménagers 
non dangereux que le Délégataire prendra en charge, sous sa seule responsabilité, dans le cadre 
de conventions qu'il conclut après accord du Délégant.） 

と記載されており、発注者の承認後との文言はあるものの、ティズニット市以外の無害

産業廃棄物をどの程度受け入れてコンセッショナーがビジネス利益を計画しているか等を

確認する必要がある。 

例えば、コンセッショナーが提案する施設が計画のもととなる基本コンセプトにおいて、

もし発注者であるティズニット市や近隣コミューンの廃棄物を少量受け入れ、無害産業廃
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棄物を大量に受け入れてビジネス利益を主に目指していたとすれば大きな問題である。そ

れはティズニット市の財源100%により取得する28.8haの用地の大半はコンセッショナーの

ビジネス目的に利用され僅か一部がティズニット市や近隣コミューンの廃棄物処理に利用

されることである。つまり、ティズニット市や中央政府が公共の廃棄物処理事業のために

費やす投資が、結果的には、コンセッショナーのビジネス目的に大半が利用され、僅か一

部がティズニット市や近隣コミューンの清掃事業に活用されることとなるからである。 

また、計画の合理性を追求する際に別の考え方も検討することを推奨する。既に28.8haの
用地がCEVに対して準備されることが最終化されている。CEV計画策定の第一歩の計画諸

元として、15年間の供用期間と規定するよりも、この28.8haの用地をフル活用することを規

定することが更なる合理性の追求となる可能性が高いと考えられる。先のセクションで処

分場のスケールメリットに関わるアドバイスを提供しているが、28.8haの用地をフル活用し

て計画埋立量を最大化する方が、そうでない場合よりも、廃棄物1トン当りの処分コスト単

価は低くなる可能性が高いし、新規処分場の延命化にも繋がる。よって、例えば、「計画

諸元としての供用期間を最低15年間と規定し、28.8haの用地をフル活用して計画埋立量を最

大化する提案をコンセッショナーに求める」代案が考え得る。 

発注者が準備する入札招聘書類においては計画諸元や設計配置に曖昧さが許されるとし

ても、契約図書として最終化される施設計画は、コンセッショナーの提案内容の合理性を

発注者であるティズニット市が検討、確認しなければならない。提案内容の技術的検討を

コンセッショナーに委ねるとしても、発注者ティズニット市は提案の合理性や経済性を確

認して初めて廃棄物処理サービスを委託する正当性(justification)を示すことができ、また示

さなければならない。 

これらの点において、ティズニット市には一連の未解決の課題があり、入札図書受領後

にティズニット市はコンセッショナーと設計協議において提案内容の一つ一つに対して合

理性や整合性を道筋立てて審査、確認しなければならない。このためには、中央政府や国

際協力機関からティズニット市に対してタイムリーな技術支援を提供することが必須要件

となると考えられる。 

 新規廃棄物処分施設の施工管理 

a. CEV建設の仕様 

施工すべき施設は、入札招請書類（Tender Call Document）において以下列記の概要を示

し、実施設計の詳細はコンセッショナーが提案する枠組みとした。  

a.1. ティズニットにおける新規処分場の最低仕様  

 処分場を囲む塀とアクセス道路（Une clôture générale du site du CEV avec 
contrôle des accès） 

 埋立地を囲む塀とアクセス道路（Une clôture de la zone d’enfouissement avec 
contrôle des accès） 

 車両重量計（Un ponts bascules） 
 埋立セル（Casiers d’enfouissement） 
 表流水の集水ネットワーク（Le réseau de collecte des eaux de ruissellement non 

polluées） 
 浸出水の集水及び処理のシステム（Un système de collecte et de traitement des 

eaux polluées et de lixiviats） 
 埋立ガスの管理（La gestion du Biogaz） 
 分別施設（Un centre de tri） 
 事務管理棟及び倉庫（Les bâtiments administratifs et hangars nécessaires à 

l’exploitation du CEV） 
 コンセッショナーが提案するリサイクル率を達成するために必要な施設
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（Les installations et ouvrages liées aux valorisations retenues par le Délégataire 
permettant d’atteindre le taux de valorisation contractuel proposé par le 
soumissionnaire dans son offre） 

 

b. 埋立処分場（Aménagement du CEV） 

b.1. 遮水工の仕様 

 ジオテキスタイル（不抜性、不織性、400 gr/m²、Asqual 認証または同等品）
Géotextile anti-ponçonnement non tissé certifié Asqual ou équivalent  (400 
gr/m² ; R de poinçonnement :….), ce géotextile assurera la fonction de protection 
inférieur de la géomembrane contre le poinçonnement engendré éventuellement 
par un support non bien finis. 

 ジオメンブレーン（高密度ポリエチレン 2mm 厚、Asqual 認証または同等品）
Géomembrane en PEHD 2mm, certifié Asqual ou équivalent. 

 ジオテキスタイル（不抜性、不織性、1000 gr/m²、Asqual 認証または同等品）
Géotextile anti-ponçonnement non tissé certifié Asqual ou équivalent  (1000 
gr/m² ; R de poinçonnement :….). Ce géotextile assurera la fonction de protection 
supérieure de la géomembrane contre le poinçonnement engendré par les 
matériaux de la couche drainante. 

 

b.2. 埋立処分場の付帯施設（Les ouvrages annexes） 

 周回フェンスとゲート（Clôture périphérique (grillagée et maçonnerie) et 
portail） 

 アクセス道路と場内道路（Route d’accès et voirie internes） 
 管理小屋 20m²（Loge gardien 20m²） 
 計量エリア 20m²（Local à peser 20m²） 
 埋立管理棟 100 m² （Bâtiment d’exploitation de 100 m²） 
 倉庫・作業棟 150 m²（Hangar et Atelier 150 m²） 
 トラックスケール（Pont bascule (60t ) et système d’enregistrement） 
 処分場照明施設（Equipment d’éclairage du CEV） 
 処分場運営に必要な全ての施設（Et tout équipement nécessaire pour le bon 

fonctionnement du CEV） 

 

c. 雨水排水管理 

委託業者は契約の全期間を通じて以下を実施する。 

 表流水を集水し埋立ゾーンへの流入を回避する（Collecter les eaux de 
ruissellement et veiller à ce qu’elles restent séparées de la zone de stockage des 
déchets ou de leur enfouissement ） 

 環境保全を図る（Protéger le milieu environnant） 
 

d. 浸出水処理施設 

委託業者は浸出水処理施設を設けねばならない。また、表流水が浸出水に

汚染されないよう必要な手立てを施すこと。いかなる場合も自然界に浸出

水を放出してはならない。また浸出水処理施設は維持補修期間を除き停止

してはならない。（Le délégataire devra mettre en place une station de traitement 
pour le lixiviat. De même qu’il devra mettre en œuvre les mesures nécessaires 
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permettant de s’assurer que les eaux de ruissellement ne soient pas polluées par le 
lixiviats. En aucun cas, il ne pourra être accepté qu’il y ait de rejet dans le milieu 
naturel ni d’arrêt de la station de traitement au-delà de la période d’entretien et 
pendant laquelle des mesures d’accompagnement devront être entreprises (tel que 
bâche de stockage en attendant le fonctionnement de la station ou toute autre 
solution proposée par le Délégataire et acceptée par le Délégant)） 

 

e. 中間処理施設（資源化施設）（Valorization des Dechets) 

発注者ティズニット市は、資源化施設は手選別Sorting plant（Centre de tri)を基本と考えて

はいるものの、入札招請書類には、 

 処分場ガスの資源化（クリーン開発メカニズム（CDM）活用を含む） 

 Sorting plant（Centre de tri） 

 コンポスト化 

 廃棄物固形燃料（RDF：Refuse derived fuel）化 

などを列記し、資源化手法と資源化施設をコンセッショナーが提案する枠組みとした。 

 

f. 仕様の合理性の検討 

前セクションにて、発注者(Delegant)による「計画の合理性検討」の必要性を述べたが、

コンセッション契約パッケージの一部分であるCEV建設に関しても同様に、発注者

(Delegant)はその建設仕様の合理性を検討、審査しなければならない。 

一括のコンセッション契約のもと施設建設の設計と施工の両方をパッケージとして民間

に委ねることは、発注者(Delegant)は技術的な設計確認や施工監理のプロセスに煩わされる

ことが無く一見便利な契約手法と受け取られるかも知れない。しかし現実には、コンセッ

ショナーが提供する実施設計の仕様が合理性、安全性、コストパフォーマンス性を担保し

ていることを発注者が何らかの形で確認しなければならない。 

建設の仕様や工程を含む実施設計をコンセッショナーの自由に委ねてしまうことは発注

者(Delegant)であるティズニット市に不利益をもたらすリスクがあることに最大限留意しな

ければならない。コンセッショナーの提案する建設仕様がオーバーデザインとなっていれ

ば、施設建設はcost efficiencyが下がり、結果的に発注者(Delegant)であるティズニット市が

支払う廃棄物処理料金が高いものとなる。また逆に提案する建設仕様が過小設計となって

いれば、発注者が享受するはずであった廃棄物の適正処理や処分場の安全性が脅かされ、

罰金を科すことでは解決できない環境汚染や公衆衛生悪化を招くかも知れない。 

 

g. 施工監理の必要性 

また、処分場の建設段階においては、設計図書に従い且つ提案された技術仕様(technical 
specifications)を満足する施工となっているか監督する策を発注者ティズニット市は有しな

ければならない。 

提案技術(technical proposals)つまり施設の設計施工パッケージをコンセッショナーに委ね

るとしても、発注者ティズニット市は提案の通りに施設が施工され、工作物に欠陥が無い

ことを確認しなければならない。 

ティズニット市はコンセッショナーから提出される実施設計の設計図書の審査や実際の施

工が行われる際の施工監理を行わなければならないが、これらのどのように適正に行うか
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ティズニット市には一連の未解決の課題がある。このためには、中央政府や国際協力機関

からティズニット市に対して技術支援をタイムリーに提供する必要がある。 

 新規廃棄物処分施設運営維持管理 

a. 運営維持の概要 

処分場施設(CEV)において行うべき運営維持のコンセプトを、入札招請書類(Tender Call 
Document)において以下列記の概要を示し、詳細はコンセッショナーが提案する枠組みとし

た。  

a) 搬入廃棄物の受け取り（Réceptionner les Apports） 

b) 搬入廃棄物の流れの管理（Diriger les Flux） 

c) インフラ活用（Exploiter les Infrastructures） 

d) リスク回避（Prévenir les Risques） 

e) 管理（Contrôler） 

f) 将来対応（Réaménager pour l'avenir） 

g) 迷惑事項への対処（Traiter les Nuisances） 

 

b. 施設（installations） 

新規処分場(CEV)において運営維持すべき施設(installations)を、入札招請書類(Tender Call 
Document)において以下の通り列記し、詳細はコンセッショナーが提案する枠組みとした。  

1. 全体図（Plan général des installations） 

2. 周囲フェンスとゲート（Clôtures et portails） 

3. 搬入管理施設（Installations d’accueil et de contrôle） 

4. ソーシャル・エリア（Locaux sociaux） 

5. 他建物・工事（Autres bâtiments ou ouvrages） 

6. 処分場インフラ（Infrastructures）） 

7. 場内道路（Voiries internes） 

8. 土地造成・掘削（Terrassements - Excavation） 

9. 埋立ゾーン整備（Aménagements de la zone de stockage） 

10. 埋立区域の覆土（Détermination des cubatures de stockage） 

11. 表流水管理（Gestion des eaux） 

12. 浸出水管理（Gestion et traitement des lixiviats） 

13. 処分場ガスの集積と処理（Collecte et traitement du biogaz） 

14. 景観管理と環境保全（Aménagements paysagers et de préservation du milieu environnant） 

15. 処分場ガスの資源化（オプション）（Valorisation du biogaz (option) ） 

16. 資源化策その１（Valorisation N°1 …des déchets 

17. 資源化策その○（Valorisation N° … des déchets） 

 

c. 運営維持規則 (Exigences concernant L’exploitation） 
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新規処分場(CEV)の運営維持において遵守すべき規範、規則として以下列記の項目を入札

招請書類(Tender Call Document)に示し、その詳細はコンセッショナーが提案する枠組みとし

た。  

1. 運営時間（Heures de fonctionnement） 

2. 廃棄物の受入と管理（Réception et contrôle des déchets） 

3. 処分場運営原則（Principes d’exploitation du CEV） 

 場内道路と周回道路（Voies internes et circulation）  

 ネットワーク（Réseaux）  

 排出、敷均し、押上げ、転圧（Mode de vidage, régalage, poussage et compactage） 

 フェーズ分け（Phasage） 

 中間覆土管理（Aménagement des couvertures intermédiaires） 

 作業管理と埋立管理（Contrôles des travaux et contrôles d’exploitation） 

4. 処分場資機材（Equipements du CEV） 

4-1機材および資材の選択（Choix des engins et matériels 

4-2施設の維持管理と更新（Entretien et renouvellement des équipements 

5. 流水管理（Gestion des effluents liquids） 

6. 気体流の管理（Gestion des effluents gazeux） 

6-1処分場ガス管理（Gestion du biogaz） 

6-2 オプション（処分場ガスの資源化）（Option : valorisation du biogaz） 

7. 埋立の潜在的障害の管理（Gestion des nuisances potentielles de l’exploitation） 

7-1 埃や廃棄物飛散の対策（Lutte contre les poussières, les envols de déchets） 

7-2 悪臭対策（Lutte contre les odeurs） 

7-3 害虫、ネズミ対策（Lutte contre les insectes, les rongeurs, les reptiles…） 

7-4 火災、爆発対策（Lutte contre les incendies et les explosions） 

7-5 現場清掃（Propreté du site） 

8. 労働災害対策、安全対策（Restrictions, sécurité, mesures contre les accidents du travail） 

9. 埋立作業員（Personnel de l’exploitation） 

9-1 チーム編成（L’équipe） 

9-2 体制（La formation） 

9-3 コミュニケーション（La communication） 

 

d. 管理手順と自主審査 (Exigences concernant les procédures de contrôle et 
d’autosurveillance) 

入札招請書類(Tender Call Document)では、新規処分場(CEV)の運営維持においてコンセッ

ショナーが行うべき管理手順と自主審査として以下列記の項目を示し、その詳細はコンセ

ッショナーが提案する枠組みとしている。 
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以下を可能にする処分場特性を考慮した確実な環境調査（Un suivi environnemental rigoureux 
et adapté aux caractéristiques intrinsèques du CEV permet de :） 

 
o 環境インパクト（水、大気、清潔性維持、騒音）低減の管理（Contrôler l’absence 

d’impact sur l’environnement (eau, air, propreté, bruit…) ） 
o 迅速な異常検知と対策実施（Détecter le plus rapidement possible une anomalie 

ou une dérive de façon à pouvoir prendre rapidement les mesures appropriées. 
 

関連検査としては以下が想定される（Ce suivi portera sur :） 
o 水バランス（Le bilan hydrique） 
o コントロール縦断ポイントの水質調査（La surveillance de la qualité des eaux 

souterraines par le biais de points de contrôle） 
o 浸出水の水質調査（La surveillance de la qualité des lixiviats） 
o 表流水の水質調査（La surveillance de la qualité des eaux de surface） 
o 大気質調査（La surveillance de la qualité de l’air） 
o 悪臭（Les odeurs） 
o 騒音（Le bruit） 
o 清潔性の維持（La propreté） 

入札者は採用すべき自主管理プログラム、但しモロッコ国の規則を遵守するもの、を入札書

に提案することができ、以下を含むものとする。（Le soumissionnaire proposera dans sa 
soumission un programme d’auto-surveillance adapté et conforme à la réglementation en vigueur au 
Maroc détaillant :） 

o 分析、浚渫、他手法の頻度（la fréquence des analyses, curages ou autres ; 
o 分析パラメーター（les paramètres analysés） 
o 分析手法（ラボ分析、キット利用…）（les moyens mis à disposition (laboratoire, 

kit,…) ） 
o 分析工程（les postes affectés à cette mission） 
o 分析結果とその後の取るべき環境モニタリングを記載した報告書（les 

rapports de présentation des résultats établis pour réaliser ce suivi 
environnemental） 

入札者は処分場完全閉鎖後の管理とモニタリングに関するアクション・プランを提案するこ

とができる。（Le soumissionnaire proposera un plan d’action pour le contrôle et le suivi de l’état de 
l’environnement du CEV de Tiznit après fermeture définitive de celui-ci） 

 

 

e. コンセッショナーの運営維持に対する監理の必要性 

先に、施設建設段階における発注者の施工監理の必要性を述べたが、同様に15年間に及

ぶ運営維持の作業に対しても、適正に安全に埋立作業や浸出水処理作業が行われること発

注者ティズニット市は何らかの形で監督しなければならない。 

先に「施設ダメージ防止に配慮した埋立管理」を、スケッチ等を用いて説明しているが、

コンセッショナーがこのように施設ダメージ防止に留意して埋立作業を行っていることを

発注者ティズニット市は監督する必要がある。 
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s 

5.4 モデルコミューンにおける廃棄物収集・運搬改善計画、既存最終処

分場改善計画の作成 

 廃棄物収集・運搬改善計画 

ここでは、モデルコミューンを対象に、広域化に向けた収集運搬計画の策定について記

載する。 

a. モデルコミューンの概要 

各モデルコミューンから新規処分場へ搬入するごみ量は、第2年次（2014年）で行ったタ

イムアンドモーション調査の結果から、下記のように推定できる。 

表 5-13:  モデルコミューンからの搬入量の推定 

 

収集車両1

の収集量

(t) 

収集車両2

の収集量

(t) 

合計(t) 
収集回数/

週 

収集量/週 

(t) 

発生量/日

(t) 

アグルー 1.7  1.6 3.3 3 10.0  1.4 

レガダ 1.4  0.8 2.2 6 13.1  1.9 

アルバ･サヘル 0.6  0.6 6 3.6  0.5 

 

 また、発生量の予測は下記のとおりである。 

表 5-14:  排出量の予測 

2014 2015 2016 2020 2025 2026 

アグルー 1.4 1.4 1.5 1.6 1.8 1.8

レガダ 1.9 2.0 2.0 2.3 2.7 2.8

アルバ･サヘル 0.5 0.5 0.5 0.6 0.7 0.7

(Unit: t/day) 
 

 各コミューンからの搬送ルートと距離を図 5-20に示す。 
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図 5-20:  各コミューンからの搬送ルートと距離 

b. 搬入計画案 

搬入計画では、2026年の予測排出量を新規処分場へ搬入することが可能な次の2案を計画

する。 

b.1. 計画案１ 

この計画案の概要は、以下のとおりである。 

 各コミューンの既存の処分場に、図 5-21に示す簡易中継基地を建設し、コミューン

内で収集したごみを搬入する。 

 図 5-21に示すスキップローダーを対象コミューンで共有し、この車両を用いて各中

継基地から新規処分場への搬入を行う。 

 アグルーのパッカー車で集められたごみは、直接新規処分場へ搬入する。 

この計画案１のごみの流れを図 5-22に示す。また、この計画案でのスキップローダーの

運行案を表 5-15に示す。 

 
簡易中継基地 

 
スキップローダー 

図 5-21:  広域運搬に必要な施設及び車両 
 

Source: Open Street Map 
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図 5-22: 搬入計画案１の流れ 

  

表 5-15:  計画案１のスキップローダーの週間運行表案 

アグルー レガッダ アルバ・サヘル 合計 

月 1trip (1.8h) 2trips (4.2h) 3trips (6.0h)

火 2trips (4.2h) 1trip (2.6h) 3trips (6.8h)

水 1trip (1.8h) 2trips (4.2h) 3trips (6.0h)

木 2trips (4.2h) 1trip (2.6h) 3trips (6.8h)

金 1trip (1.8h) 2trips (4.2h) 3trips (6.0h)

土 2trips (4.2h) 1trip (2.6h) 3trips (6.8h)

日  

合計 3trips (5.4h) 12trips(25.2h) 3trips (7.8h) 18trips (38.4h)

 
b.2. 計画案２ 

この計画案の概要は、以下のとおりである。 

 基本的に、各コミューンから新規処分場へ直接搬入する。 

 処分場へ直接搬入できないアグルーのトラクターで集められたごみとアルバ・サヘ

ルで排出されたごみは、各コミューンの既存処分場に建設する簡易中継基地に一時

貯蔵する。 

 アルバ・サヘルとアグルーでスキップローダーを共有し、直接新規処分場へ搬入す

る。 
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この計画案２のごみの流れを図 5-23に示す。また、この計画案でのスキップローダーの

運行案を表 5-16に示す。 

 

図 5-23:  搬入計画案２の流れ 

表 5-16:  計画案２のスキップローダー週間運行表案 

 アグルー アルバ・サヘル 合計 

月 1trip(1.8h) 1trip (1.8h) 

火 1trip (2.6h) 1trip (2.6h) 

水 1trip (1.8h) 1trip (1.8h) 

木 1trip (2.6h) 1trip (2.6h) 

金 1trip (1.8h) 1trip (1.8h) 

土 1trip (2.6h) 1trip (2.6h) 

日  

合計 3trips (5.4h) 3trips (7.8h) 6trip (13.2h) 

 
c. 2案の比較 

案について、比較を行う。まず、経済性についての計画毎に費用の試算を行った2（表 5-17、
表 5-18）。なお、試算の詳細については、Annex 6 示す。 

                                                      
2 この比較において、簡易中継施設の建設費とコンテナ調達費、及び新規処分場における処理費

用は含まれていない。 
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表 5-17:  計画案1の費用の試算 

 

アグルー 

スキップローダー 

アグルー 

パッカー車 

レガッダ 

スキップローダー  

アルバ・サヘル 

スキップローダー 

年間トリップ数 156 156 624  156 

コスト/トリップ 

（DH/trip）  
333 208 394  503 

コ ス ト / 年 

(DH/year)  
51,995 32,510 246,106  78,484 

コミューンの負担額 

（DH/year)  
84,505 246,106  78,484 

3コミューンの合計 

（DH/year） 
409,094 

 

表 5-18:  計画案2の費用の試算 

 

アグルー 

スキップローダー 

アグルー 

パッカー車 

レガッダ 

スキップローダー  

アルバ・サヘル 

スキップローダー 

年間トリップ数 156 156 1248  156 

コスト/トリップ 

（DH/trip）  
659 208 159  973 

コ ス ト / 年 

(DH/year)  
102,757 32,510 198,557  151,819 

コミューンの負担額 

（DH/year)  
135,267 198,557  151,819 

3コミューンの合計 

（DH/year） 
485,644 

 

2つの案の経済的な視点からの比較は、以下のように結論付けられる。 

 ３コミューン全体としてのコストは、計画案１が有利である。 

 直接搬入を行うことのできるコミューンは、計画案２が有利である。 

以上から、このコストをどの組織（県、コミューン、その他）が負担するか、検証する

必要がある。 

一方、スキップローダーの運行表案からは、計画案１は、稼動日の全日にわたって運行

しており、各コミューンで発生するごみ量が想定値よりも増加すると3、対応しきれなくな

る。しかし、計画案２では、運行計画に比較的余裕があるため、ごみ量が増えても対応が

可能である。 

現在、県は、全体としてコストの低い計画案１を採用する意向を示しているが、これら

を決定するには、県が中心となって、費用負担を含めた広域処理の枠組みの構築が早急に

必要である。 

  

                                                      
3 例えば、アルバ・サヘルでは、馬車による収集を行っているが、将来的にはトラック等を用い

た収集を行いたいとしている。このような収集体制の大幅な変更は、予測に含まれていない。 
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 モデルコミューンの既存処分場改善・安全閉鎖計画 

モデルコミューンの既存処分場の改善並びに安全閉鎖に係る活動には各コミューンに共

通する事項と各コミューンの特性を考慮した上で実施しなければならない事項があるが、

各コミューンでの共通事項には以下の5点がある。 

1. 定期的な敷均し転圧作業、簡易覆土 

2. 安全閉鎖計画 

3. 安全閉鎖レベルの検討 

4. 閉鎖工事の仕様の検討 

5. 標準的な閉鎖仕様 

これらの共通事項については以下に記述し、各コミューンの特性を考慮した個別事項に

ついては各コミューンの項目に記述する。 

a. 共通事項 

a.1. 定期的な敷均し転圧作業、簡易覆土 

定期的に、また可能であれば2週間毎など出来る限り短いタイムスパンで、ディスチャー

ジ済みの廃棄物を敷均し、転圧、そして一次覆土(primary soil-coverage)することが推奨され

る。 

定期的に行うべき処分場改善作業のタイムスパンが長い場合、進入路の路側に一盛、次

いで一盛と、改善作業が実施されるまで廃棄物がディスチャージされる。そのため、廃棄

物を奥の窪地までブルドーザなどで押込み、運搬、敷均し、転圧する際の平均押込み距離

が長くなり作業が非効率になる。これに加えて、廃棄物を長期間放置することは放置廃棄

物の引火や飛散のリスクを増大させるものである。 

 
a.2. 安全閉鎖計画 

新規処分場の運用が間近となり、広域(inter-communal)利用の仕組みが整いつつある状況

となった場合、この既存処分場を閉鎖することを計画し実施に移す必要が出てくる。 

 
a.2.1 安全閉鎖レベルの検討 

- 環境汚染ポテンシャル 

処分場閉鎖を計画するに際して、閉鎖工事の施工内容や閉鎖後の維持管理業務にどの程

度の水準が必要となるか検討することが第一となる。何れの処分場にも標準化した閉鎖工

事仕様や閉鎖後維持管理業務の仕様を一律に適用するのではなく、各処分場の環境汚染の

潜在性の度合いを考慮して閉鎖工事の仕様内容や必要であれば閉鎖後維持管理業務の仕様

を計画する必要がある。 

 
- 跡地利用ポテンシャル 

大都市近郊などの土地需要が高い地域などにおいては、環境汚染の潜在性の度合いに加

えて、跡地利用の潜在性の度合いも考慮し閉鎖後用地の他用途活用を計画した上で閉鎖工

事の仕様内容を計画する必要がある。 
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表 5-19：安全閉鎖レベル検討の概念 

環境汚染の潜在性 跡地利用の潜在性 求められる安全閉鎖レベル 
高い場合 高い場合 より高いレベルの閉鎖 
高い場合 低い場合 高レベルの閉鎖 
低い場合 高い場合 中レベルの閉鎖 
低い場合 低い場合 低レベルの閉鎖 

 

但し、当該既存処分場に関しては、閉鎖工事の仕様内容をスペックアップするに足る閉

鎖後用地の他用途活用は見当たらないと考えられるため、環境汚染の潜在性を閉鎖計画の

主要パラメーターとすることが勧められる。 

 
a.3. 閉鎖工事の仕様の検討 

a.3.1 標準的な閉鎖仕様 

標準的な閉鎖工事の仕様内容を一例として以下に列記する。 
 

 法面整形 

最終閉鎖する廃棄物は敷均し転圧した上で、最終整形して安定した法面を形成すること。

法面の勾配は、最終覆土の材質にも左右されるが、概ね1:2以下とすること。 

 最終覆土 

最終覆土の厚さは75cm以上が望ましい。樹木等を植える場合は150cm以上の覆土厚が必

要。 

 雨水排水 

浸出水の発生を抑制するために埋立ごみ層への雨水侵入を防ぐこと。最終覆土面の降雨

を外部へ適切に排除する雨水排水を備えること。また、最終覆土エリア外の降雨がエリア

内に侵入しないようにエリア周囲の雨水排水路を備えること。 

 ガス抜き 

処分場ガスの集積や自然爆発を防止するため、ガス抜き管は最終覆土面上に概ね50m間隔

で設置すること。 

 浸出水排水・循環設備 

埋め立てられた廃棄物の分解・安定化を促進するために、ごみ層内部の浸出水を排水あ

るいは循環させる設備を備えること。 

 浸出水処理施設 

処分場周辺の表流水および地下水の汚染を防止するために、ごみ層内部から排水・循環

させる浸出水を処理する設備を備えること。 

 地下水保護対策 

浸出水による処分場周辺の地下水の汚染を防止する対策を備えること。 

a.3.2 状況に応じた閉鎖仕様 

但し、上記は標準的な閉鎖工事の仕様内容であり、当該処分場の閉鎖仕様を設定するに

際して修正すべき点があり、これらを以下に記述する。 
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 最終覆土 

標準的な仕様としても既に記載のとおり、閉鎖する処分場の最終覆土面の表面積が広範

囲な場合、最終覆土面の降雨を外部へ適切に排除する目的の雨水排水のwatershed(分水嶺)
も長距離となるため、またその勾配が緩やかな場合は特に、雨水浸透を防止する観点から、

最終覆土の厚さは75cm以上が望ましいと言える。また、閉鎖した処分場のごみ層厚が数十

メートルに及ぶような場合にも、閉鎖後の長期間に亘る不同沈下などの挙動リスクを考慮

すれば、75cm以上の最終覆土厚が望ましい仕様となる。更に、樹木が生育し易い地域で、

且つ最終覆土全面に樹木等を植えるニーズがある場合は150cm以上の覆土厚が必要となる。 

一方、モデルコミューンの処分場は閉鎖する最終覆土面も小さく、埋立ごみ層厚も薄い

所が殆どであり、樹木が生育し易い地域でもなく、そのニーズも存在しない。よって、「最

終覆土の厚さは30cm以上が望ましい」と修正することが勧められる。 

 ガス抜き 

閉鎖する処分場が大規模なもので埋立ごみ層厚が数十メートルに及び、その表面積が広

範囲な場合、処分場ガスの集積や自然爆発を防止するため、概ね50m間隔でガス抜き管を設

置することが求められる。 

但し、当該処分場は埋立ごみ層厚も薄い所が殆どであり、閉鎖する最終覆土面も小さい。

よって、「当該処分場は特段のガス抜き設備は不要である」と修正することが勧められる。 

 浸出水排水・循環設備 

当該処分場は年間降雨量が極めて少ない地域に立地しており、埋立ごみ層厚も薄い所が

殆どであり、閉鎖面積も小さい。「適切な厚さの最終覆土を備え、その覆土面上の降雨を

外部へ適切に排除する雨水排水と最終覆土エリア外の降雨がエリア内に侵入しないように

周囲の雨水排水路を備えることで、浸出水の発生は適切に制限される。よって、当該処分

場は浸出水排水・循環設備は不要である」と修正することが勧められる。 

 浸出水処理施設 

上記説明に同じく、適切な最終覆土厚と雨水排水を備えることで、浸出水の発生は適切

に制限される。よって、「当該処分場に浸出水処理施設は不要である」と修正することが

勧められる。 

 地下水保護対策 

また同様に、「当処分場においては、適切な厚さの最終覆土と雨水排水を行うことが有

用な地下水保護対策である。」と加筆することが勧められる。 
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b. アグルー既存処分場の改善・安全閉鎖 

b.1. 既存処分場の現状 

下図はアグルー既存処分場を対岸丘陵より一望したものである。（2015年10月） 

 

アグルーの既存処分場は河川の左岸段丘上に河川に並行する進入路があり、進入路奥の

窪地にディスチャージすることを基本としている。 

窪地への廃棄物ディスチャージが満杯となったり、進入路に不具合があったりする場合、

進入路脇に廃棄物が一盛、一盛と進入路の出口方向に向かって並べられる形でディスチャ

ージされ、道路沿い長手方向に広い範囲にディスチャージされた状態となっている。これ

はこの既存処分場には搬入廃棄物を敷均し・転圧する機材が常備されていないためである。 

 
進入路出口方向の路側に一盛、

一盛と広範囲にディスチャー

ジされた廃棄物 
 
 
 
 
進入路奥の窪地にディスチャ

ージされた廃棄物 
 

 
b.2. 改善計画 

近い将来にInter-communalの新規処分場の建設・運用が行われる予定であり、運用開始後

にはコミューンの全ての廃棄物を新規処分場に搬入する計画である。このため、相当の投

資コストをあてがって既存処分場を抜本的に改良、改善した上で供用を続けることは難し

いと考えられる。Inter-communalの新規処分場の建設・運用を待機するまでの期間は、現状

の処分作業を基礎的な側面から改善実施することが望まれる。具体的には、以下の2点であ

る。 

 日常のディスチャージ場所のコントロール、管理 

 定期的な敷均し転圧作業と簡易覆土 
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b.3. 日常のディスチャージ場所のコントロール、管理 

既存処分場が隣接するこの河川は、ティズニット県で大雨洪水があった場合は、大幅な

水位上昇があるため、ディスチャージ場所によっては上昇水位により廃棄物全てが洗い流

され河川及び海洋環境の汚染となる。 

よって、経験的に過去の大雨洪水にも洗い流されていないレベルよりも高い位置にディ

スチャージしておくことが重要である。進入路奥の窪地は2014年11月の大雨洪水にも廃棄

物流出の被害が軽微であったことからディスチャージ場所としては概ね適切であると判断

される。 

 
奥のディスチャージ窪地 進入路脇のディスチャージ群 

想定される2014年11月の洪水時水位
右岸側段丘の上面。植生が殆ど無いことから

洪水時この高さまで水位が上昇と推定され

る。

 

一方、窪地が満杯となり進入路に不具合が出て、進入路出口方向に路側に一盛、一盛と

ディスチャージせざるを得ない場合のディスチャージ場所は進入路の河川側ではなく丘陵

側にすることが推奨される。その理由は、丘陵側が河川側よりも高い位置にありディスチ

ャージした廃棄物が洪水で洗い流されにくいだけでなく、進入路から河川側に仮置きした

廃棄物の場合は、その対処方法として進入路奥の窪地までブルドーザなどで押込み運搬、

敷均し、転圧する選択肢とせよ、その場で転圧・覆土する選択肢とせよ、作業が行い辛い

位置となる可能性が高いためである。それは、河川側に仮置きした廃棄物の更に河川側の

地盤はブルドーザなどの作業機械が入り込むだけのスペースが十分に無い岩地斜面や覆土

材を掘削入手し辛い岩盤地形である可能性が高いためである。 

収集車両クルーに、進入路脇のディスチャージは丘陵側など後に転圧覆土作業がし易い

場所を選ぶよう周知する必要がある。 
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2014年11月洪水水位の想定（処分場側から対岸右岸側を撮影） 

 

 

←2014年11月の洪水前の対岸（2013年9月） 
↑2014年11月洪水後の対岸同地（2015年1月）

想定される2014年11月の洪水時水位  
 

  
洪水時水位よりも低い位置にディスチャージされていた廃棄物。また、進入路より河道側にディ

スチャージされている。（2014年9月撮影） 
 
 

進入路の河道側にディスチャージされたごみ

（2014年9月撮影） 
河道側斜面より見上げた進入路河道側にディス

チャージされた廃棄物（2014年9月撮影） 
 
 
2014年11月大雨

洪水に全ての廃

棄物が流出した

と想定される河

道側斜面（写真

左側斜面）

（2015年1月撮

影） 

 

2014年11月大

雨洪水にも廃

棄物流出の被

害が軽微であ

った進入路奥

の窪地（写真右

側） 
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↑洪水時水位上昇に河道側斜面の廃棄物が流

出し斜面岩地が露出 

写真中央の樹木は2014年11月洪水時の水位上

昇により流出。（下流側方向を撮影20013年9
月） 

↑左写真の樹木辺りの位置より上流側の窪地

方向を撮影（2015年1月） 

 
b.4. 提案する安全閉鎖の仕様 

本コミューン既存処分場の安全閉鎖に関し、以下を提案する。 

 
b.4.1 進入路奥の窪地の閉鎖 

アグルー既存処分場の大半の廃棄物が埋め立てられている進入路奥の窪地を安全に閉鎖

することが第一である。この窪地は2014年11月の大雨洪水時に廃棄物流出の被害が軽微で

あったが、長期的にも安全閉鎖された状態が維持されるようにするためには、以下内容の

閉鎖作業を提案する。 

 窪地上面の全体に大きな不陸が出ないように、滑らかな上面となるよう全体を敷均

し転圧する。 

 閉鎖後の最終覆土面の表面排水を円滑にするために、自然重力排水となるよう河道

側および河川下流方向に向けた緩やかな勾配に敷均し転圧しておく。 

 窪地の埋立廃棄物層は深いところでも4-5m程度の薄さと想定されることから、上述

の閉鎖仕様の検討も加味して、最終覆土は30cmを少々超える程度の厚みとする。 

 但し、最終覆土層は十分に締め固められた状態となるよう、覆土材の最適含水比と

なるよう水分調整を行いつつ転圧締め固めるものとする。 

 また、可能であれば、石灰を適量添加して最終覆土層の固化を図る。 

 最終覆土量を簡易試算すると、目測面積を150m2とし、層厚30cm+αを33.3cmと想定

すると、150m2 x 0.33m = 50m3となり、50m3程度の土工事の規模と見積もられる。 

 窪地の丘陵側は急峻な壁となっており、洪水時の水位上昇に際して丘陵側から河川

水が流入することはなく、流入するとすれば窪地の上流側や河川側からとなる。こ

のため、想定外の水位上昇にも埋立ごみ流失の被害を少なくするために上流側と河

川側に小規模の盛土堰堤を設置することが望ましい。 

 また、盛土堰堤には出来る限り大き目の礫材を多く加えて、流水による浸食被害を

軽減することが望まれる。 

 他方、もう１つ留意すべき流水侵食は、河川水位上昇による浸食ではなく、降雨に

よる浸食である。窪地の上流側と河川側に小規模の盛土堰堤を設置することからこ

の2方向に下流側を加えた3方向からの降雨流水による浸食は危惧されないが、丘陵

側からの降雨流水には十分な対策が必要である。窪地の丘陵側は急峻な壁であるが
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更にその丘陵側には広大な斜面が広がっており、この斜面の降雨が閉鎖窪地を直撃

すると浸食は甚大なものとなる。 

 よって、丘陵側の急峻な壁の上側に表流水をインターセプトする排水ditchを備える

必要がある。丘陵側の上側の広さと地盤を見る限り、深さ30cm幅50cm程度の素掘り

ditchを長手方向40m程度に設置することが望まれる。 

 更に、2014年11月の洪水を上回る洪水水位にも対処するために、係る閉鎖工事の後

もコンクリート殻や掘削土などの建設廃棄物の搬入がある場合は、この閉鎖エリア

にディスチャージし定期的に敷均し転圧して閉鎖エリア上面の洗掘から守る対策が

勧められる。 

また、上述の閉鎖仕様の検討を考慮して、以下3点が勧められる。 

 ガス抜き施設は設置しない。 

 浸出水排水・循環設備は不要である。 

 浸出水処理施設は不要である。 

 
b.4.2 進入路脇ディスチャージ廃棄物の安全閉鎖 

窪地への廃棄物ディスチャージが満杯となる場合や、進入路に不具合がある場合がある

ためか、進入路脇に廃棄物が一盛、一盛と進入路の出口方向に向かって並べられる形でデ

ィスチャージされ、道路沿い長手方向にディスチャージされた状態となっていることが本

プロジェクト期間を通して観察された。 

新規処分場の運用が間近となり、広域（inter-communal）利用の仕組みが整いつつある状

況となってから、この既存処分場閉鎖を実施に移すことになるが、その時にこの進入路脇

に一盛、一盛とディスチャージされた廃棄物の量や性状、広がりの範囲がどのようになっ

ているか想定することは難しい。よって、この進入路脇廃棄物の安全閉鎖の作業内容や具

体的な作業量を絞り込むことは難しい。ただ基本的には、この進入路脇廃棄物を奥の窪地

に移設し、閉鎖箇所を一箇所とすることが望ましい。 

但し、進入路脇廃棄物の量がおびただしく奥の窪地へ移設するには相当な作業量となっ

てしまい、且つ閉鎖工事に投入できる資源に大きな制限がある場合は、閉鎖箇所を二箇所

として、独立したもう一箇所の進入路脇閉鎖工事を行うことも考えられる。 

独立したもう一箇所の進入路脇閉鎖工事を行う場合には、以下内容の閉鎖作業を提案す

る。 

 進入路脇に一盛、一盛とディスチャージされた廃棄物を進入路よりも斜面側の過去

の洪水水位よりも高いと想定される位置に集積する。 

 一箇所に集積した廃棄物は勾配が概ねV:H=1:2よりもフラットな円錐形に整形し大

きな不陸がないように転圧する。 

 転圧整形された円錐形の平均高さもさほど高くはならないと想定されることから、

上述の閉鎖仕様の検討も加味して、最終覆土は30cmを少々超える程度の厚みとする。 

 但し、最終覆土層は十分に締め固められた状態となるよう、覆土材の最適含水比と

なるよう水分調整を行いつつ転圧締め固めるものとする。 

 また、可能であれば、石灰を適量添加して最終覆土層の固化を図る。 

 転圧、整形、最終覆土した円錐形の閉鎖エリアは、降雨流水に侵食されないよう、

表流水をインターセプトする排水ditchを丘陵側に備える必要がある。 

 更に、2014年11月の洪水を上回る洪水水位にも対処するために、係る閉鎖工事の後

もコンクリート殻や掘削土などの建設廃棄物の搬入がある場合は、この閉鎖エリア
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にディスチャージし定期的に敷均し転圧して閉鎖エリア上面の洗掘から守る対策が

勧められる。 

また、上述の閉鎖仕様の検討を考慮して、以下3点が勧められる。 

 ガス抜き施設は設置しない。 

 浸出水排水・循環設備は不要である。 

 浸出水処理施設は不要である。 
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c. レガダ既存処分場の改善・安全閉鎖 

c.1. 既存処分場の現状 

下図はレガダの既存処分場を枯れ川(wadi)対岸より俯瞰したものである（2015年10月）。 

 

レガダの既存処分場は河川の右岸上面から河川斜面を降りる進入路があり、進入路先の

河岸段丘一段目の平場にディスチャージすることを基本としている。 

 

 

右岸上面から河川斜面を降りる進入路（写真左側）と進入路先の河岸段丘一段目の平場。

（2013年9月撮影） 
 

段丘一段目の平場への廃棄物ディスチャージが満杯となる場合や、進入路に不具合（例：

降雨時など進入路を登って脱出できない事態）などがある場合、河岸段丘二段目上面の進

入路脇に廃棄物が一盛、一盛とディスチャージされた状態となっている。これはこの既存

処分場には搬入廃棄物を敷均し・転圧する機材が常備されていないためである。 
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右岸上面から河川斜面を降りる進入路とその

先のディスチャージ場所（2014年9月） 

右岸上面上の進入路 
 
2014年11月洪水水位の想定（処分場側から対岸右岸側を撮影） 

 

 

←2014年11月洪水前の対岸 
↑2014年11月洪水後の対岸同地（想定水位以下

の植生が流出。） 想定される2014年11月の洪水時水位

 
 
c.2. 改善計画 

近い将来にInter-communalの新規処分場の建設・運用が行われる予定であり、運用開始後

にはコミューンの全ての廃棄物を新規処分場に搬入する計画である。このため、相当の投

資コストをあてがって既存処分場を抜本的に改良、改善した上で供用を続けることは難し

いと考えられる。Inter-communalの新規処分場の建設・運用を待機するまでの期間は、現状

の処分作業を基礎的な側面から改善実施することが望まれる。具体的には、以下の2点であ

る。 

 日常のディスチャージ場所のコントロール、管理 

 定期的な敷均し転圧作業と簡易覆土 

 
c.3. 日常のディスチャージ場所のコントロール、管理 

既存処分場が隣接するこの河川は、ティズニット県で大雨洪水があった場合は、大幅な

水位上昇があるため、ディスチャージ場所によっては上昇水位により廃棄物全てが洗い流

され河川及び海洋環境の汚染となる。 

よって、経験的に過去の大雨洪水にも洗い流されていないレベルよりも高い位置にディ

スチャージしておくことが重要である。進入路奥の河岸段丘一段目の平場は2014年11月の

大雨洪水時に廃棄物流出の被害が相当あったことからディスチャージ場所としては不適切

であると判断される。 
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↑洪水前（2014年9月撮影） 
 
→洪水後約6カ月が経過（2015年5月撮影） 
 
何れの写真も河床から河岸段丘一段目のディ

スチャージ平場を見上げて撮影。 
 

↑洪水直後（2015年1月撮影） 

 

一方、段丘一段目の平場が満杯となる場合や進入路に不具合が出る場合、河岸段丘二段

目上面の進入路脇に一盛、一盛とディスチャージした廃棄物は景観的に負のインパクトが

あるものの洪水で流出するリスクは低いため河川海洋汚染のリスクは殆ど無い。 

 

河岸段丘二段目上面の進入路脇にディス

チャージされた廃棄物（2015年1月） 
洪水により廃棄物が流失した後の河岸段

丘斜面（2015年1月） 
 

よって、環境汚染防止の観点から今後は段丘一段目の平場には搬入ディスチャージしな

いこととすべきである。日常収集している家庭系廃棄物のディスチャージは河岸段丘二段

目上面の１つのエリアとし、一盛、一盛とディスチャージする廃棄物も出来る限り近接す

るように心がける必要がある。出来る限り近接させてディスチャージすることで、その後

のブルドーザなどによる敷均し転圧作業が効率的に行えるメリットがある。 

また、コンクリート殻や掘削土などの建設廃棄物の搬入がある場合は、家庭系廃棄物の

ディスチャージ・エリアの隣に、これら建設廃棄物のみを近接させてディスチャージ、仮

置きするエリアを設定しておくことが重要である。これは家庭系廃棄物の敷均し転圧作業

後の簡易覆土に、或は安全閉鎖の最終覆土に、建設廃棄物を活用するためである。 

いずれにせよ、既存処分場改善の第一歩は収集車両クルーに、改善計画の内容を丁寧に

説明し、適切なディスチャージ場所とディスチャージ方法を周知し実行してもらうことで

ある 
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c.4. 提案する安全閉鎖の仕様 

本コミューン既存処分場の安全閉鎖に関し、以下を提案する。 

 
c.4.1 河岸段丘一段目の平場の閉鎖 

上記セクションの「日常のディスチャージ場所のコントロール、管理」で述べたように、

閉鎖前段階の改善活動として、河岸段丘一段目の平場にはディスチャージしないことを提

言した。閉鎖工事の第一段階としては、河岸段丘一段目の平場の閉鎖が上げられる。 

 

河岸段丘一段目の平場の閉鎖に関しては、平場上に残存する廃棄物は、分解や焼け焦げ

が進んでいる廃棄物も比較的新しい分解進行中の廃棄物も全て段丘二段目に持ち出すこと

が勧められる。 

それは段丘一段目の平場の或る地点に残存廃棄物を集積して敷均し転圧、勾配形成、相

当の層厚の最終覆土を施工したとしても、石灰添付固化やコンクリート廃材等の上面防護

を施したとしても、洪水水位が上昇すれば全て流失してしまう可能性が高いためである。 

河岸段丘一段目の平場の閉鎖は残存廃棄物を全て段丘二段目に持ち出すことである。 

 
c.4.2 河岸段丘二段目の安全閉鎖 

新規処分場の運用が間近となり、広域(inter-communal)利用の仕組みが整いつつある状況

となってから、この既存処分場の閉鎖を実施に移すことになるが、その時にこの河岸段丘

二段目にディスチャージ、敷均し転圧された廃棄物の量や性状、広がりの範囲がどのよう

になっているか現時点で想定することは難しい。 

よって、この段丘二段目に集積された廃棄物の安全閉鎖の作業内容や具体的な作業量を

絞り込むことは難しい。基本的には、一段目の平場から持ち出す残存廃棄物と二段目集積

済み廃棄物を一箇所に集積して、閉鎖箇所を一箇所とすることが望ましい。但し、閉鎖時

点で段丘二段目にディスチャージ、敷均し転圧された廃棄物が広範囲に広がっていた場合

には、二箇所あるいは三箇所に集積して閉鎖箇所を複数箇所とすることも、全体作業量と

閉鎖後の環境汚染潜在性の比較から検討する必要がある。 

以下内容の閉鎖作業を提案する。 

 一箇所に集積した廃棄物は勾配が概ねV:H=1:2よりもフラットな円錐形に整形し大

きな不陸がないように転圧する。 

 転圧整形された円錐形の平均高さもさほど高くはならないと想定されることから、

上述の閉鎖仕様の検討も加味して、最終覆土は30cmを少々超える程度の厚みとする。 

 但し、最終覆土層は十分に締め固められた状態となるよう、覆土材の最適含水比と

なるよう水分調整を行いつつ転圧締め固めるものとする。 

 また、可能であれば、石灰を適量添加して最終覆土層の固化を図る。 

 転圧、整形、最終覆土した円錐形の閉鎖エリアは、降雨流水に侵食されないよう、

表流水をインターセプトする排水ditchを備える必要がある。 

 更に、係る閉鎖工事の後もコンクリート殻や掘削土などの建設廃棄物の搬入がある

場合は、この閉鎖エリアにディスチャージし定期的に敷均し転圧して閉鎖エリア上

面の洗掘から守る対策が勧められる。 

また、上述の閉鎖仕様の検討を考慮して、以下3点が勧められる。 

 ガス抜き施設は設置しない。 
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 浸出水排水・循環設備は不要である。 

 浸出水処理施設は不要である。 

d. アルバ・サヘル既存処分場の改善・安全閉鎖 

d.1. 既存処分場の現状 

アルバ･サヘルの既存処分場は谷地に立地している。下図は谷の上流側から既存処分場を

俯瞰したものである（2015年10月）。 

谷下に崖を落ちた所にある主要河

川(wadi) 
 
既存処分場エリア 
 
谷筋 
 

 

既存処分場は谷の右岸側から斜面を降りる進入路があり、進入路先の谷右岸から谷の中

心に亘るエリアにディスチャージしている。 

右岸上側からの進入路 

 

谷右岸側から斜面を降りてディスチャージしたごみは点火して燃やすことでハエや悪臭

のコントロール、また減量化を図っているものと観察される。 

また、ディスチャージしたごみの広がりが大きくなると定期的に建設機械などで谷奥方

向に押込み敷均しをしていると伺われる。 

 

 



モロッコ国 ティズニット市及び周辺コミューン  JICA 
における廃棄物管理能力向上プロジェクト 株式会社 エックス都市研究所 

 

5-66 
 

燃え燻る廃棄物(2013年9月) ディスチャージごみが谷奥方向に押込み敷均

された後の右岸(2015年10月) 
 

2014年11月洪水後に流失した大量のごみ（谷

底より見上げる。2015年1月撮影） 
同左（谷上流側から撮影。2015年1月） 

 
d.2. 改善計画 

アルバ･サヘル既存処分場の改善計画を検討する上で最大の問題点は、既存処分場が狭い

谷地にあると言う立地の悪さである。日々の搬入廃棄物はこの狭い谷にディスチャージさ

れている。 

もし、この谷地が狭い谷ではなく緩やかな谷で、進入路のある右岸側に緩やかな斜面や

緩やかな尾根地があるならば、ディスチャージ場所を緩やかな斜面や尾根地に移設して、

表流水をインターセプトするditchや石積み壁を備えて敷均し転圧エリアが降雨流水にも洗

い流されないような改善工事を行うことも可能となるが、現処分地においてはその選択肢

は無い。 

よって、環境汚染防止の観点から今後出来るだけ早い時期に、谷地の既存処分場には搬

入ディスチャージしないこととすべきである。言い換えれば、既存処分場の谷地とは別に、

新たに仮設処分場を立地すべき場所を出来るだけ早い時期に特定し、建設・運用を具体化

する必要がある。 

d.2.1 参考事例 

下図は、人口規模もアルバ･サヘルと同程度に少ないルーラル・コミューンのアルバ･ラ

スムカの既存処分場である。人口規模も少ないため収集廃棄物量も少ない。この既存処分

場の特筆すべき点は、降雨流水による処分場被害を防止する対策が事前から施されている

点である。 

アルバ･ラスムカ既存処分場。河道(wadi)近くに位置するも、流失防止のために石積みを施して

いる。 
 

アルバ･ラスムカの工夫を参考としつつ、既存処分場の谷筋ではない別途地点、可能な限

り緩やかな斜面や緩やかな尾根地に仮設処分場を設置することが勧められる。また、この
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仮設処分場の敷均し転圧エリアが降雨流水にも洗い流されないよう、表流水をインターセ

プトするditchあるいは石積み壁などを備えることが望ましい。 

基礎的な改善作業 

仮設処分場を建設運用し始めてからInter-communalの新規処分場にコミューンの全ての廃

棄物を搬入し始めるまでの期間、仮設処分場では基礎的な改善作業を維持することが望ま

れる。具体的には、以下の3点である。 

 降雨流水にも洗い流されないディスチャージ場所の建設と維持 

 日常のディスチャージ場所のコントロール、管理 

 定期的な敷均し転圧作業と簡易覆土 

d.2.2 降雨流水に洗い流されないディスチャージ場所の建設と維持 

仮設処分場は、ディスチャージ廃棄物が降雨流水に洗い流され辛い緩やかな斜面や緩や

かな尾根地に設置するか、十分に緩やかではないエリアであっても廃棄物が降雨流水に洗

い流されないよう上流側で表流水をインターセプトする水路や石積み壁を備える等の工夫

が望ましい。 

d.3. 仮設処分場のディスチャージ・コントロール、管理 

仮設処分エリアでは、一盛、一盛とディスチャージする廃棄物も出来る限り近接するよ

うに心がける必要がある。出来る限り近接させてディスチャージすることで、その後のブ

ルドーザなどによる敷均し転圧作業が効率的に行えるメリットがある。 

 
d.4. 提案する安全閉鎖の仕様 

本コミューン既存処分場の安全閉鎖に関し、以下を提案する。 

上述のとおり、閉鎖前段階の改善活動として、既存処分場の谷にはディスチャージしな

いことを提言した。閉鎖工事の第一段階としては既存処分場谷地の閉鎖が上げられ、第二

段階としては仮設処分場の閉鎖が上げられる。 

 
d.4.1 既存処分場谷地の閉鎖 

谷地既存処分場の閉鎖に関しては、残存する廃棄物は、分解や焼け焦げが進んでいる廃

棄物も比較的新しい分解進行中の廃棄物も取り切れるものは全て持ち出すことが勧められ

る。 

それは、谷の右岸側あるいは左岸側の或る地点に残存廃棄物を集積して敷均し転圧、勾

配形成、相当の層厚の最終覆土を施工したとしても、石灰添付固化やコンクリート廃材等

の上面防護を施したとしても、大雨により谷に流水が発生すればその殆どが流失してしま

う可能性が高いためである。 

既存処分場(i.e.谷地ディスチャージ)の閉鎖は取り切れる残存廃棄物を全て持ち出すこと

である。 

また、取り切れない埋設廃棄物が岩石・土砂と混じり合って埋まっていることが想定さ

れるため、今後の大雨降雨時の谷水の流水にこれらが洗掘押し流されることを低減させる

策を施すことが望まれる。 

具体的には、以下である。 

 取り切れない埋設廃棄物エリアのやや上流側の谷ライン中心から左岸方向に素掘り

ditchを掘削し、出来る範囲で谷の流水を左岸側に迂回させることである。従前の廃

棄物は右岸側からディスチャージされたため、岩石・土砂と混じり合って埋まって
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いる廃棄物は右岸側に多く左岸側に少ないと想定されるため、迂回ditchを左岸側に

掘削する。 

 また、コンクリート殻や掘削土などの建設廃棄物の搬入がある場合は、迂回ditchの
右岸側となる従前のごみディスチャージ・エリアにこれらコンクリート殻等を敷設

転圧して、エリアの地盤を少しでも上げて雨水流水が迂回ditch内に保たれるように

して、エリアの洗掘を低減させる。 

d.4.2 仮設処分場の安全閉鎖 

新規処分場の運用が間近となり、広域(inter-communal)利用の仕組みが整いつつある状況

となってから、この仮設処分場の閉鎖を実施に移すことになる。アルバ・サヘルは人口規

模も小さく発生廃棄物量も少ないことから仮設処分場の閉鎖工事はさほど大規模とはなら

ないと想定される。 

よって、基本的には、既存処分場谷地から持ち出す残存廃棄物と仮設処分場の集積済み

廃棄物を一箇所に集積して、閉鎖箇所を一箇所とすることが望ましい。但し、閉鎖時点で

既存処分場谷地から持ち出す残存廃棄物が相当量となった場合は、仮設処分場の閉鎖一箇

所と谷地持ち出し廃棄物の閉鎖一箇所の計二箇所とすることも、全体作業量の規模、仮設

処分場エリアの地形、閉鎖後の環境汚染潜在性を考慮して、検討する必要がある。 

以下内容の閉鎖作業を提案する。 

 一箇所に集積した廃棄物は勾配が概ねV:H=1:2よりもフラットな円錐形に整形し大

きな不陸がないように転圧する。 

 転圧整形された円錐形の平均高さもさほど高くはならないと想定されることから、

上述の閉鎖仕様の検討も加味して、最終覆土は30cmを少々超える程度の厚みとする。 

 但し、最終覆土層は十分に締め固められた状態となるよう、覆土材の最適含水比と

なるよう水分調整を行いつつ転圧締め固めるものとする。 

 また、可能であれば、石灰を適量添加して最終覆土層の固化を図る。 

 転圧、整形、最終覆土した円錐形の閉鎖エリアは、降雨流水に侵食されないよう、

表流水をインターセプトする排水ditchを備える必要がある。 

 更に、係る閉鎖工事の後もコンクリート殻や掘削土などの建設廃棄物の搬入がある

場合は、この閉鎖エリアにディスチャージし定期的に敷均し転圧して閉鎖エリア上

面の洗掘から守る対策が勧められる。 

また、上述の閉鎖仕様の検討を考慮して、以下3点が勧められる。 

 ガス抜き施設は設置しない。 

 浸出水排水・循環設備は不要である。 

 浸出水処理施設は不要である。 
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5.5 住民意識啓発活動の結果と普及計画の作成 

 各種啓発活動教材の作成 

プロジェクト期間を通じて、意識啓発のために以下の教材や資料を作成・活用した（各

教材の詳細については技術協力成果品を参照）。 

表 5-20：作成した各種啓発活動教材の一覧 

啓発教材 啓発内容 
配布対象、 
設置場所など 

配布・ 
設置数 

1. 冊子（漫画） 
 3R の重要性 
 正しい排出マナー 

ティズニット市及び周辺コミューンの

生徒及び一般市民に配布 
11,000 部

2. 看板  正しい排出マナー 
ティズニット市内のブラックスポット

に設置 
46 個 

3. マグネット  正しい排出マナー 
ティズニット市内の生徒及び一般市民

に配布 
3,000 個

4. フライヤー 
 ブラックスポット撲滅パ

イロット事業の周知 
 正しい排出マナー 

ティズニット市の旧市街の市民に配布 300 枚 

5. コンテナ用 
6. ステッカー 

 正しい排出マナー 
ごみが溢れているコンテナ、市民の目

につきやすいコンテナに貼り付け 
15 枚 

7. ビデオ 
 3R の重要性 
 正しい排出マナー 

ティズニット市及び周辺コミューンに

おける学校、イベントなどで上映 
1 本 
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 住民意識啓発活動の結果と教訓 

a. 一般住民に対する意識啓発の結果（パイロット地区におけるブラックスポット

の減少数） 

一般市民に対して意識啓発を実施した結果、パイロットプロジェクト地区内のブラック

スポット（以下地図の赤丸内の緑の点）の数を10から5まで50%減少させることに成功した。

各ブラックスポットの状況は表 5-21に示す。 

 

注：緑の点がブラックスポットの場所、赤丸内がパイロット地区 

図 5-24：ティズニット市内の主要ブラックスポット 
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表 5-21：パイロット地区内のブラックスポットと改善状況 

 
N
o 

収集

地域

番号 

場所の

特色 
パイロットプロジェクト 

実施前の状況 

その場所に特化

して講じられた

対策 

パイロットプロジェクト 
実施後の状況 

ブラックス

ポットは改

善したか* 

1 S7 
学校と

墓地の

間 

 看板の設置（た

だし後に盗難

に遭う） 
 壁の塗り替え

昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

× 
現在でも１

日中ごみが

捨てられて

いる 

2 S7 

主要道

路沿い

の商店

街前 

 看板の設置（商

店による自主

的な取組み。し

かし後に撤去

あるいは盗難

によってなく

なる） 

昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

○ 
現在でもご

みは捨てら

れているが、

量が減少し

た。 

3 S8 
住宅地

の広場

 看板の設置 昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

○ 
１日中ごみ

が捨てられ

ないように

なった。 
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N
o 

収集

地域

番号 

場所の

特色 
パイロットプロジェクト 

実施前の状況 

その場所に特化

して講じられた

対策 

パイロットプロジェクト 
実施後の状況 

ブラックス

ポットは改

善したか* 

4 S8 

商店街

前の道

路に囲

まれた

三角州

 なし 昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00)

 

× 
商店が常時

ごみを捨て

る。 

5 S8 

主要道

路沿い

の商店

街前 

 なし 昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

× 
商店が常時

ごみを捨て

る。 

6 S8 病院前

 コンテナの設

置 
昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

× 
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N
o 

収集

地域

番号 

場所の

特色 
パイロットプロジェクト 

実施前の状況 

その場所に特化

して講じられた

対策 

パイロットプロジェクト 
実施後の状況 

ブラックス

ポットは改

善したか* 

7 S8 

旧市街

の壁沿

い、街の

中心付

近 

 柵の設置 
 看板の設置 

昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

○ 
柵と看板の

おかげで、ご

み量が大幅

に減少した。 

8 S8 

旧市街

の壁沿

い、街の

中心付

近 

 壁の塗り替え

 柵の設置 
 看板の設置 

昼間 (14:00-17:00) 夜間 (19:00-21:00) 

○ 
柵と看板の

おかげで、ご

み量が大幅

に減少した。 

9 S8 

旧市街

の壁の

外の枯

れ川内

（Wadi）

 看板の設置 
 市の職員によ

る清掃 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 
看板と清掃

キャンペー

ンのおかげ

でごみ量が

減少した。 
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N
o 

収集

地域

番号 

場所の

特色 
パイロットプロジェクト 

実施前の状況 

その場所に特化

して講じられた

対策 

パイロットプロジェクト 
実施後の状況 

ブラックス

ポットは改

善したか* 

10 S7 
公園の

隣 

 なし 

× 

    
  改善されたブラックスポットの数 10箇所のう

ち5箇所 

*○：改善が見られた、×：改善が見られなかった 
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b. 学校における意識啓発及び集団回収の結果 

学校における意識啓発及び集団回収の結果については5.1.2に記載のとおりである。 

c. 住民意識啓発についての教訓 

パイロット事業における住民意識啓発により、ブラックスポット数を減らし、 終処分

される廃棄物量を削減することに成功した。この経験から得られた教訓は以下のとおりで

ある。 

c.1. アソシエーションの力を活用する 

アソシエーションが活発な地区では投棄されるごみ量が減少した一方（表 5-21のブラッ

クスポットNo. 3）、そうでない地区では不法投棄されるごみ量があまり減らないという現

象が見られた（表 5-21のブラックスポットNo. 1）。アソシエーションの代表は各地区のリ

ーダー的住民であり、住民の行動を変容させるためには彼らによるきめ細やかな啓発が不

可欠である。そのため、行政が意識啓発を行う際はアソシエーションの力を十分に活用し、

更には行政が彼らの能力強化を行うことが有効である。 

 

写真 5-22：啓発に協力するアソシエーションのリーダー 

c.2. 既存の啓発活動を活用し、啓発を定例化する 

各コミューンは従来から世界環境デー（6月5日）や羊犠牲祭（ヒジュラ暦12月10～13日）

等のイベント時に啓発を行っており（写真 5-23、写真 5-24）、パイロット事業ではそれら

の活動を補完する形で意識啓発を行ったことが効果的であったと考えられる。新しい行動

様式が市民の中に根付くまでは啓発を根気強く続けることが重要である一方、コミューン

が啓発のために投入できる人材や資源は限られている。そのため、今後もこうした既存の

啓発活動を活用し、かつ定例化して継続させることが重要である。 

 

写真 5-23：世界環境デーのティズニット市

内小学校における植林イベント 
写真 5-24：羊犠牲祭の際にティズニット市

が市民に配布した啓発パンフレット 
 

c.3. 住民との対話を重視する 

住民対話型の啓発ワークショップを開催すると、住民から廃棄物管理に対する不満を含

めて多くの意見が上がり、活発な議論が起こった。意識啓発というと一方的なメッセージ

伝達になりがちであるが、コミューンやアソシエーションが住民の不満に耳を傾け、それ
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に応えようとすることによって住民も啓発内容に関心を持つ。そのため、今後の意識啓発

活動においても住民との対話を重視することが重要である。 

 

写真 5-25：住民対話型の啓発ワークショップ 

 
c.4. 各コミューン、地域の特性を考慮する 

ティズニット市内での活動を水平展開する形で周辺コミューンにおいても啓発を行った

が、各コミューンの特性を十分考慮しなかったため、周辺コミューンから住民の共感が得

づらいというコメントがあった。ティズニット市内でさえ場所によってその特性は異なる

が、コミューン間では更に特性の違いが大きい。例えばアグルーは観光地の海岸部を抱え

ていることから既に市民の環境意識が高く、廃棄物収集にはコンパクター等を利用してい

て収集率が高い。一方、アルバ・サヘルでは山間部が多く、収集はアソシエーションがロ

バを利用して行っており収集率が低い。そのため、今後啓発を行う際は各地域の特性に合

わせて活動する必要がある。 

c.5. 理論的な啓発に加えて実際の活動（資源回収、町内大掃除）を行う 

パイロット事業では理論を伝えるだけでなく資源回収や大掃除といった実際の活動も行

ったため、関係者は分別の難しさや掃除の大変さを体感できたことに加え、ごみの減量化

や町の清掃といった実際の効果も上げることができた。今後もアソシエーションや住民を

巻き込み実際に資源回収や大掃除を行うことが、啓発内容に対する関係者の理解を深める

ことにも、３Rや町の清浄化を推進するためにも有効である。 
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 ティズニット県住民意識啓発活動普及計画の作成 

a. ティズニット県廃棄物管理マスタープランにおける意識啓発計画 

ティズニット県廃棄物管理マスタープランにおいて規定されている意識啓発（コミュニ

ケーション）にかかる計画は以下のとおりである。本プロジェクトでは以下計画と4.7.3 に
掲げたアクション・プランに基づいて、プロジェクトを通じて意識啓発を行った。 

表 5-22：マスタープランにおけるコミュニケーションにかかる活動計画 

Step Principal axe 
Target 

population 
Tools 

Year 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

Awareness 
raising 

- Service provided by 
communes 

- Hours and frequency 
of vehicles  

- Major public 
schools 

- Associations

 
 

Mailing 
Posters 

Brochures

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112
 

All year round 
2 times/year 
3 times/year 

 
 

Awareness 
raising 

- Human, material, and 
environmental 
damages from wastes

- General 
public 

 
Awareness 
raising days

Seminars 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112
 

2 times/year 
2 times/year 

 

Awareness 
raising on 
new 
treatment 
and transfer 
sites 

- Definition of provincial 
transfer center and 
treatment center 

- Chosen sites 
- Chosen type of 

treatment  

- General 
public 

 
Seminars 

 
 

Before installation 
of the sites 

 

Informing of 
waste 
sorting  (for 
recycling 
and 
individual 
composting) 

- Definition of 
household wastes 

- Recyclables parts 
within those wastes 

- The time of 
degradation of each 
type of wastes 

- Special household 
wastes and 
dangerous wastes 

- Selection of 
pilot douar 
(village) 

Awareness 
raising days

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112
 
 
 

3 times/year 
 

 
b. 住民意識啓発活動の基本方針 

住民意識啓発の基本方針は、住民啓発のためのアクションプラン（4.8.3参照）に、意識

啓発にかかるパイロット事業からの教訓（5.5.2参照）を反映させた。これらの基本方針の

策定にあたっては、ティズニット市及び周辺コミューンのCP、教育省県事務所の意見を聞

いて取りまとめた。 
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表 5-23：ティズニット県住民意識啓発活動の基本方針 

方針 1 アソシエーションの力を活用する 
方針 2 既存の啓発活動を活用し、啓発を定例化する 
方針 3 住民との対話を重視する 
方針 4 各コミューン、地域の特性を考慮する 
方針 5 理論的な啓発に加えて実際の活動（資源回収、町内大掃除）を行う 
方針 6 メッセージが伝わりやすいよう視聴覚に訴える教材を活用する 

この基本方針の下、まずティズニット市での経験を周辺モデルコミューン（アグルー、

レガダ、アルバ・サヘル）に普及し、更にそれらで得られた経験をその他の県内コミュー

ンに水平展開をする（図 5-25）。なお、その際には方針4にあるとおり各コミューンの特性

を十分に考慮する必要がある。 

 

図 5-25：住民意識啓発活動の県内普及の概念図 

c. 住民意識啓発活動の実施工程 

以上を踏まえ、住民意識啓発活動の実施工程は表 5-24に示す通りとする。一般住民に対

する啓発活動は既存の取組みを活かしながら年中通して実施し、学校における啓発活動は

主に世界環境デー（6月5日）を中心に行う。 

更に、今後整備される予定の新規処分場についても住民への周知・啓発が必要である。

具体的には、処分場の詳細や、今後求められる排出マナーなどについて住民に周知する必

要がある。そのため、ティズニット市と新規処分場運営会社との間で契約が締結され施設

の詳細が固まり次第、ティズニット市及び周辺コミューンに対する啓発を開始する。 

なお、マスタープランでは中継基地についての住民説明も啓発計画に含めている。しか

し現時点では中継基地建設についての詳細が未定であることから、現時点では中継基地に

かかる啓発活動の計画は確定させられない。 

d. 住民意識啓発活動の実施主体 

表 5-24に示したとおり、一般住民に対する啓発については各コミューン及びアソシエー

ションが、学校における啓発については各コミューン及び教育省県事務所が協力して実施

する。新規処分場にかかる啓発については、コミューン及び県が協力して実施する必要が

ある。 

その他コミューン

モデルコミューン

ティズニット市 ティズニット市

アグルー

コミューン
A

コミューン
B

レガダ

コミューン
C

コミューン
D

アルバサヘル

コミューン
E

コミューン
F
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表 5-24：ティズニット県における住民意識啓発活動普及計画 

Awareness-raising Dissemination Plan in Tiznit Province

1. Implement activities in collaboration with associations
2. Utilize existing activities and make awareness-raising periodic
3. Have direct contact with the population
4. Take into account the diferent situations in each commune or area within a commune
5.  In addition to theory, also implement actual work such as cleaning of neighborhoods and collection of recyclable materials for bigger impact.
6. Utilize vidual materials including audiovisuals so that the message becomes clear to everyone

Schedule of CEV project
(tentative)

Objective Activity Place
Target

population
Tools

Respnsible
organization

Timing 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1. Inform citizens about waste discharge rules and promote 3R

1

Educate citizens about (1)
rules of waste discharge, (2)
environmental and health
damages that wastes can
bring, (3) importance of 3R

Workshop &
cleaning
campaign

All communes
General
public

- Video
- Collection
equipments
and vehicles
- Presentation
and flyers (as
necessary)

Each
commune
and
associations

All-year round
(annual plan on which
districts will be
cleaned when  should
be made with
associations and
commune council)

2

Educate children about (1)
rules of waste discharge, (2)
environmental and health
damages that wastes can
bring, (3) importance of 3R

Workshop &
collection of
recyclable
materials*

All communes
Students in
primary
schools

- Comic book
- Video
- Container for
recyclable
materials

Each
commune
and Dept of
Education of
Province

1 time per year
around Environment
Day (June 5th)

2. Inform citizens about the new CEV

1
Tiznit and
Aglou
Commune

2

Neighboring
communes
that have
agreed to bring
wastes to new
CEV

3
Communes
other than
above

3. Inform citizens about the new transfer stations

1 Activities are to be planned upon decision on creation of new transfer stations

* For rural communes, collecting of recyclable materials may be omitted from this activity based on feasibility to sell these items

Inform citizens about the
installation of new CEV and
how waste management will
change

Workshop
Presentations,
flyers (as
necessary)

General
public

Each
commune
and
Province

At least 1 time in
each Commune,
after signing the
contract with
delegated company
and before operation
of the facilities.

2015 2016 2017 2018 2019 2020

Operation
Land acquisition
& negotiation
with contractor

Construction
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Plan de dissémination des activités de sensibilisation dans la Province de Tiznit
1. Mettre en œuvre des activités en collaboration avec les associations

  2. Utiliser les activités existantes et faire les activités de sensibilisation périodiques
3. Avoir un dialogue direct avec la population
4. Prendre en compte les différentes situations dans chaque commune ou zone dans une commune
5. En plus de la théorie, mettre également en œuvre le travail réel, comme le nettoyage des quartiers et la collecte des matières recyclables pour plus d'impact.
6. Utiliser des matériaux visuels, y compris audiovisuel afin que chacun puisse comprendre le message.

Plan d'Action sur la sensibilisation dans la province de Tiznit (basée sur les leçons tirées des projets pilotes)

Calendrier du projet du
CEV

(provisoire)

Objectif Activité Lieu
Population

cible
Outils

Institution
responsable

Timing 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1. Informer les citoyens sur les règles de décharge de déchets et promouvoir les 3R

1

Éduquer les citoyens sur (1)
les règles d'évacuation des dé
chets, (2) les dommages
environnementaux et de santé
que les déchets peuvent
causer, (3) l'importance des
3R

Atelier &
campagne de
nettoyage

Toutes les
communes

Grand
public

- Vidéo
- Éuipements
de collecte et
de véhicules -
Présentation
des flyers (si n
écessaire)

Chaque
commune
et
association

Toute l'année (le plan
annuel des districts
qui seront nettoyés
doit être élaboré
avec les
associations et le
conseil de la
commune)

2

Apprendre aux enfants (1) des
règles d'évacuation des dé
chets, (2) les dommages
environnementaux et de santé
que les déchets peuvent
causer, (3) l'importance des
3R

Atelier &
collecte des
matières
recyclables *

Toutes les
communes

Elèves des
écoles
primaires

- Bande dessin
 ée

 - Vidéo
- Conteneur
pour les matiè
res recyclables

Chaque
commune et
la délégation
de l'Éducation
de la province

1 fois par an autour
de la Journée de
l'Environnement (le 5
juin)

2. Informer les citoyens du nouveau Centre d'Elimination et Valorisation de dechets

1
Communes de
Tiznit et
d'Aglou

2

Communes
avoisinantes
qui ont accept
é d'apporter
les déchets au
nouveau CEV

3
Communes
autres que cité
es ci-dessus

3. Informer les citoyens sur les nouvelles stations de transfert

1 Les activités sont à prévoir sur décision de la création de nouvelles stations de transfert

* Pour les communes rurales, la collecte des matières recyclables peut être omise de cette activité sur la base de la faisabilité de la vente de ces articles

Informer les citoyens de
l'installation du nouveau CEV
et comment la gestion des dé
chets va changer.

Atelier
Présentations,
flyers (au
besoin)

Grand
public

Chaque
commune et
la
Province

Au moins 1 fois dans
chaque commune,
après la signature du
contrat avec la sociét
é déléguée et avant
l'exploitation des
installations.

2015 2016 2017 2018 2019 2020

Exploitation

Acquisition du
terrain et né
gociation avec
l'entreprise

Construction
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5.6 ティズニット県廃棄物管理マスタープラン実施指針 

 ティズニット県廃棄物管理マスタープランの概要4 

 ティズニット県廃棄物管理マスタープラン（以下M/P)は国家廃棄物管理計画（PNDM)を
受けて策定されたもので、廃棄物管理改善のためには人材、管理ツール、計画/モニタリン

グ、財務面及びその他事項についてコミューンの能力強化が必要であるとしている。 

特に、現在不適切とされている街路清掃、収集及び 終処分に関してマスタープランの実

施が重要であり、現在の状況から、市民の健康及び環境の保全という二つの目標を達成す

るためのマスタープランの概要は以下のとおりであるとしている。 

- 統合的で持続可能な廃棄物管理へのアプローチ 

- 都市コミューン（ティズニット、タフラウト）と村落コミューン（アンジ、ティグミ、

ティズグラヌ、アルバ・アイ・アフメッド、ブナマネ）における収集と街路清掃の改

善と 適化による効率の向上によって収集率100%を目指す。 

- 比較的ごみ量が多いアグルー、レガダ、アルバ・サヘルにて収集と街路清掃を確立し、

収集率100%を目指す。 

- 廃棄物発生量の少ない村落コミューンでは財務面での負担を考慮して資源物の収集率

を20%とし、遠隔地及びDouarsでは戸別のコンポストによって40%の資源化率を目指

す。 

- コミューンの境界を越えたサービスの改善: 3つのコミューングループを前提とした統

合型広域連携（中継基地、リサイクリング、資源回収、 終処分、etc.)による持続可能

な資源回収及び 終処分の展開。 

- ティズニット及びタフラウトの既存 終処分場及びアルバ・ラスムカ、アルバ･サヘル、

ブナマネ, アンジ、ティグミのダンプサイトのリハビリテーション。 

- ティズニット市の資源回収施設及び 終処分場の整備のための計画策定。 

- アンジ及びアイ・ウアフカの中継基地の整備のための計画策定。 

- PNDMに沿って2020年迄に収集率及び街路清掃率の100%化を目指す。 

- 2020年までにリサイクル可能物の11%を価値化し、エネルギー化または資源化率を

40%、埋立処分率を40%とすることを目指す。 

- 組織の能力強化 

 県レベルの組織と構造の再編 

 監督職員の養成 

 管理ツールの確立 

- 地方税制システムの見直し 

  

                                                      
4 出典: Etude du plan directeur provincial de gestion des déchets ménagers et assimilés de la province de 
Tiznit 
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 重点項目 

ティズニット県廃棄物管理マスタープランに示されている重要事項を下表に示す。 

重点事項 概要 
コミューン間の協力の促進 コミューン間の相互連携による経済面でのスケールメリットの促進 
コミューンの能力向上 廃棄物の収集の民間委託を成功させるためにコミューンの民間事業者

に対する契約管理能力を向上させるためのプログラムが必要である。 
地域の零細事業者の育成 廃棄物の収集と街路清掃を担う地域の零細事業者の育成。 
コミュニケーションの強化 （記載無し) 
モニタリングと管理 （記載無し) 

 実施のための組織・制度 

M/Pの報告書では、 
- M/Pの実施ために地方自治体の広域連携による特別組織を構築し、民間事業者と協

調することで持続可能な廃棄物管理を実現することが推奨されている 
- M/P実施に必要となる財源は各自治体の予算及び受益者からのごみ料金徴収で賄う

ことが提言されている 
しかし、これらの事項について具体的な記述は無く、概念的に示されているのみである。 

 実施スケジュール 

M/Pに記載されているM/Pの実施スケジュール及び必要投資額を以下に示す。 

実施内容 期間 必要投資額 (Dh) 
年間オペーショ

ン費用(Dh/年)
都市廃棄物管理サービスの専門化によって都市コミューン（テ

ィズニット、タフラウト）と村落コミューン（アンジ、ティグ

ミ、ティズグラヌ、 アルバ・アイ・アフメッド、ブナマネ）

にて収集率 100%とする。 

2012-2015 - - 
現在廃棄物の収集及び街路清掃がなされていないコミューン

ではコミューン中心部で廃棄物の収集率及び街路清掃率を

100%とする。 
廃棄物発生量の少ない村落コミューンでは財務面での負担を

考慮して資源物の収集率を 20%とし、遠隔地及び Douars（集

落）では戸別のコンポストによって 40%の資源化率とする。

ティズニット及びタフラウトの既存 終処分場及びアルバ・ラ

スムカ、アルバ・サヘル、ブナマネ、アンジ、ティグミ、のダ

ンプサイトのリハビリテーション。 
2015 13,172,000 

ティズニット市における都市廃棄物衛生埋立及びリサイクル

施設を設置する。 
2015 - - 

ティズニット、アルバ・サヘル、アグルー、ブナマネ、レガダ、

アルバ・ラスムカ、エル・マデル・エル・カビル、ウィジャン

及び シディ・ブアブデレィにて廃棄物収集の広域管理グルー

プ 1 を創設し広域収集車両基地をティズニット市に設置する。

2013-2015 39,043,511 8,058,701 

アンジ、ティグミ、アルバ・アイ・アフメッド、ティズグラヌ、

トゥニン・アダイ、 シディ・アフメッド・ウ・ムサ、タフラ

ウト・エル・ムルウド、アイ・イサフェン及びイダ・ウググマ

ルにて廃棄物収集の広域管理グループ 2 を創設し、アンジに中

継基地を設置する。 

2015-2016
23,467,331 

(内中継基地は
10,315,643 ) 

2,704,155 
(内中継基地は 

1,094,876 ) 

アンジに中継基地を設置する。 2015-2017   
タフラウト、アフェラ・イギル、アイ・ウアフカ、アメルヌ、

イリグ・ヌタハラ 、タルスアト及びタシルトにて廃棄物収集

の広域管理グループ 3 を創設し、アイ・ウアフカに中継基地を

設置する。 
2015-2017

19,331,267 
(内中継基地は 

6,502,227) 

3,201,461 (内中

継基地は
1,128,265) 

アイ・ウアフカに中継基地を設置する 
組織の能力強化 2012-2014 - - 
地方税制システムの見直し 2013-2015 - - 
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 ティズニット県廃棄物管理マスタープラン実施指針 

 前述のように現在のM/Pは基本的にPNDMの目標を上位の目標として策定されているも

のであり、技術的な内容、必要投資額、タイムスケジュール等の記載はあるが、どのよう

な手順で、どのような組織や制度を構築しM/Pを実施していくかという部分について具体性

に欠けている面があることから、本プロジェクトで得られた知見を基にM/P実施のための指

針を策定した。 

 M/Pの内容と指針の考え方 

都市廃棄物管理の構成要素は、技術システムとしては排出・貯留、収集・運搬、街路清

掃、処理、処分及びこれらの事業活動を支える組織・制度システム、財務システムから

成り立っている。 

表 5-25: 技術システムに対する考え方 

構成要素 M/P 指針の考え方 

排出・貯留 記載無し 

定時排出が収集効率の改善、排出場所の衛生状況の維持・

向上に重要である。 
本プロジェクトでは、パイロットプロジェクトとして定時

排出、定時収集を実施し、収集効率の向上・排出場所の衛

生状況並びにブラックスポットの解消といった改善につ

ながったことが明らかになった。 
このことから、M/Pに記載はないが排出貯留のコントロー

ルは重要である。 

収集・運搬 

対象コミューンのグループで異な

るが、ティズニット市が所属する

広域管理グループ1では、 
収集車両の更新、コンテナ収集の

導入が計画されており、その種類

と数量が示されている。 

M/Pでは機材の更新を主に提案されているが、従来の収集

ルートは収集車両の運転手の経験に基づいてものであり、

合理的なルートであるとは限らない。 
既往の収集ルートにてタイムアンドモーション調査を行

い、合理的な収集ルートの設計し実施することで、現有の

車両での収集効率の改善を図り、その上で必要となる収集

車両の追加、更新を行う。 

リサイクル

及び資源化 

2020年までにリサイクル可能物の

11%を価値化し、エネルギー化また

は資源化率を40%、埋立処分率を

40%とすることを目指す。 

数値目標は掲げられているが、具体的な数値目標の達成方

法の記述が無い。そのため、パイロットプロジェクトの結

果を踏まえてリサイクル活動の実施に際しての留意事項

を示す。 

街路清掃 

ティズニット市には機械式街路清

掃車の導入、人力の収集機材(手押

し車、ゴミ箱)の追加による街路清

掃範囲の拡大、ティズニット以外

では人力収集機材の追加によって

街路清掃範囲の拡大を目指す。 

M/Pに倣うものとし、指針は策定しない 

処理・処分 

ティズニット及びタフラウトの既

存 終処分場及びアルバ・ラスム

カ、アルバ・サヘル、ブナマネ、

アンジ、ティグミのダンプサイト

のリハビリテーション。 

ティズニット市の既存 終処分場の改善計画を策定し、こ

の計画に基づいて改善を実施した。これに基づいて改善を

実施する際の留意事項を取りまとめる。 

ティズニット市における都市廃棄

物衛生埋立及びリサイクル施設を

設置する。として、4つのシナリオ
5が示されているが選定はされてい

ない。 

プロジェクトの中で4つのシナリオについて整理した上

で、方式の選定を行った。この経過で得られた知見を基に

適正な処理処分方法の選定のための指針を示す。 

 
 

                                                      
5 シナリオ1:衛生埋立単独、シナリオ2: セミメカニカル選別+衛生埋立、シナリオ3: セミメカニカル選別+衛生埋立+コ
ンポスト化処理、シナリオ4: セミメカニカル選別+衛生埋立+機械式バイオガス+ガス発電 
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表 5-26: 制度システムに対する考え方 

M/P 指針の考え方 
ティズニット県廃棄物管理マスタープランではマ

スタープラン実施ために各コミューンが連携して

廃棄物広域管理のための特別組織を構築し、民間

事業者と協調することで持続可能な廃棄物管理を

実現することを推奨している。 

廃棄物広域管理のための組織・制度システムを構

築する際の留意事項を示す。 

 

 技術システム指針 

a. 実際の廃棄物量の確認 

<指針> 

廃棄物管理に も重要な事項に廃棄物量の把握がある。M/Pでは一人一日の廃棄物発生量

原単位を750g/人/日として、これに人口を乗じて廃棄物発生量を想定しているが、実際の

値とは異なる可能性がある。そのため、実測に基づいた廃棄物の量把握を行いM/Pとの値

の乖離を把握した上でM/Pを実施する際の参考にすべきである。 

<解説> 

ティズニット市を対象に実施した排出量原単位は家庭系のみの平均値が624～550g/人/日で

平均値は587g/人/日であった。これに事業系の廃棄物を加えて算出した人口一人あたりの排

出量原単位は914g/人/日であった。 

このようにM/Pで想定した値と現実の値には乖離がある可能性が高いので可能な範囲で現

実の廃棄物量を把握する努力が必要である。 

廃棄物量の把握の方法には 

- ティズニット市で実施したような個々の発生源を対象として詳細な調査を実施する方

法 

- 収集車両の重量を測定結果と収集人口から求める方法 

があるが収集車の重量の測定方法が問題となる。ティズニット市に新規の 終処分施設が

完成すればこの施設で車両重量を測定することが可能となる。 

ティズニット市の処分施設の完成を待たずに車両重量を計測する方法は、 

- JICAが本プロジェクトでティズニット市に無償供与した簡易式の車両重量計で測定す

る方法 

- 民間の車両重量計測所を利用する方法 

があるが、何れの方法によるかは実施者が も実施しやすい方法を選択する。 
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b. 排出・貯留 

排出・貯留に関してM/Pには記述されていないが排出貯留のコントロールは街の衛生維持向

上のために非常に重要である。 

<指針> 

定時排出が収集効率の改善、排出場所の衛生状況の維持・向上に重要であり、これを実

施するためには、排出者側(住民、小規模事業者)と収集者側(行政)側の協調が必要不可欠

である。 

排出・貯留の改善は排出者側(住民、小規模事業者)と収集者側(行政)側が協調して行うも

のとする。 

協調の促進のために、周知用の看板、ビラを作成し排出者に対する説明会の実施及び各

戸を戸別訪問して説明を行い排出者の理解を促すことが重要である。 

住民の理解促進には、文字だけではなく、ビデオ等を用いた啓発が有効である。多くの

世帯では、ごみの排出は子どもが担うケースが多く、また、成人の識字率が高くないこ

とも考えられる。そのため、住民を対象としたワークショップや学校教育の現場で視聴

覚教材を用いて、住民理解の推進を図ることが有効である。 

<解説> 

収集改善のパイロットプロジェクト開始以前のティズニット市の廃棄物の取り扱いルール

は家庭系廃棄物に関して「きれいな街」を維持するために以下の事項を市民に呼びかけて

いた。 

- 収集日の遵守(定期、定時排出の励行)すること 

- 密閉できる容器にごみを貯留すること 

- 街路や歩道への汚水の垂れ流しの禁止 

- 伝統的な手提げ袋を利用してプラスチックバッグの利用を減らす 

- 各種計画の尊重 

- 社会秩序及び環境の悪化を促す慣行に対処するための啓発努力 

- 高速道路及び駐車場での洗車の禁止 

- ごみ排出時間、10月～5月までは19:30までに排出、6月～9月は20:30までに排出 

この中で排出時間が19:30ないし20:30までに排出とされており、実際に当日の収集が終了後

であっても翌日の19:30ないし20:30時以前に排出したことになるため、実質的な排出時間は

設定されていない状況であった。 

廃棄物発生源での貯留の目的は廃棄物の排出後、収集されるまで衛生的に廃棄物を貯留す

ることにある。ティズニット市での収集頻度は4回/週～7回/週とかなりの頻度で収集がなさ

れている。そのため、排出者側の貯留期間は 大でも2日/週程度であると見込まれる。 

排出容器は家庭系ではプラスチックバッグ、ごみ箱、バケツなどであり排出者側の貯留日

数が少ないことから比較的小さな容器となっている。 

排出方法は、家庭系では公設のコンテナへの排出や貯留容器のままで街路に排出等がある。

事業系では主に私設、公設のコンテナへの排出がなされている。 

また、収集作業終了後の排出等に起因して「ブラックスポット」と呼ばれる街路脇などに

無秩序にごみが投棄されている状況が発生し、市街地の衛生状態と景観を損ねている。 

そのため、排出者は排出時間を気にすること無く排出を行い、当日の収集が終了後であっ

ても排出が行われ結果として「きれいな街」の維持がなされていなかった。 
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ティズニット市の収集時間は夜間から早朝であるのでパイロットプロジェクトではS8地区

と呼ばれる地区に限定して排出時間を19:00から22:00と設定し、これを周知するための看板

及び「ポイ捨て」禁止の看板を設置し、周知用のビラを作成しティズニット市及び同地区

を担当するアソシエーションと協働して説明会を開催し、加えて市職員が戸別に訪問して

説明を行い排出者の理解を促した。 

説明用の看板のティズニット市での例 

ごみの排出場所掲示 
（アラビア語） 

ごみのポイ捨て散乱防止掲示 
（アラビア語） 

 

（英訳） 
Waste collection location 
Waste collection time  
 Authorized hours : from 19 :00 to 22 :00  
 When taking out household waste, do it in 

well-secured & fastened plastic bags or in 
buckets. 

 This place is to be strictly used for 
household waste only. 

 It is forbidden to put construction waste 
and animals waste. 

 Warning: whoever does not respect the 
above instructions will pay a fine of 100 
dirhams in compliance with the communal 
decisions and the law regulating 
household waste. 

 Phone number of household waste office : 
0661911605/0528862816  

 Thank you for collaborating with us. Let's 
keep our city clean. 

（英訳） 
It is strictly forbidden to put waste here 
 Do not throw away waste here 
 Warning: whoever does not respect the 

above instructions will pay a fine of 100 
dirhams for not respecting the conditions 
on taking out waste in compliance with 
the communal decisions and the law 
regulating household waste.   

 Phone number of household waste office : 
0661911605/0528862816  

 Thank you for collaborating with us. Let's 
keep our city clean. 

 

 

c. 収集・運搬 

<指針> 

収集・運搬の改善のためには、機材の並びに既存の収集ルートの適切を評価した上で必

要に応じて合理的な収集ルートに変更することか重要である。 

収集車両の配置は車両の点検整備の時間を念頭に行う必要がある。 

<解説> 

M/Pでは機材の更新を主に提案しているが、既存の収集ルートは収集車両の運転手の経験に

基づいてものであり、合理的なルートであるとは限らない。収集ルートの良否はタイムア
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ンドモーション調査を行い評価できる。そのため、収集の改善にあたっては先ずはタイム

アンドモーション調査を実施し、現状の収集効率と改善すべき点を把握することから開始

する必要がある。 

合理的な収集ルートの設計行うことで、現有の車両での収集効率の改善を図り、その上で

収集車両の点検・整備の時間を十分に確保すること、非常時も対応可能となる予備車両の

配備を念頭に必要となる収集車両の追加、更新を行うことが有効である。 

なお、WHOが妥当としている収集量6と走行距離の関係 は100～150kg/kmとなっている。 

<参考> タイムアンドモーション調査の方法(ティズニット市での例) 

タイムアンドモーション調査では、下記のデータを定量的に計測・測定し、収集ルート

を把握する。 

- 収集に関わる時間（収集時間、移動時間、その他） 

- 収集量 

- 収集距離 

- 収集ルート 

 調査は2013年5月及び11月に実施した、 

�月の調査は、タイムアンドモーション

調査手法の理解を深めるための予備的調

査とし、収集に関わる時間の測定と収集

ルートを把握した。 

�11月は供与機材として調達したポータ

ブル車両重量計を利用して上記の項目す

べてを調査した。 

タイムアンドモーション調査は、全地球測位網（以下、GPS）受信機を収集車に取付け連

続的に収集車の位置測定

を行い現在の収集ルート

を調査した。 

これと併せて、収集車両

を追跡して積み込み、排

出、休憩、その他などの

時間を記録した。これら

の結果を用いて地理情報

システム（以下、GIS）で

データの処理と解析を行

った。 

GPSは汎用型スマートフ

ォンに搭載されたGPS受信機を用い、GISはオープンソフトウエアーのQuantum GISを利

用する等、高額な機器・アプリケーションを購入せずともカウンターパートのみで自主

的な運用が可能になるように配慮した。 

 

  

                                                      
6 INDICADORES PARA EL GERENCIATO DEL SERVICIO DE LIMPIEZA PUBLICA, CEPIS, OPS 
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d. リサイクル及び資源化 

d.1. リサイクル 

<指針> 

1.収集方法 

リサイクル促進による 終処分量の減量を目的とした収集の方法は現状の収集率、収集

車両の能力等の要素を勘案して設定する必要がある。 

2.市場原理への対応 

資源物の市場価格は常に変動しており、行政側はこの市場原理に追従する仕組みを構築

して、M/PあるいはPNDMのリサイクルの目標を達成のために努力する必要がある。 

<解説> 

1.収集方法 

 リサイクルによる 終処分量の減量を目的とした収集方法は分別収集であり、理論的に

分別項目を増やせば増やすほど減量効果は高くなるものの、分別品目毎の収集方法、リサ

イクルルートの開発、並びそれらの管理のための数多くの課題を解決しなければならない。 

 ティズニット市の例では、現在のごみ収集は も単純な混合収集であるにも関わらずご

みの未収集が少なからず発生していた。このことは収集方法が限界に達していることを物

語っているもので、そのため収集方法を改善することなく直裁に分別収集を導入すること

は不可能である。 

 既往の収集の収集ルート設定や収集方法は効率的なものではなかったことから収集の効

率化を図ることを目的としてごみの排出ルールを設定し、収集の効率を上げた上で分別収

集の可能性を検討し、現状の収集効率の向上を行った。 

以上のことから、先ずは分別排出を前提とした収集車両による分別収集を前提とせず、 

- 貯留・排出段階での容易に分別出来るものを分別対象とし 

- 被分別物は通常の収集ルートによる回収ではなく集団回収等の手法用いる 

ことを前提として廃棄物分別及び取り扱いルール設定し、実施に移すことが重要である。 

2.市場原理への対応 

 廃棄物からの資源物の回収のインセンティブの大きな1つの要素は回収した資源物を売

却できてはじめて資源回収によって金銭収入が得られるところにある。そのため、回収資

源物の売却価額が低下し無価値(換金できない)となった場合回収のインセンティブが働か

ず何らかのコントールが無い限り資源回収は停止し、廃棄物の減量化、資源循環はなされ

なくなる。このような状況を回避するためには行政は常に市場動向をモニタリングし必要

に応じて適正に介入して資源化の流れを止めないことが重要である。具体的な介入施策は

売却価格が低下あるいは無価値となった資源物を行政が買い上げ、貯留、市場価格が向上

した時点で売却する。あるいは低下した売却価格と低下前の売却価格の差額を行政が資源

回収者に支払う等である。これらのモニタリングとコントロールの概念を下図に示す。 
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図 5-26: リサイクルに係る行政のコントロールの概念 

 

d.2. 資源化 

<指針> 

1. 資源化手法とその管理 

現存のリサイクルの仕組みを活用しつつ、合理的な方法でごみとして排出される前に排

出者によって有価物を分別し資源化することが有効である。 

リサイクルの推進には回収資源物の回収資源物の引取先の確保及び引き取り条件( 低数

量、価格)の設定が重要である。 

2. 資源化の仕組みの導入 

資源化の仕組みの導入にあたっては、集団回収からの導入から開始し、PDCAサイクルで

改善を行いつつ資源化を推進することが重要である。 

<解説> 

1. 資源化手法とその管理 

 世界のどこの都市においても廃棄物のリサイクル仕組みはその程度は別として存在して

いる。ティズニット市においてもJICAの技術協力プロジェクトが開始される以前から、

終処分場において、 

- ウェイストピッカーによる資源物の回収とその売却によるリサイクル/リユース 

- 羊飼いによる有機廃棄物の飼料化 

という資源化の仕組みが存在していた。しかし、これは廃棄物の減量(Reduce)を目的とした

ものでは無くリサイクル/リユースの経済的な価値を生み出す行為で、結果として減量

(Reduce)が実現していたものである。これはいわば2R(Reuse, Recycle)であり、回収されてい

る資源物の市場価値が無くなれば自然消滅する資源化の仕組みである。 

資源化物 

回収資源 製品 

処理 

処分 

 

リサイクル 

資源市場  

廃棄 

廃棄物 

無価物 

パブリックセクターによるモ

ニタリング 

と 

コントロール 

市場 

動向 

使用後 
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 3Rの基本は回収資源物の市場価値の如何にかかわらず 終処分量の減量を目的として廃

棄物からの資源物を抜き取り、資源として再循環させることで循環型社会を構築すること

で天然資源の保全を図り持続可能な発展に資するものである。 

 しかし、現実には多くの場合廃棄物のリサイクル仕組みはその程度は別として存在して

いる。廃棄物の 終処分量の減量を目的の1つとした資源化の促進には現存のリサイクルの

仕組みを2Rから3Rに引き上げるために行政側が適正な関与を行うことが重要である。 

2. 資源化の仕組みの導入 

 ティズニット市では収集率の向上を計った上で分別収集の導入を検討することとして先

ずは、集団回収によって廃棄物の資源化を実施することとした。下図にその手順と導入可

能性の高い分別スキームを示す。 

 

図 5-27: 廃棄物収集･運搬システム改善計画、3R活動の手順 

 

図 5-28: 導入可能性の高い分別スキーム 

ティズニット市ではパイロットプロジェクトとして学校での集団回収から着手した。以下

にその実施手順を示す。 

収集効率改善 

定時・定期収集 

排出改善 

宅内貯留 

定時・定期排出

宅内分別 

有価物回収 

収集ルート改善 

定時・定期 分別収集 定時・定期 分別排出 拠点回収 

集団回収

主体:市役所 主体:排出者、市役所(アソシエーション) 

排出者に

対する啓

発活動 

厨芥 

草木 

PETボトル 

缶 (鉄) 

缶 (アルミ) 

汚紙 

プラスチックフィルム類 

その他 

混合収集 最終処分 

集団回収 リサイクル 
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図 5-29: 学校における集団回収パイロット事業実施手順 

また、適切な回収対象品目は質問票を配布/回収するなどして設定することが適当である。 

教職員に対する説明状況 生徒に対する説明状況 
ティズニット市での学校における集団回収パイロット事業実施状況写真 

3R promotion plan 

PP on 3R promotion 

Basic Plan 

3R promotion program 

Selections of target recover material(s) 

Teacher and staff meeting with school 

Participation request and explanation of 
outline of PP  

Environmental education to students 

 
 
 
School 

 
 
Students 

Recycling 
company

Monitoring system 

Start PP 

Monitoring 

Evaluation 

Planning and preparation stage 

Implementation and evaluation stage 
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図 5-30: 回収対象品目の調査のための質問票の例 
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e. 処理・処分 

e.1. 既存 終処分場の改善 

<指針> 

オープンダンピングサイトと呼ばれる廃棄物の処分場(投棄場)では多くの場合適正な管

理がなされず、その結果として処分場の状況が著しく悪化し大量の蠅、病害虫、鼠族発

生、悪臭、火災の発生などを招いている。この状況を改善するためには適正な管理が必

要不可欠である。以下に管理を適正に実施するための管理事項を示す。 

1. 廃棄物の搬入管理 

廃棄物埋立処分場を適正に管理するためには、廃棄物搬入量の管理、搬入された廃棄物

の質や性状の管理が重要である。管理項目と管理内容を以下に示す。 

搬入管理項目 管理内容 

搬入ごみの量と性状

の管理 
廃棄物搬入車両の到着時刻、トラックスケール計量データ、廃棄物の

種類・性状の確認と記録。 

搬入覆土材の量と性

状の管理 
覆土搬入量のトラックスケール計量、覆土性状の確認、計量データと

目視性状の記録。覆土置場と残余量の確認と記録。 

瓦礫廃材の搬入管理 瓦礫廃材の搬入量のトラックスケール計量、性状の確認、記録。瓦礫

廃材の置場と残余量の確認と記録。 

埋立不適性物の管理 万が一埋立不適性物が搬入ディスチャージされてしまった場合、対処

策を検討するとともに、取った対策(仮対策)の内容、日時場所を記録

する。事後追加対策の要否を検討し、必要な場合は事後追加対策を講

じ、その内容、日時場所を記録する。 

2. 埋立管理 

埋立管理の主な目的は、適正かつ効率的な埋立作業の実施、作業員及び作業環境の安全

確保である。これは、 

 日々の埋立作業を確実に行うことで、廃棄物を適正に処理し、周辺環境の保全を図

る。 

 埋立作業が長期間中断されないように埋立機材の維持管理を適切に行う。 

 処分場において事故や災害が発生することがないよう安全管理計画を策定し、関係

者全員にこれを周知し、安全対策を実施する。 

である。また、埋立作業の実務は 

 搬入車両からの廃棄物の荷卸し(ディスチャージ)、 

 廃棄物の敷均し（必要に応じて破砕作業を含む）と転圧作業 

の順序で行う。 

 

<解説> 

1.搬入管理 

a. 量の管理 

日々の搬入廃棄物の量の把握は、長期的な視点からは、当初の処分場運営計画と実績との

比較から将来計画の修正要否を検討するために必要であり、また短期的な視点からは、日

常の定期的な埋立作業を 適化するために必要である。 
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b. 質、性状の管理 

日々の廃棄物性状の把握は、埋立不適物を排除して火災や甚大な地下水汚染など未然に防

止することで、既存処分場の通常機能を維持し、環境汚染を防止するために必要である。 

ティズニット市での事例 

a. 埋立不適物の排除 

造園業者の持ち込む剪定ごみは、非常に嵩張る形状をしており枝に弾性があり敷均し転

圧が難しいことから、処分場内の別区画にディスチャージし、長期間放置後に剪定枝の弾

力性が弱まった時点で、別途ブルドーザで押し潰し破砕を行い細分化後に通常の埋立セル

に一般ごみと一緒に混合処分することを定期的に行うこととした。 

誤って火種のままとなっている廃棄物を持ち込んでしまった事例が2014年10月30日に

発生した。これはRoll-on roll-off型の鉄製コンテナに火種が投入されたままとなっていた

ものを処分場セルに持ち込んだために発生したケースである。当日は運悪く強風の日であ

ったため延焼し鎮火に相当の労を要した。基本的には、持ち込んだトリップ毎の廃棄物を

目視検査すること、既に火種が確認された場合は隔離ディスチャージを行い早急にブルド

ーザで転圧や一時覆土を行い、鎮火を確実に行うことを周知した。 

 

埋立不適物の仮置き 
（弾性があり嵩張る剪定枝廃棄物） 

埋立不適物（火種を含む廃棄物） 

 

火種を含む廃棄物を隔離し覆土により消火  
 
 
b. 瓦礫廃材の搬入管理 

瓦礫廃材は既存処分場東側の別エリアに処分することを基本としている。この点を、瓦

礫廃材を運搬する業者や市中の瓦礫廃材撤去を担当する市の清掃部メンバーにも周知して

おり、埋立エリアに不適物として持ち込まれることは無い状況を維持している。 

但し、処分場東側別エリアに瓦礫廃材を搬入する車両のうち運搬している瓦礫廃材の大部

分が覆土材として活用が可能な材質のもので有る場合には、これを処分場内の特定の場所

に誘導してディスチャージさせ覆土材として仮置きし、定期的に埋立セルの覆土、特に天

盤覆土として活用することを今後計画することが望ましい。 
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2. 埋立管理 

a. 搬入車両からの廃棄物のディスチャージ 

搬入車両からの廃棄物をディスチャージする際の主な管理内容は 

 指定した場所に、安全に廃棄物を荷卸しするよう監督する 

 ディスチャージした廃棄物に受入基準をクリアしないものが混入していないこ

とを確認する 

 搬入車両のパンク、埋立重機(ブルドーザ)と搬入車両の接触等の事故を発生させ

ないよう重機や車両をコントロールする 

である。 

上記のディスチャージ管理の細目案を以下に示す。 

 標識等により、車両の通行ルートとディスチャージ・エリアディスチャージ・

エリアを車両運転手に明確に示す 

 車両のディスチャージ・エリアと重機の埋立作業エリアとを明確に区別し、車

両と重機の接触事故を防止する（代案１：作業エリアの面的制約からディスチ

ャージ・エリアと埋立作業エリアがかなり接近しなければならない場合、代案

として、ブルドーザの埋立作業は搬入車両のディスチャージ作業時間帯と重な

らない時間帯とする。代案２：下記のとおり、車両のディスチャージ日とブル

ドーザの埋立作業日を同日としない。） 

 代案２：処分場のウェイストピッカーウェイストピッカーの有価物回収に配慮

し、各日のディスチャージ・エリアを車両運転手とウェイストピッカーウェイ

ストピッカーに周知し、平均して1～2日間ディスチャージした廃棄物をウェイ

ストピッカーに開放する。（ブルドーザの敷均しと転圧作業は週3回として）ウ

ェイストピッカーの有価物回収後はここを立ち入り禁止とした上で、2日分のデ

ィスチャージごみを敷均し転圧する。 

ティズニット市での例 
パイロット事業でのディスチャージ管理 

廃棄物の荷卸し(ディスチャージ)作業に引き続いて行われる、敷均しと転圧作業を効率的

に行うためには、ディスチャージ地点から押上げ転圧される法面の法尻までの距離を短く

することが重要である。廃棄物のディスチャージ地点が押上げ転圧すべき法面から遠い場

合はブルドーザが廃棄物を移動させる距離が長くなり、この作業を反復することから作業

所要時間が長くなり燃料消費量も距離が短い場合に比較して多くなり作業が非効率とな

る。 

また、処分場内でのウェイストピッカーによる有価物回収作業や山羊・羊の餌漁りなど

に対するステークホルダー配慮が無用な処分場の場合で、かつ転圧機材が終日連続作業を

行うべき程の廃棄物搬入量がある処分場の場合は、法尻近くにディスチャージされた廃棄

物は即座に法面に向かって押上げ転圧することが望ましい。そうする場合には、次に搬入

された廃棄物も転圧されて間もない法面の法尻近くにディスチャージすることが可能とな

り、この押上げ転圧の作業も短い距離で行えるため作業が効率的となる。 

しかし、ティズニット既存処分場はそのような状況にはない。市の廃棄物収集は昼夜に

亘り行われているが、上述した通りブルドーザ・オペレータは半日勤務の雇用形態である。

また、一日トータルの廃棄物搬入量はブルドーザの終日連続作業を要する程の量には達し

ておらず供与機材ブルドーザKomatsu D5の半日程度の作業で足りるものである。 

このため現状においては、24時間に搬入ディスチャージされた廃棄物を半日程で敷均し



モロッコ国 ティズニット市及び周辺コミューン  JICA 
における廃棄物管理能力向上プロジェクト 株式会社 エックス都市研究所 

 

5-96 
 

転圧の作業を行うサイクル7を繰り返すことを基本と考えた。よって、押上げ転圧作業の平

均移動距離を出来る限り短くするためには、法尻のラインに沿って廃棄物をディスチャー

ジした後に引き続きディスチャージする廃棄物も、出来る限り法尻に近く間隔を詰めてデ

ィスチャージするようコントロールを試みた。 

 

法尻近くにディスチャージする車両と誘導するスーパーバイザーMr. Arhil Abdelhadi 

当初は以下列記のディスチャージ管理の細目案を想定した。 

 標識等により、車両の通行ルートとディスチャージ・エリアを車両運転手に明確に示

す 

 車両のディスチャージ・エリアと重機の埋立作業エリアとを明確に区別し、車両と重

機の接触事故を防止する（代案１：作業エリアの面的制約からディスチャージ・エリ

アと埋立作業エリアがかなり接近しなければならない場合、代案として、ブルドーザ

の埋立作業は搬入車両のディスチャージ作業時間帯と重ならない時間帯とする。代案

２：下記のとおり、車両のディスチャージ日とブルドーザの埋立作業日を同日としな

い。） 

 代案２：処分場のウェイストピッカーの有価物回収に配慮し、各日のディスチャージ・

エリアを車両運転手とウェイストピッカーに周知し、平均して1～2日間ディスチャー

ジした廃棄物をウェイストピッカーに開放する。（ブルドーザの敷均しと転圧作業は

週3回として）ウェイストピッカーの有価物回収後はここを立ち入り禁止とした上で、

2日分のディスチャージごみを敷均し転圧する。 

しかしながら、実際にパイロット事業で埋立作業エリアを徐々に２つの区域に絞り込み

ながら、２つの区域で概ね1日毎にディスチャージ作業と敷均し転圧の作業を交互に行った

ことから、以下3点を達成した。 

 標識等を設置せずとも、車両の通行ルートとディスチャージ・エリアを車両運転手

に明確に示すことができた。 

 車両のディスチャージ・エリアと重機の埋立作業エリアは隣接する２つのエリアと

なり、午前のブルドーザの埋立作業時間帯は搬入車両のディスチャージ作業時間帯

                                                      
7 正確には、収集ディスチャージ作業は週6日間行われ、ブルドーザによる敷均し転圧作業は週5日間行われるため、月

曜日の敷均し転圧作業はその他の日の2倍ほどの作業量となる。 
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と一部重なるもの、車両と重機の接触事故リスクは低く保てた。 

 処分場のウェイストピッカーの有価物回収に配慮し、各日のディスチャージ・エリ

アを車両運転手とウェイストピッカーに周知し、ディスチャージした廃棄物をウェ

イストピッカーに平均して24時間開放することが可能となった。 

 

b. 廃棄物の敷均し（必要に応じて破砕作業を含む）と転圧作業 

荷卸しされた廃棄物は、ブルドーザにより計画された埋立エリアに敷均し、転圧を行う。

これらの作業を安全かつ効率的に行うためには以下の点に留意する。 

 基本的に、ディスチャージされた廃棄物はブルドーザで片押し（一方向に敷均し）

で敷き均す 

 基本的に、敷均し厚さは30-50cm程度、転圧回数は5-6往復程度を遵守する。 

 転圧作業は低速で行う 

 上記のディスチャージ管理の細目案を以下に示す。 

 標識等により、車両の通行ルートとディスチャージ・エリアを車両運転手に明確

に示す 

 ディスチャージ管理の細目案の代案２に示した通り、ブルドーザの敷均しと転圧

作業を週3回と定めれば、平均約2日分の搬入ごみを敷均し転圧して一度に形成す

る平行六面体の埋立ブロックの標準的形状(standard shape of parallelepiped)を計

画する。(下図) 

 

埋立管理計画の項目とその概要は、下表のとおりである。 

表 5-27：埋立管理計画の例 

搬入管理項目 管理内容 備考 

搬入ごみのディス

チャージ管理 

搬入ごみのディスチャージ場所の指示。 

ディスチャージ状況の確認と記録。 

毎日 

搬入ごみの敷均し

と転圧の管理 

ブルドーザ・オペレータへの敷均しエリアの指示。敷

均し転圧作業の安全管理監督。敷均し厚、転圧回数の

例：週3回など、埋立

処分量によって設定

埋立終了区画 

未埋立区画

Block Day 1 
 (Monday) 

Block Day 2 
 (Wed.) 

Block Day 3 
 (Fri.)

Block Day 4 
 (Monday) 
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確認と記録。 する 

覆土施工の管理 覆土作業の月毎計画の策定。覆土材の採取、搬入、仮

置きの計画と実施。覆土置場と残余量の確認と記録。

覆土に流用する瓦礫廃材の仮置き場と残余量の確認。

覆土作業のブルドーザ・オペレータへの指示。覆土作

業の監督。覆土作業の施工記録。 

例：週3回など、埋立

処分量によって設定

する 

 

日常の敷均し・転圧の作業は、特に処分場現場管理者とブルドーザ・オペレータが熟知

する必要があるため、実際の作業写真やイラストを多用した図入りマニュアルのアラビア

語版を作成した。(Annex 3参照) 
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ティズニット市での例 
a. パイロット事業での敷均し転圧作業 

パイロット事業で改善に取り組む前の、従前の埋立作業は以下の通りであった。 

 埋立位置を計画するとの観念が無いため、現場監督者が収集車に排出場所を指示する体制

が取られていない。排出場所が満杯になりつつあるとの収集車運転者の連絡を受けると、

ブルドーザ・オペレータは、ごみ収集車の次のディスチャージ場所を確保するために、外

に向けて既ディスチャージごみを押し上げている程度でほとんど転圧はしていない。よっ

て、作業内容はドーザー板で押すことが主体で、ドーザー板を上げてクローラー(履帯)に
よる転圧作業を繰り返すといった埋立の基本作業を行う状況にない。 

埋立管理の現状（2013年時点） 

埋立管理の小分類 現状 

埋立方法 

埋立面積・容量、埋立位置図(どの廃棄物をいつ・どこに)は、何ら管理さ

れていない。オペレーターの勘や経験のみに基づく、押上げ作業によるデ

ィスチャージ場所の確保が中心。 

ごみの種類により分離埋立を行う、或は建設廃棄物などの残土やレンガく

ずを覆土に活用するなどは行われず、全て混合投棄の状態。 

破砕・転圧。締固めの実施 

撒き出し厚、仕上げ厚の管理は一切行われていない。 

転圧作業は殆ど行われていない為、転圧回数の管理は行われていない。 

埋立使用機材の点検･調整･補修はオペレーター任せの状態である。 

覆土作業の実施 覆土作業は行われていない。 

沈下量の管理 沈下量管理は行われていない。 

その他 

場内道路の確保は収集車オペレーターの苦情を受けてディスチャージ場

所を確保する程度の作業に留まっている。 

特段のフェンスの点検・補修は行われておらず、ウェイストピッカーなど

が自由に立ち入れる壁の穴や隙間が放置されている。 

火災発生の防止を目的とした埋立作業は行われていない。 

よってパイロット事業では、先ず敷均し作業と転圧作業の区別、特に転圧作業ではドーザー板

を上げて使用せずクローラ(履帯)により転圧作業を繰り返すことをオペレーターに周知した。 

ドーザー板を用いての敷均し作業 

ドーザー板を上げてクローラ(履帯)による転圧作業 
 
b. パイロット事業での転圧作業 
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当初ブルドーザのオペレーターは1名であったが、パイロット事業に対するティズニット市の

人的追加投入として2014年10月8日より2人目のオペレーターが配備されたことから、2台の転圧

機材を同時に使用することが可能となった。 

従前の転圧機材Bomagは供与機材ブルドーザKomatsu D5よりも大型重機であるが、中古機材で

あることもあり、短距離を往復する様な法面押上げ転圧作業に関して言えば、時間効率と燃料効

率の面でも劣り 適の機材とは言えない。他方、埋立済みエリアの天盤を転圧する作業には向い

ている。また、Bomagはsheep’s foot型のランドフィル・コンパクターのため、ディスチャージ・

エリアの廃棄物を法面に向かって移動させた後にこれを敷き均すにはあまり適していない。それ

は足回りがsheep’s foot型のため廃棄物の移動及び敷均し作業の際にエリアの現地盤を掻き乱し

てしまい、その後運搬車両の走行路面となる現地盤はタイヤが空回りし易くなり走行に障害が出

るためである。 

上記理由により、ディスチャージ・エリアの廃棄物を法面に向かって移動しこれを法面に敷き

均す作業とそれに連続する法面での転圧作業はブルドーザKomatsu D5で行うことを基本と考え

た。他方、Bomagは大型の転圧機材であることから、埋立済みエリアの天盤等を転圧する作業に

当てることを基本とし、且つ一定方向に連続走行する形で効率的な転圧作業を行う工夫を試み

た。 

b.1. パイロット事業での法面の転圧作業 

 法面押上げ方向の転圧 

  

廃棄物を法面方向に押上げ敷均し直後に同じく法面方向に転圧作業を繰り返す。 

 法面の長手方向の転圧 

  
 

 
別途、法面を長手方向に連続移動する転圧作業を試行。 
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b.2. パイロット事業での天盤の転圧作業 

  

  
天盤を連続走行する形の転圧作業を試行。 

  
 

  

  
法面の天端を長手方向に連続走行する形の転圧作業を試行。 

 

c. ２区域の隔日交互作業 

下図に示すように、２つの区域(Area-A, Area-B) を概ね一日交互に埋立作業を行うことで、ウ

ェイストピッカーの有価物採取と放牧されている羊・山羊の餌漁りに約24時間の時間的猶予を与

え、また安全管理の面からも有価物採取と餌漁りを終えた場所を敷均し・転圧することを基本と

した。 

この隔日交互作業をデモンストレーションし係る手順をスーパーバイザー、車両運転手、荷卸

作業員、ブルドーザ・オペレータ、ウェイストピッカー、放牧者に周知した。 
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Area-A Area-B 

  
１日目：Area-Aにて敷均し転圧作業を行い、Area-Bにてステークホルダーが活動 
 

  
２日目：Area-Aにてステークホルダーが活動、Area-Bを敷均し転圧（写真は作業直後） 

  
３日目：1日目の繰り返し。  
 

  
４日目：2日目の繰り返し。 
 

2014年10月24日より新たに、処分場東側（枯れ川(wadi)右岸）のピット内に廃棄物を搬入、埋

め立てる試みを開始することとした。 

ピット内の埋立管理に関しても、２つの区域(奥右側、奥左側)で隔日交互作業を行うこととし

た。ピット内では奥から順次埋立を行うが、2つのエリアとはピット奥の概ね右側と左側で隣接
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するエリアである。 

  
ピット奥右側エリアの敷均し作業 ピット奥右側エリアのディスチャージ 

  
ピット奥左側エリアの敷均し作業 
 

ピット奥左側エリアのディスチャージ 

上に示す右側エリアの作業と左側エリアの作業が隔日交互作業となる。 

  
ピット奥右側エリアの転圧覆土作業 ピット奥左側エリアの転圧覆土作業 
上の２図が隔日交互作業となる。 
 

 
 ピット内の埋立済みエリアの天盤転圧作業
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この結果、ピット内の敷均し、転圧、覆土の一連の作業は下図に示す平行六面体の埋立ブロッ

ク形状(parallelepiped shape)を左右交互に施工することとなった。 

  

 

d. 覆土施工 

覆土は廃棄物の飛散防止、悪臭の低減、火災の防止、衛生害虫獣(vectors)の発生防止、雨

水の廃棄物層への浸透の低減など、環境保全上の対策として大きな効果を有する。 

e. 覆土の厚さ、材質 

覆土の厚さは、埋立廃棄物の種類や形状、覆土の材質等に応じて適切に設定する必要が

ある。既処分場では、現地盤や周囲地盤が固く、覆土材を入手するにはブルドーザのリッ

パーによる地盤掘起しやドーザー板での掘起し材料の集積、ダンプトラックへの積込みと

運搬などの相当な作業が必要になる。よって搬入される瓦礫廃材などの活用を積極的に試

みる必要がある。 

覆土材の厚さは、地盤掘起し材、瓦礫廃材、両者の混合材により、それぞれ異ならざる

を得ない。 

覆土材が均一な礫系の土砂であれば、即日覆土や隔日などの定期的覆土には15～20cmの

厚さにコントロールすることが適切である。 

f. 覆土の施工 

覆土を施工する前にそのエリアが平坦に敷均し転圧されているのを目視確認した上で、

覆土材の敷均しの準備を行う。 

覆土を施工する前に、ブルドーザのクローラに不着した廃棄物を除去することが望まし

い。覆土層に廃棄物が混入することを防止し、量的に効果的な覆土材使用を行うことが出

来る。 

埋立エリアに降る雨が廃棄物層に浸透する割合を低減させるために、雨水が表流水とし

て外部に排除され易いように、埋立平坦部も2～3%程度の勾配をつける。 

他方、埋立斜面部は降雨による浸食や崩壊を防止するために廃棄物層の転圧仕上げ勾配

をV1:H3(Vertical 1 to Horizontal 3)以下の緩やかな勾配を確保した上で覆土を施工する。 

埋立終了区画 

未埋立区画

Block Day 1 
 (Monday) 

Block Day 2 
 (Wed.) 

Block Day 3 
 (Fri.) 

Block Day 4 
 (Monday) 
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g. 覆土材の管理 

締め固まった状態とルーズな状態での土砂の変化率を考慮して、必要な覆土量を計画的

に確保しておくこと。 

一回に(2日置きに)使用する覆土は埋立予定位置付近に仮置きしておくことが望ましい。 

ティズニット市での例 

パイロット事業での覆土施工 

  
覆土前の廃棄物法面の整形と転圧 

 

  
法尻近くの現地盤を掘削して覆土材を調達 

  
法面覆土の施工 

 

 

h. 防臭対策、飛散対策 

埋立廃棄物の飛散や悪臭の低減を図り日々管理する必要がある。これらの管理を行うこ

とは、衛生害虫獣の発生抑制や作業員、ウェイストピッカーの安全、健康の確保にも繋が

る。 

h.1. 防臭対策 

防臭対策として即日覆土が有効である。しかし、ウェイストピッカーへの社会的配慮な

どの観点から即日覆土が難しい場合、覆土の頻度が例えば隔日覆土や週2回覆土などと定め
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られた場合はこの頻度をしっかり遵守して、長期間に亘り覆土施工が施されないエリアが

広がらないよう出来る限り定期的な覆土による防臭対策を行う必要がある。 

h.2.. 飛散対策 

既存処分場は、埋立地外周への飛散を防止する目的も兼ねて塀壁を周囲に巡らせている

が、サイトはしばしば強風や上昇気流が発生し易いため、塀壁の飛散防止の効果は限定的

である。 

新規の対策としては、埋立エリア周囲への移動式仮設設備（ネット張り）の対策も一案

として考えられる。 

飛散対策としても即日覆土が有効であるが、上記同様の理由等により即日覆土が難しい

場合も、出来る限り定期的な覆土による飛散対策を行う必要がある。 

i. 出来形管理 

3か月に1度の頻度で埋立の出来形を概略測定し、これを記録する。 

j. 沈下管理 

沈下管理は、ティズニット市既存処分場の現状においては優先度の高い管理項目ではな

い。先ずは、埋立の出来形管理を通常業務として定着させることを優先的に目指す。出来

形管理の定着を達成した後で、出来る範囲で沈下管理の頻度、精度を計画、試行すること

が望まれる。 

 

k. ステークホルダー配慮 

パイロット事業は処分場管理を改善するために、従前の作業とは異なる各種の作業や活動

を試み、グッドプラクティスとなるものはその定着を図るものである。このため、従前の

処分場運営に慣れている各ステークホルダーにとって市側が行う新たな各種の作業や活動

は当惑するもの、あるいはステークホルダーの従前の生産活動とのコンフリクトを招く可

能性もある。 

ステークホルダーの従前の活動を十分に観察しコンフリクトの回避策や低減策を検討する

とともに、改善を目的としたパイロット事業の作業内容をステークホルダーに情報共有し

彼らの理解を得るとともに、可能な限りの配慮策を検討実施することが重要となる。 

ティズニット市での例 

 以下の写真は、C/Pが対話を通じてステークホルダーの活動を把握しパイロット事業の作業に

理解を求めている様子である。 

  
ステークホルダー(放牧者)と対話するC/P ウェイストピッカー達と対話するC/P 

  

処分場を改善していく上では、ステークホルダーに禁止事項を周知する必要もある。その一

例は、従前に横行していた行為、金属類回収のために古く乾燥したディスチャージ済みの廃棄

物に放火する行為を禁止することである。 
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禁止事項を徹底するには、市側が一方的に周知するだけではなく、相互協力の関係をステー

クホルダーと構築することが求められる。ステークホルダーが市側のルールを尊重することで

協力し、市側は出来る範囲でステークホルダー配慮の策を講じてステークホルダーの活動を協

力する相互協力の形を作ることである。 

市側の配慮策の中心的なものは、先に述べた２つのエリアを隔日交互作業することでウェイ

ストピッカーの有価物回収と山羊・羊の餌漁りの時間的猶予を与えることである。これに加え

て、ささやかな配慮策ではあるが、ウェイストピッカーの有価物回収が向上するようコンパク

ター車からのディスチャージ方法を工夫したのが以下写真に示すものである。 

従前はコンパクター車から一気にごみを排出することで山盛りとなりごみ山の内部下部の有

価物にアクセスできない状況であった。これに対して配慮策は、先ず小分けにディスチャージ

しその後1メートルほど車両を前進させ再度小分けにディスチャージを行う。これを繰り返して

全量を4回程の小分けにして排出するものである。コンパクター車の排出作業としては数分の追

加作業ではあるが、ウェイストピッカーにとっては有価物回収量の増加を可能にする有り難い

市側の計らいとなっている。 

 

 

 

 

  
従前のディスチャージ（上の２写真） 

 
 
 
 

ステークホルダー配慮のディスチャージ（右

の写真） 
 
 

 
  

 
パイロット事業により改善成果 

パイロット事業によるティズニット処分場の改善成果を以下に示す。 
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ピッキング面 覆土面 

 

 

f. 処理・処分施設の選定 

<指針> 

県が策定した廃棄物管理M/Pで廃棄物の処理・処分のシナリオが複数提案されている

が、シナリオの選定あたっては、廃棄物の量、質、施設規模、処理技術の実績、信頼性、

建設費、運営管に要する人的資源、費用等から総合的に判断して適切なシナリオを選定

する。選定には相当の時間を要することから時間的に十分な余裕を持って実施する必要

がある。 

また、施設建設予定地が未収用の場合には収用に相当な時間を要することから時間的

に十分な余裕を持って実施する必要がある。 

処理・処分施設に資源回収施設を含む場合には、目標とするリサイクル率の設定にあ

たってはリサイクル率の定義を明確にし、想定される搬入廃棄物の量及び物理組成から

実現可能なリサイクル率を設定する。 

<解説> 

ティズニットの例ではM/Pで以下の4つのシナリオが提案されていた。これに加えてティ

ズニット市では廃棄物の熱分解ガス化発電の導入が検討されていた。 

名称 概要 費用 
シナリオ 1 衛生埋立 80 to 120 DH/waste-ton 

シナリオ 2 セミメカニカル選別+衛生埋立 87 to 128 DH/waste-ton 

シナリオ 3 シナリオ2+コンポスト化処理 140 to 220 DH/waste-ton 

シナリオ 4 
シナリオ2+機械式バイオガス+

ガス発電 

total cost 273 352 855 DH/ (60 166 (ton/year)*20 year) 
= 227 DH/ton 
selling price of recover material :212.5 DH/ton 
selling price of electricity: 0.5 DH/kWh 
selling price of fertilizer : 40DH/ton  
cost – revenues = 39 DH/waste-ton 

出典: Etude du plan directeur provincial de gestion des déchets ménagers et assimilés de la province de Tiznit 

ティズニット市の例では、これらの複数のシナリオから 終的な処理・処分方法を決定

するまでに1年以上の歳月を要して、 終的にはシナリオ2を基本として民間事業者からの

提案を求めた。また、施設建設用地はM/Pの段階で選定されていた用地は周辺住民と施設建

設の合意に至らず、建設用地を変更した。 

このようなことから、処理・処分方法の選定、施設建設用地の確保には、非常に時間を

要することを念頭に十分な時間的余裕を持って実施する必要がある。 
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f.1. リサイクル 

PNDMでは2020年までに「廃棄物の選別-リサイクル-有価物化を促進し発生廃棄物量の

20%の回収率を達成する」8としている。具体的には「廃棄物 終処分施設での選別-リサイ

クル-有価物化の促進と家庭系あるいは都市域の関連事業所での分別排出のパイロット活動

によって達成する」9こととしている。 

f.2. 発生廃棄物量と廃棄物の物理組成 

上記のPNDMの目標を達成するためには、先ず「発生廃棄物量」と発生する廃棄物の物理

組成の把握が重要である。これらの数値の把握は基本的に実際に測定することで求める必

要がある。 

f.3. 発生量 

発生量についてはPNDMの中でコミューンの人口規模に応じた家庭系の廃棄物発生量原

単位を示しているのでこの値に基づいて家庭系の廃棄物の発生量を求めることは可能であ

る。 

表 5-28: PNDMで設定している家庭系廃棄物の発生量原単位 

コミューンの人口規模 
Taille de l’agglomération 

発生量原単位 
Ratio en kg/hab/j 

≤ 10 000 habitants 0,58 
10 000 – 50 000 0,63 
50 000- 100 000 0,67 
100 000-300 000 0,72 

≥ 300 000 0,81 

出典 : PNDM, III – 1 - 2 Approche méthodologique, Tableau 2 

しかし、上記の廃棄物発生量原単位のみでは事業系の廃棄物量を求めることは出来ない。

下表に本プロジェクトにてティズニット市で実測した家庭系以外の廃棄物排出量原単位を

示す。 

表 5-29: 家庭系以外の廃棄物排出量原単位 

種別 レストラン 商店 病院 事業所 市場 街路清掃

単位 m2 chair m2 m2 bed m2 m2 m 

標準偏差 (g/単位/日) 165.4 439.7 28.4 91.4 73.7 6.8 111.0 28.3 

全サンプル数 35 35 35 14 14 21 21 14 

有効サンプル数 33 35 28 6 9 7 15 13 

95% 信頼値 (g/単位/日) 58.7 151.1 11.0 95.9 56.7 6.3 61.5 17.1 

大値 (g/単位/日) 377.1 910.7 46.6 254.3 160.3 11.4 264.8 69.5 

平均値 (g/単位/日) 318.4 759.6 35.6 158.3 103.6 5.1 203.3 52.4 

小値 (g/単位/日) 259.8 608.6 24.6 62.4 46.9 0.0 141.9 35.3 

出典: Projet de renforcement des capacités pour la gestion des déchets ménagers et assimilés dans la commune de Tiznit et 
les communes avoisinantes dans le Royaume du Maroc , Rapport d'avancement (1) 

 

f.4. 物理組成 

家庭系廃棄物の物理組成はティズニット県の廃棄物管理M/P Mission IIIの32頁に記載され

ている。(下表) 

                                                      
8 PNDM, III – 1 - 1 Objectifs à atteindre 
9 PNDM, III – 1 - 2 Approche méthodologique/- Développement de la filière « tri-recyclage-valorisation 
» 
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表 5-30: ティズニット県の廃棄物管理M/Pに示されている家庭系廃棄物の物理組成 

廃棄物の物理組成(Composition des déchets) ティズニット (%) モロッコ (%) 
有機物(Matières organiques et divers) 66.20 67 

紙、段ボール、布(Papier-Carton-Textiles) 4.80 19 

プラスチック (Plastique) 10.80 2.6 

金属 (Métal) 17.10 1.4 

ガラス、陶磁器、がれき(Verre-Débris céramique) 1.00 0.4 

その他(Autres) 0.00 9.6 
Total 100 100 

出典: Etude du plan directeur provincial de gestion des déchets ménagers et assimilés de la province de Tiznit 

 

また、本プロジクトで測定した物理組成を下表に示す。 

 

表 5-31: 本プロジクトで測定した物理組成 

項目 

家庭系 商業 

事業所 市場 街路清掃
高所得 中所得 低所得 

レストラ

ン 
その他 

厨芥 69.40% 76.10% 70.20% 71.50% 35.00% 28.00% 82.90% 51.30% 

紙 17.40% 11.90% 9.00% 19.80% 35.60% 57.40% 9.20% 22.70% 

布類 0.60% 0.80% 3.10% 0.00% 3.80% 0.40% 0.60% 2.20% 
草・材木・竹

類 
0.10% 0.10% 0.20% 0.50% 0.60% 0.10% 0.20% 1.60% 

プラスチック 8.80% 7.80% 12.20% 5.10% 21.30% 9.60% 5.80% 14.60% 

ゴム・皮革類 0.30% 0.00% 0.60% 0.00% 2.60% 0.00% 0.00% 0.80% 

金属類 0.70% 0.50% 1.80% 0.60% 0.60% 0.30% 0.20% 0.80% 

びん・ガラス 1.70% 2.00% 1.90% 1.40% 0.20% 3.90% 0.40% 3.10% 

土石・陶器類 0.60% 0.20% 0.10% 0.50% 0.00% 0.10% 0.00% 1.80% 

その他 0.40% 0.70% 0.80% 0.40% 0.30% 0.20% 0.70% 1.00% 

合計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
出典: Projet de renforcement des capacités pour la gestion des déchets ménagers et assimilés dans la commune de Tiznit et les 
communes avoisinantes dans le Royaume du Maroc , Rapport d'avancement (1)

 

f.5. リサイクル計画 

廃棄物からの資源回収を計画にする際には回収可能量を廃棄物量と物理組成から推定す

る必要があるが、物理組成上リサイクル可能と考えられる項目の全ての量がリサイクルす

ることは不可能であることを念頭にリサイクル計画を検討する必要がある。また、対象コ

ミューンの廃棄物の流れを整理することで合理的な計画検討が可能となる。下図にティズ

ニット市の例を示す。 
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図 5-31: ティズニット市のウエストストリーム 

 

g. 処理・処分方式の選定 

廃棄物の処理・処分方式には様々な方法があるが、選定にあたっては多くの実績を有し、

地域の実情に適合した極力単純な方法を選定することが重要である。下図に選定の手順を

示す。 

図 5-32: 処理処分方式の選定の手順 

エネルギー回収に関しては処理対象量、対象廃棄物の発熱量、投資額、維持管理費、回

収可能エネルギー量とその用途について十分な検討を行った上で選定する必要がある。 
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 制度システム指針 

ティズニット県廃棄物管理マスタープランではマスタープラン実施ために各コミューン

が連携して廃棄物広域管理のための特別組織を構築し、民間事業者と協調することで持続

可能な廃棄物管理を実現することを推奨している。また、マスタープランの実施に必要と

なる費用は各コミューンの予算及び受益者からのごみ料金徴収を財源とすることが提言さ

れている。 

一方で、ティズニット県廃棄物管理マスタープランの実施スケジュールでは、2013年～

2015年の期間でティズニット、アルバ・サヘル、アグルー、ブナマネ、レガダ、アルバ・

ラスムカ、エルマデルカブリル（El Maader el Kabrir）、ウィジャン及びシディ・ブァブデ

リ（Sidi Bouabdelli）にて廃棄物収集の広域管理グループ1を創設し広域収集車両基地を

Tiznzit市に設置する。としているが2015年末現在この広域管理グループは形成されておら

ず、広域収集車両基地の設置もなされていない。 

しかし、ティズニット、アルバ・サヘル、アグルー、レガダの4コミューンが合意してテ

ィズニット市の新 終処分施設の設置の準備が開始されており、これを足かがりとして新

終処分施設供用開始にあわせて廃棄物広域管理を行う特別組織を構築しこの組織を拡張

してティズニット県廃棄物管理マスタープランに沿って広域管理グループ1とすることが

適切と考えられる。そのためには、マスタープランを策定したティズニット県が中心とな

って廃棄物広域管理の目的を整理し、各目的に対する特別組織に求められる機能を整理し、

その機能を十分発揮出来る組織構成と制度の整備が重要となる。 

本指針では上記の事項を踏まえて、廃棄物広域管理のための組織・制度システムを構築

する際の留意事項を示す。 

 特別組織 

<指針> 

廃棄物管理は県マスタープランの目標にあるように廃棄物の収集、運搬、処理、処分を

適切に行うことで市民の健康及び環境の保全を果たすものである。 

廃棄物管理を行う組織に求められる基本的な機能は廃棄物の収集、運搬、処理、処分の

適正管理である。特別組織ではこれらの廃棄物管理に必要となる機能の中のどの部分を

担う必要があるかを先ず決定し、それに基づいて組織を構成する。組織は現業を担う担

当部署と管理を行う部署並びに組織全体を統括する機能が必要となる。 

<解説> 

廃棄物管理の主な現業部分は大きくは収集、運搬、処理、処分の4つに分けられる。現在の

ティズニット市と周辺コミューンでの現業の実施方法を下表に示す。 

表 5-32: ティズニット市と周辺コミューンでの現業の実施方法 

コミューン名 収集 運搬 処理 処分 

ティズニット 直営 直営 無し 直営 

アグルー 直営 直営 無し 直営 

レガダ 直営 直営 無し 直営 

アルバ・サヘル 外部(アソシエーション) 外部(アソシエーション) 無し 直営 

 

現在のところ収集した廃棄物の処分先は各コミューンあるいは隣接コミューン内であり

収集した廃棄物の運搬距離が短いため収集車両が直接処分先へ搬出している。 
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しかし、ティズニット市の新 終処分施設が供用開始されると3コミューンは県の廃棄物

マスタープラン沿ってこの新処分施設を利用することとなる。その結果、ティズニット市

周辺の3コミューンは現在よりかなり長い距離を運搬する必要が生じる。そのため、この運

搬の部分を誰がどのように担うかを定める必要がある。 

処理、処分に関してはティズニット市が民間事業者に対して15年間の契約を締結して実

施するため、処理処分に関する現業部分は無くなりこれに代えて民間事業者と公共側の契

約条件を厳密に管理して民家事業者に対する管理監督を行うことが大きな業務となる。 

現在のところ新 終処分施設はティズニット市が民間事業者間でコンセッション契約を

締結して事業を実施することを前提とすれば新 終処分施設はティズニット市が民間事業

者に対する管理監督実施していくこととなる。 

ティズニット県が中心となってこれらの事項を整理して、マスタープランに掲げられて

いる特別組織の構成、機能、人材配置、事務体制等の必要な事項を定めて特別組織を創設

し、機能させる必要がある。 

 廃棄物の中継輸送 

<指針> 

ティズニット県廃棄物管理マスタープランではティズニット市から距離に関係なくティズニ

ット市に設置される新 終処分施設を県全体で利用する計画となっている。そのためティズニ

ット市から遠距離に位置するコミューンの廃棄物は長い距離輸送する必要が生じる。この輸送

を合理的、効率的に進めるために廃棄物の輸送に関すシステムを構築・運用することが重要で

ある。 

<解説> 

現在は県内の各コミューンではそれぞれのコミューン内の廃棄物は各コミューンかそれ

ぞれ収集しそれぞれのコミューンの 終処分場に輸送し処分している。しかし、県のマス

タープランでは県内のコミューンを3つのグループに分け、下図に示す通りティズニット市

近郊に位置する新廃棄物 終処分施設へ、第1グループのティズニット市近郊の9コミュー

ンは廃棄物を直送し、第2グループの9コミューンはアンジコミューンに立地予定の中継基

地へ、第3グループの7コミューンはアイ・ウァフカコミューンに立地予定の中継基地へ搬

入し、中継基地から同処分場へ大型車両輸送する計画としている。しかし、広域利用の処

分場の詳細（運営形態や費用負担等）は記述されていない。 
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図 5-33ティズニット県広域処分計画（中継基地、中継輸送） 

 ティズニット市の廃棄物 終処分施設の供用が開始されると徐々にではあるが県のマ

スタープランに沿って廃棄物管理の改善を実施していくこととなる。その際には中継基地

と中継輸送は複数のコミューンが利用するものであるので、県が中心となって中継基地の

設置、運用、中継輸送の責任主体と実施主体、費用負担を明確にする必要がある。 

終処分施設はティズニット市が事業主体となって建設・運用を行うこととなっている

が、中継基地と中継輸送に関しても 終処分施設と同様に中継基地が立地するコミューン

ないし近隣のコミューンが事業主体となって実施するのかあるいは複数コミューンによる

共同運営とするかを決定したうえで運用基準を制定しそれに沿って運用していく必要があ

る。 
 

 新処分施設の運用 

<指針> 

県のマスタープランではティズニット市の新 終処分施設はティズニット県全体で利用

する計画となっている。 

このような利用形態をとる場合にはそれぞれの関係者の役割、権利、義務に整理しそれ

ぞれの関係者の合意の元で新処分施設を運用する際の各種規準を作成し、運用すること

が重要である。 

<解説> 

県のマスタープランではティズニット市の新 終処分施設はティズニット県全体で利用

する計画となっている。そのため、施設供用開始までにティズニット県庁が中心となって

ティズニット市とティズニット市以外の新 終処分施設利用コミューンとの間で施設の利

用について必要となる事項を明確にした上で、それに基づいて施設運用の規準を作成し、

この規準に従って施設を運用する必要がある。以下に一般的に考えられる必要となる事項

を整理した結果を示す。実際の施設運用規準はこれに加えてモロッコ王国の法律等で定め

られている事項についても定める必要がある。 

表 5-33: 一般的に考えられる新施設供用開始まで実施すべき事項 

実施主体 実施すべき事項 

ティズニット県 

- 新 終処分施設共同利用に関する中央省庁との調整 
- 新 終処分施設共同利用に関するコミューン間の調整 
- 新 終処分施設共同利用に関する基準の設定 
- 新 終処分施設共同利用に関する基準の遵守状況の管理監督 

ティズニット市 

- 新 終処分施設の設置と運営 
- 新 終処分施設運営民間事業者に対する管理監督 
- 新 終処分施設への搬入量の管理 
- 民間事業者に対する対価の支払い 
- 新 終処分施設利用者に対する対価の請求と受領 
- 新 終処分施設のオーナーとしての各種権利の設定 

ティズニット市以外の

コミューン 

- 新 終処分施設の利用 
- 新 終処分施設利用の対価の支払い 
- 新 終処分施設の受入基準の遵守 
- 新 終処分施設への搬出量の管理 
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6 結論と提言 

6.1 結論 

ベースラインからの変遷、キャパシティー評価結果は下図に示すようにプロジェクト開

始時点に比較して10～45%程度向上し、処分及び資源化の部分を除いて日本時専門家無しで

満足のいくレベルの業務遂行が可能な水準まで向上した。 

収集運搬や社会（市民連携の）キャパシティーの向上の結果、収集率は2015年9月の時点

でで96.3%（ベースラインは93%）であり、ベースラインから3.3%改善し、廃棄物の減量化

については2015年9月の時点でパイロット地区における排出量の減量率は10%（ベースライ

ンは7%）であり、既にプロジェクトの目標のである10%を達成している。など具体的な数値

として結果が発現している。 

処分、資源化についてはプロジェクト期間中に資源化施設及び埋立処分施設から構成さ

れる新規廃棄物処分施設の設置と運用が開始されなかったため、この分野のキャパシティ

ーは大きくは向上しなかった。 

 

図 6-1: キャパシティーの変化状況 

そして、今後もプロジェクトで得られた経験・知見を基にティズニット市が継続的な取り

組みをを行うことでティズニット市に於ける廃棄物管理の改善がなされることが期待され

る。 

同時にティズニットで得られた経験・知見に基づいてモロッコ国内の類似した自治体で

の廃棄物管理が改善されることが重要である。 
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6.2 提言 

本プロジェクトの締めくくりとして「経験の共有」「啓発活動」「環境教育」「広域連携」

の4項目について提言を行う。また、専門家チームはこれらの提言の実施主体を以下のとお

り提案する。 

実施主体 

提言項目 

国 
（内務省、環境省） 

ティズニット県 ティズニット市
ティズニット市

以外コミューン

教育省 
県事務所 

学校 

経験の共有 X X     

啓発活動   X X   

環境教育     X X 

広域連携  X     

 経験の共有 

本プロジェクトの1つの成果として、プロジェクトで実践した事項に基づいて「ティズニ

ット県廃棄物管理マスタープラン実施指針」を作成した。 

この指針はティズニット県が策定した廃棄物管理マスタープランの実現に際し、プロジ

ェクトで得られた知見に基づいて今後必要な対応をとれるよう考え方を取りまとめたもの

である。今後は、この指針を活用してティズニット県の廃棄物管理マスタープランを実施に

移し、その際に発生した課題とその解決策等の知見を蓄積するとともに、ティズニット県並

びに関係中央省庁がそこで得られた知見を全国に向けて発信することで、モロッコ国にお

ける類似県の廃棄物管理の向上に役立てられることが期待される。 

 啓発活動 

家庭系廃棄物や家庭系類似廃棄物の適正な管理には排出者の協力が必要不可欠である。

排出者の廃棄物管理への理解を深め効果的に廃棄物管理を行うためには排出者に対する啓

発活動が重要である。本プロジェクトで排出者に対する啓発ツール類（ビデオ、看板、チラ

シ、周知ようマグネット等）を作成配布し啓発活動を実施した。これらのツール類を利用し

た継続的な啓発活動の実施が望まれる。 

 環境教育 

本プロジェクトで子供たちを対象とした廃棄物管理に関する環境教育の教科書を作成し

配布した。この教科書を積極的に活用して次世代を担う子供たちに対する環境教育活動を

より活発に行うことが望まれる。 

環境教育は教育省県事務所並びに学校、コミューンが連携することで実施されることが

望まれる。これら関係者の役割を整理した結果を下表に示す。環境教育は下表に示す枠組み

を基本として展開することが望まれる。 

関係者機関 役割 

教育省県事務所 
コミューンと学校との間の調整、学校

に対する周知を行う 

コミューン 
廃棄物管理担当者 
（行政職・技術職） 

学校との調整、意識啓発への協力（教材

の提供等） 
収集作業員 資源の収集・運搬 

学校 

校長 コミューンとの調整 
環境クラブ担当教員（環境クラブ

がない学校の場合は、校長が３R
改善活動の担当教員を任命） 

各学校における３R改善活動の監督（分

別・保管ルールの指導） 

各教員 生徒に対する意識啓発 
生徒 家庭の不要な再生可能資源の持参 
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 広域連携 

a. 中継輸送 

ティズニット県廃棄物管理マスタープランではティズニット市からの距離に関係なくテ

ィズニット市に設置される新最終処分施設を県全体で利用する計画となっている。そのた

めティズニット市から遠距離に位置するコミューンの廃棄物は長距離輸送する必要が生じ

る。この輸送を合理的、効率的に進めるために廃棄物の輸送に関するシステムを構築・運用

することが望まれる。 

b. 新規最終処分施設の運用 

上述のとおり、県のマスタープランではティズニット市の新最終処分施設はティズニッ

ト県全体で利用する計画となっている。 

このような利用形態をとる場合にはそれぞれの関係者の役割、権利、義務に整理しそれぞ

れの関係者の合意の元で新処分施設を運用する際の各種規準を作成し、運用することが望

まれる。 

そのため、施設供用開始までにティズニット県庁が中心となってティズニット市とティ

ズニット市以外の新最終処分施設利用コミューンとの間で施設の利用について必要となる

事項を明確にした上で、それに基づいて施設運用の規準を作成し、この規準に従って施設を

運用する必要がある。以下に一般的に考え得る必要実施すべき事項を整理した結果を示す。

実際の施設運用規準はこれに加えてモロッコ王国の法律等で定められている事項について

も定める必要がある。 

表 6-1: 一般的に考えられる新施設供用開始まで実施すべき事項 

実施主体 実施すべき事項 

ティズニット県 

- 新最終処分施設共同利用に関する中央省庁との調整 
- 新最終処分施設共同利用に関するコミューン間の調整 
- 新最終処分施設共同利用に関する基準の設定 
- 新最終処分施設共同利用に関する基準の遵守状況の管理監督

ティズニット市 

- 新最終処分施設の設置と運営 
- 新最終処分施設運営民間事業者に対する管理監督 
- 新最終処分施設への搬入量の管理 
- 民間事業者に対する対価の支払い 
- 新最終処分施設利用者に対する対価の請求と受領 
- 新最終処分施設のオーナーとしての各種権利の設定 

ティズニット市以外

のコミューン 

- 新最終処分施設の利用 
- 新最終処分施設利用の対価の支払い 
- 新最終処分施設の受入基準の遵守 
- 新最終処分施設への搬出量の管理 
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I. Households
Note 1. Cells shaded in gray indicate that there was no data taken in that year.

2. "N/A" signifies "not applicable"

1. General information about the interviewed persons
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Age: 19 years and under 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
            20-29 years 15 11 16 1 5 6 0 6 0 1 0 2 1 2 1
            30-39 years 18 16 18 1 7 8 2 3 6 1 0 5 1 0 2
            40-49 years 20 31 18 10 2 1 4 4 8 4 1 6 5 7 1
            50-59 years 15 8 12 2 1 0 4 1 1 6 0 4 2 7
            60-69 years 6 6 3 0 0 0 4 1 0 3 0 1 1 3 2
            70 years and over 2 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2
           No response 1 0 12 0 0 0 1 0 0 0 14 1 0 0 0

2. Genre: Female 24 13 22 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
                Mal 55 67 58 15 13 15 15 13 15 15 15 15 15 15 15

2. Situation of waste collection
Q.2.1. Do you have waste collection service?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 80 80 80 15 15 15 12 14 13 5 15 5 1 2 0
2. No 0 0 0 0 0 0 3 1 2 10 0 10 14 13 15

Total 80 80 80 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

Q.2.1.1. Who collects the wastes?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Commune 77 79 80 15 15 15 9 14 13 0 15 5 1 0 N/A
2. Private company 1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 N/A
3. Individual 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 N/A
4. Association 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 N/A
5. NGO 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 N/A

Total 80 80 80 15 15 15 12 14 13 5 15 5 1 2 N/A

Q.2.1.2 What kind of waste collection service do you have?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Door-to-door collection 24 12 1 3 0 0 1 0 1 4 5 0 0 0 N/A
2. Collection on street side 41 48 74 11 15 11 2 12 8 0 13 4 0 0 N/A
3. Collection by ringing 2 19 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 N/A
4. Collection at designated points 13 0 4 1 0 0 8 2 0 0 6 0 1 2 N/A

Total 80 79 79 15 15 13 12 14 9 4 24 5 1 2 N/A

(For people without collection service)
Q.2.1.3 What do you do with your wastes?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. We burn them N/A 0 N/A N/A N/A 2 1 0 9 0 5 6 12 13
2. We take them to the disposal site N/A 0 N/A N/A N/A 0 0 0 1 0 0 5 0 0
3. We throw them at other places N/A 1 N/A N/A N/A 2 0 0 0 0 10 6 6 10

Total N/A 1 N/A N/A 0 N/A 4 1 0 10 0 15 17 18 23

3. Place and time of waste collection
Q.3.1. How do you find the distance between your house and the collection point?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Too far 3 9 3 0 1 1 4 1 2 0 0 0 5 1 N/A
2. Close enough 76 71 78 15 14 14 9 13 12 3 15 5 4 4 N/A
3. I don't know 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 N/A

Total 79 80 81 15 15 15 13 14 14 3 15 5 10 5 N/A

Q.3.2. Is the collection frequency enough for you?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 54 73 77 15 15 13 9 14 15 2 15 4 0 0 N/A
2. No 23 7 3 0 0 2 2 0 0 1 0 0 1 0 N/A

Total 77 80 80 15 15 15 11 14 15 3 15 4 1 0 N/A

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 29 70 79 2 15 13 2 14 13 1 15 0 0 2 N/A
2. No 18 10 1 13 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 N/A

Total 47 80 80 15 15 14 2 14 15 1 15 0 0 2 N/A

4. Satisfaction and Financial Questions about Collection Service
Q.4.1. Are you satisfied with the current waste collection system?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 67 61 69 15 15 12 9 13 13 5 15 5 4 2 N/A
2. No 10 18 10 0 0 3 3 1 2 0 0 0 1 1 N/A

Total 77 79 79 15 15 15 12 14 15 5 15 5 5 3 N/A

Q.4.1.1. Why are you satisfied with the current waste collection system? 
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Frequency of collection is sufficient 39 47 55 15 15 11 4 8 9 5 14 3 0 1 N/A
2. Collection schedule is convenient 23 32 14 2 11 0 5 0 0 0 5 1 4 0 N/A
3. It helps keep my own house 28 2 38 11 0 1 10 0 12 0 5 4 4 2 N/A
4. Collectors are working hard 11 21 9 0 4 12 7 2 0 0 3 1 0 0 N/A
5.  Collection point is not far 3 23 5 0 2 0 8 4 0 0 4 1 0 0 N/A
6. Service is free / is not expensive 2 0 11 0 0 0 1 0 1 0 1 2 1 1 N/A
7. Others 0 0 2 0 0 3 0 0 1 0 1 0 0 0 N/A

Total 106 125 134 28 32 27 35 14 23 5 33 12 9 4 N/A

Q.4.1.2 What problems do you have with the current system of waste collection? Possibility to check multiple boxes.
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. The frequency is inadequate 3 17 5 N/A 0 0 2 1 0 1 N/A 1 1 1 N/A
2. The collection schedule is irregular 5 3 1 N/A 0 2 0 0 0 0 N/A 0 0 1 N/A
3. The time of collection is too early or late 0 0 0 N/A 0 1 0 0 0 0 N/A 0 0 2 N/A
4. The attitude of the collectors is bad 8 0 1 N/A 0 0 0 0 0 0 N/A 0 0 0 N/A
5. The collection rate is high 0 0 4 N/A 0 0 0 0 1 0 N/A 0 0 0 N/A
6. The collection point is too far 0 0 15 N/A 1 0 1 0 1 0 N/A 0 0 1 N/A
7. Others 0 0 3 N/A 0 0 0 0 0 0 N/A 0 0 0 N/A

Total 16 20 29 0 1 3 3 1 2 1 0 1 1 5 N/A

Q.3.3 If the waste collectors designate the days and hours of waste collection so that the collection be more effective and the city cleaner, and if  you are to keep your waste within your premices until the collection day and hour, do
you think you can respect the day and/or the hour of collection?
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5. Selective sorting and recycling
Q.5.1.  What do you do with the following wastes at home?

(1) Food wastes excluding bread

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 41 72 76 1 6 15 3 14 15 15 13 2 0 5 3
2. sorting and giving 24 8 4 3 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
4. Reuse at home 12 0 0 11 7 0 10 0 0 0 0 4 0 10 9

Total 77 80 80 15 15 15 14 15 15 15 14 6 0 15 14

(2) Bread

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 0 3 8 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
2. sorting and giving 56 74 50 4 6 14 2 15 1 8 0 3 0 1 4
3. sorting and selling 9 3 6 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
4. Reuse at home 10 0 14 11 7 1 10 0 13 6 15 3 0 13 11

Total 75 80 78 15 15 15 13 15 15 14 15 7 0 14 15

(3) Green wastes

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 31 58 47 7 15 7 3 0 2 10 11 1 0 2 0
2. sorting and giving 0 18 24 0 0 8 0 12 1 4 0 0 0 0 2
3. sorting and selling 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0
4. Reuse at home 2 2 9 2 0 0 9 2 12 1 4 4 0 7 5

Total 33 78 80 10 15 15 12 14 15 15 15 6 0 12 7

(4) Glass (excluding returnable drink bottles)

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 22 66 80 0 15 15 0 11 15 15 15 0 0 13 9
2. sorting and giving 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
4. Reuse at home 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

Total 24 66 80 0 15 15 0 11 15 15 15 2 0 13 10

(5) Metal cans

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 70 66 80 15 15 15 10 8 15 15 15 5 0 12 15
2. sorting and giving 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4. Reuse at home 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0

Total 70 66 80 15 15 15 13 8 15 15 15 6 0 13 15

(6) Plastic bottles

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 69 80 80 15 15 15 10 13 15 15 15 6 0 12 11
2. sorting and giving 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4. Reuse at home 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

Total 72 80 80 15 15 15 10 13 15 15 15 6 0 13 15

(7) Plastic bags

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 72 77 80 15 15 15 13 6 15 14 15 6 0 12 13
2. sorting and giving 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4. Reuse at home 3 1 0 0 0 0 0 5 0 1 0 0 0 0 0

Total 75 80 80 15 15 15 13 11 15 15 15 6 0 12 14

(8) Paper

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 74 79 78 15 14 15 7 7 15 12 15 6 0 11 14
2. sorting and giving 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4. Reuse at home 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

Total 74 80 80 15 14 15 7 8 15 12 15 6 0 11 14

Q.5.2. Why don't you sort the wastes?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. There is no reason to sort it. 70 62 62 15 6 10 13 15 14 15 13 9 13 8 11
2. It is annoying to sort it 0 7 14 0 9 0 1 0 0 0 10 1 1 1 1
3. The waste collectors do the sorting 10 11 13 0 0 4 0 0 1 0 1 1 1 1 0

Total 80 80 89 15 15 14 14 15 15 15 24 11 15 10 12

Q.5.3. If you had to sort some types of recyclable waste you throw away today so they can be effectively recycled, would you do it?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 76 72 76 13 13 8 11 15 14 14 15 9 13 10 11
2. No 1 7 3 2 2 5 4 0 1 0 0 1 1 5 4

Total 77 79 79 15 15 13 15 15 15 14 15 10 14 15 15

Q.5.4. In general, are you in favor of recycling?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 67 80 77 13 15 15 11 15 15 15 15 10 13 10 11
2. No 6 0 3 2 0 0 4 0 0 0 0 2 1 3 4

Total 73 80 80 15 15 15 15 15 15 15 15 12 14 13 15

Q.5.4.1. Why are you in favour of recycling?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. It saves resources 26 55 24 15 8 1 4 6 5 11 12 0 10 8 3
2. It helps to preserve nature 57 71 71 13 11 13 10 9 10 13 12 10 12 7 5
3. Waste management becomes effective 5 14 1 0 2 1 1 1 0 6 1 1 6 1 0
4. It extends the life of the landfill 16 5 1 0 2 1 1 0 0 0 0 7 2 0 1
5. I can make profit out of selling recyclables 15 5 26 0 0 8 11 7 10 0 3 7 1 4 7

Total 119 150 123 28 23 24 27 23 25 30 28 25 31 20 16

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka



 

An1-3 
 

 

 

 

 

 

 

  

6. Cleaning of the city
Q.6.1. Do you believe that public places such as roads and parks are well maintained and clean?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 43 63 62 15 13 13 12 14 10 0 13 12 8 10 8
2. No 34 17 17 0 2 2 3 1 5 14 2 2 6 4 7

Total 77 80 79 15 15 15 15 15 15 14 15 14 14 14 15

Q.6.2. Are there "black spots" or places where there is always waste dumped in your neighborhood?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 51 41 41 0 1 1 11 7 14 14 2 9 6 10 14
2. No 25 39 39 15 14 14 4 8 1 0 13 2 9 3 1

Total 76 80 80 15 15 15 15 15 15 14 15 11 15 13 15

Q.6.3. Why do you think that there are black spots? Possibility to check multiple boxes?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Collection frequency is not sufficient 12 29 13 N/A 1 1 3 3 2 14 0 9 1 2 0
2. Collection point is too far 5 20 3 N/A 1 0 2 5 1 4 0 2 1 2 2
3. People throw away waste as they generate 39 45 33 N/A 13 1 9 4 10 0 4 0 6 3 3
4. I do not know. 2 0 16 N/A 0 12 0 0 0 0 0 2 0 0 0
5. Others 6 0 13 N/A 0 0 0 0 2 0 11 0 3 6 11

Total 64 94 78 0 15 14 14 12 15 18 15 13 11 13 16

Q.6.4. [For neighborhoods that have waste containers made of metal or plastic] In your neighborhood, is there waste overflowing waste containers?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 14 18 14 0 0 0 7 13 9 14 2 0 1 N/A N/A
2. No 43 30 47 8 13 14 8 2 4 0 13 14 6 N/A N/A

Total 57 48 61 8 13 14 15 15 13 14 15 14 7 0 0

Q.6.5. Why do you believe that there are overflowing waste containers? Possibility to check multiple boxes.

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Collection frequency is not sufficient. 2 24 7 N/A 4 0 3 5 1 N/A 0 N/A 1 N/A N/A
2. The containers are too small 8 26 7 N/A 11 1 7 11 8 N/A 1 N/A 1 N/A N/A
3. The containers are dirty or smelly 3 9 3 N/A 3 3 2 0 0 N/A 0 N/A 1 N/A N/A
4. I don't know. 1 0 32 N/A 0 9 0 0 3 N/A 0 N/A 0 N/A N/A
5. Others 0 0 20 N/A 0 2 0 0 1 N/A 14 N/A 0 N/A N/A

Total 14 59 69 0 18 15 12 16 13 0 15 0 3 0 0

Q.6.6. What problems have you found regarding the cleanness of the town? Possibility to check multiple boxes.

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. People throw waste in public places. 2 69 46 0 13 1 11 7 13 4 15 7 1 5 0
2. Black spot causing an offensive odor. 8 6 2 0 2 0 3 2 0 6 1 0 1 4 0
3. Waste that block drainage. 3 11 7 0 0 0 1 3 0 2 0 0 1 4 0
4. Smoke from burning waste 1 17 0 0 1 2 7 0 0 14 0 0 0 4 0
5. Nothing 0 0 19 0 0 12 0 0 0 6 0 3 0 0 0
6. Others 0 2 12 0 0 1 0 0 1 4 1 0 0 0 0

Total 14 105 86 0 16 16 22 12 14 36 17 10 3 17 0

7. Public Participation
Q.7.1. In your opinion, who should take the initiative to keep the town clean? Select all that apply.

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Gouvernment 0 32 9 1 2 0 0 2 1 15 12 0 3 1 0
2. Commune 58 67 70 13 15 11 12 10 3 15 15 6 10 11 11
3. Association 26 44 13 0 9 3 7 7 5 11 4 10 3 3 7
4. NGO 0 23 2 1 3 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0
5. Community 1 29 3 1 11 0 1 0 0 13 1 1 0 0 0
6. Each citizen 33 61 9 1 13 1 0 2 2 14 6 3 2 4 3
7. I don't know 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

Total 119 256 109 17 53 15 20 21 11 71 39 20 18 20 21

Q.7.2. Keeping the city clean requires efforts not only of the town but also of the population. Can you cooperate in some ways to keep the city clean?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 78 80 75 15 15 15 15 14 13 12 15 13 15 11 13
2. No 1 0 4 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0

Total 79 80 79 15 15 15 15 15 14 12 15 13 15 12 13

Q.7.3. If the town wants to disseminate to the public information that might be useful for better management of waste, in your opinion, what would be the most effective way?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Publishing on the Commune website 4 15 69 0 6 2 0 0 3 0 7 0 0 0 2
2. Publishing in the local press 4 8 16 0 0 1 0 1 5 1 4 0 0 0 0
3. Public announcements on radio 2 11 17 2 1 7 0 5 3 0 3 0 1 2 2
4. Door to door visits 35 24 26 6 6 1 4 1 5 14 9 5 13 1 0
5. By word of mouth 13 16 7 3 2 0 2 1 0 11 1 10 8 7
6. Awareness campaigns 44 6 38 14 0 6 12 7 9 0 14 7 6 0 1
7. Others 10 0 9 3 0 1 0 1 0 2 0 6 13

Total 112 80 182 28 15 17 17 16 27 15 48 15 30 17 25
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II. Enterprises and Institutions
Notes 1. Cells shaded in gray indicate that there was no data taken in that year.

2. "N/A" signifies "not applicable"

1. General information on the interviewed enterprises/institutions
Type d'entreprise/ etablissement

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

 Schools 2 2 0 3 2 2 2 2 1 2 1 3 3 3 3
 Commerce/markets 2 3 7 3 4 5 2 3 4 3 9 1 3 3 3
 Restaurants, cafés 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 0 1 1 1 1
 Livestock farmers, butchers 3 2 1 2 2 0 3 2 2 2 0 3 2 3 3
 Construction companies 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 2 1 0 0

Total 10 10 10 10 10 9 10 10 10 10 10 10 10 10 10

2. Tri Sélectif et Recyclage
Q.2.1.  What do you do with the following wastes ?

(1) Food wastes excluding bread

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 1 1 5 1 4 2 1 5 0 7 6 5 3 2 1
2. sorting and giving 3 2 4 1 2 8 1 0 6 0 3 0 1 0 0
3. sorting and selling 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 2
4. Reuse at home 0 2 0 1 2 0 4 1 0 2 0 0 0 0 1

Total 5 6 9 4 8 10 6 6 6 9 9 7 5 3 4

(2) Bread

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 0 2 4 0 1 4 0 2 1 0 2 0 0 0 0
2. sorting and giving 4 2 1 4 4 1 1 1 0 2 0 1 2 1 4
3. sorting and selling 0 0 3 0 0 3 1 0 1 0 1 0 0 1 0
4. Reuse at home 0 1 1 0 3 1 2 0 0 6 0 1 0 1 0

Total 4 5 9 4 8 9 4 3 2 8 3 2 2 3 4

(3) Green wastes

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 2 1 2 1 3 2 4 2 0 7 7 1 2 0 0
2. sorting and giving 0 1 7 0 0 7 0 1 1 0 1 0 3 0 2
3. sorting and selling 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 2 1 2 2
4. Reuse at home 0 1 0 1 2 0 3 2 2 2 0 0 0 5 2

Total 3 3 9 3 5 9 7 5 4 9 9 3 6 7 6

(4) Glass (excluding returnable drink bottles)

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 6 5 0 6 3 0 3 4 0 5 3 2 2 4 4
2. sorting and giving 0 0 10 0 1 10 0 0 9 1 7 0 0 0 0
3. sorting and selling 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1
4. Reuse at home 1 0 0 1 0 0 1 0 0 2 0 1 1 0 1

Total 7 5 10 8 4 10 4 4 10 8 10 4 4 5 6

(5) Metal cans

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 5 3 0 3 6 0 4 3 2 7 3 3 1 2 4
2. sorting and giving 0 0 9 1 0 9 0 0 7 0 6 0 0 0 0
3. sorting and selling 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0
4. Reuse at home 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

Total 5 3 10 4 6 10 5 3 10 9 10 3 2 2 4

(6) Plastic bottles

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 6 3 0 8 4 0 4 6 1 6 3 4 3 3 3
2. sorting and giving 0 2 10 0 0 10 0 0 8 0 7 0 2 0 1
3. sorting and selling 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 1 1 2 1
4. Reuse at home 1 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 2 2 0

Total 7 5 10 9 6 10 7 7 10 6 10 5 8 7 5

(7) Plastic bags

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 4 4 0 8 5 0 4 4 0 8 3 4 6 5 5
2. sorting and giving 0 1 10 0 1 10 0 0 9 0 7 0 0 0 0
3. sorting and selling 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2
4. Reuse at home 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 2 1 1 0

Total 5 5 10 9 7 10 5 4 10 9 10 6 7 8 7

(8) Paper

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Elimination with other wastes 6 4 0 7 6 0 3 3 0 8 3 3 2 4 5
2. sorting and giving 0 1 10 0 0 10 0 0 9 0 7 0 0 0 0
3. sorting and selling 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 1
4. Reuse at home 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1

Total 7 5 10 8 6 10 4 3 10 8 10 5 3 5 7

3. Selective sorting and recycling
Q.3.1. Do you have waste collection service?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 3 10 10 7 7 9 4 8 9 6 9 3 2 4 9
2. No 2 0 0 0 2 1 3 2 0 3 0 1 3 3 0

Total 5 10 10 7 9 10 7 10 9 9 9 4 5 7 9

Q.3.1.1. Who collects the wastes?
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Commune 6 10 10 8 5 9 6 8 9 1 9 5 4 3 0
2. Private company 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
3. Individual 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
4. Association 0 0 0 0 2 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0
5. NGO 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

Total 6 10 10 8 8 9 6 8 9 6 9 5 4 7 0

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Bounaamane OuijjaneTiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka
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4. Satisfaction et Questions Financières à propos du Service de Collecte
Q.4.1. Are you satisfied with the current waste collection system?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 6 10 9 9 7 9 7 8 8 6 9 7 2 4 N/A
2. No 1 0 0 0 3 0 0 1 2 0 0 0 1 3 N/A

Total 7 10 9 9 10 9 7 9 10 6 9 7 3 7 N/A

Q.4.1.1. Why are you satisfied with the current waste collection system? 
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Frequency of collection is sufficient 2 6 10 5 3 8 3 4 9 2 10 2 0 2 N/A
2. Collection schedule is convenient 2 0 5 1 0 3 6 0 8 0 0 5 0 0 N/A
3. It helps keep my own house 0 4 4 1 5 0 2 3 1 1 6 1 0 2 N/A
4. Collectors are working hard 0 0 2 0 0 0 4 1 0 0 2 0 0 1 N/A
5.  Collection point is not far 0 0 0 2 0 7 2 0 0 0 0 1 0 0 N/A
6. Service is free / is not expensive 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 N/A
7. Others 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 N/A

Total 5 10 21 10 8 18 17 8 18 4 19 10 0 5 N/A

Q.4.1.2 What problems do you have with the current system of waste collection? Select all that apply.
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. The frequency is inadequate 0 2 N/A 1 1 N/A N/A 0 0 N/A N/A 0 1 2 N/A
2. The collection schedule is irregular 0 1 N/A 0 1 N/A N/A 1 0 N/A N/A 1 0 2 N/A
3. The time of collection is too early or late 1 0 N/A 0 1 N/A N/A 1 0 N/A N/A 0 0 0 N/A
4. The attitude of the collectors is bad 0 0 N/A 0 0 N/A N/A 0 0 N/A N/A 0 0 3 N/A
5. The collection rate is high 1 0 N/A 0 0 N/A N/A 0 0 N/A N/A 0 0 0 N/A
6. The collection point is too far 0 0 N/A 0 2 N/A N/A 0 0 N/A N/A 0 0 0 N/A
7. Others 0 0 N/A 0 0 N/A N/A 0 0 N/A N/A 1 0 2 N/A

Total 2 3 0 1 5 0 N/A 2 0 0 0 2 1 9 N/A

5. Cooperation for waste management
Q.5.1. Keeping the city clean requires efforts not only of the town but also of the population. Can your enterprise/institution cooperate in some ways to keep the city clean?

Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Yes 9 8 10 9 9 10 11 8 8 8 10 5 8 5 3
2. No 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1

Total 9 8 10 9 9 10 11 8 8 8 10 6 8 6 4

Q5.1.1. What do you think that your enterprise/institution can do? (Possibility of multiple answers)
Commune

Year 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015

1. Throw away the waste properly 2 6 5 2 9 4 2 8 10 8 10 1 1 0 0
2  Minimize the quantity of wastes 5 2 7 4 4 0 6 0 1 5 10 3 4 1 0
3. Re-utilize the wastes 3 2 3 2 5 5 2 0 1 6 1 1 4 2 1
4. Recycler the wastes 1 4 2 3 2 6 2 1 6 1 0 1 5 2 1
5. Raise awareness 2 0 2 3 0 1 3 0 1 0 0 5 3 4 4
6. Disseminate information to the public 1 0 0 2 0 2 1 0 1 0 0 2 0 1 2

Total 14 14 19 16 20 18 16 9 20 20 21 13 17 10 8

Bounaamane OuijjaneTiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka

Tiznit Aglou Regadda Arba Sahel Anzi Arba Rasmouka Bounaamane Ouijjane
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Annex 1 : Significant point of Smirnov-Grubbs test 

n 
Probability of errors α  

n 
Probability of errors α 

0.1 0.05 0.025 0.01 0.1 0.05 0.025 0.01

3 1.153118 1.153118 1.154305 1.154637 47 2.932623 2.932623 3.103243 3.310386

4 1.4625 1.4625 1.48125 1.4925 48 2.940946 2.940946 3.111796 3.319372

5 1.671386 1.671386 1.715037 1.748857 49 2.94906 2.94906 3.120128 3.328114

6 1.82212 1.82212 1.887145 1.944245 50 2.956975 2.956975 3.128247 3.336624

7 1.938135 1.938135 2.019969 2.097304 51 2.964699 2.964699 3.136165 3.344914

8 2.031652 2.031652 2.126645 2.220833 52 2.97224 2.97224 3.14389 3.352993

9 2.109562 2.109562 2.215004 2.323148 53 2.979608 2.979608 3.15143 3.360872

10 2.176068 2.176068 2.289954 2.409725 54 2.986808 2.986808 3.158794 3.368558

11 2.233908 2.233908 2.35473 2.484279 55 2.993848 2.993848 3.165989 3.376061

12 2.284953 2.284953 2.41156 2.549417 56 3.000735 3.000735 3.173022 3.383388

13 2.33054 2.33054 2.462033 2.60702 57 3.007474 3.007474 3.1799 3.390546

14 2.371654 2.371654 2.507321 2.65848 58 3.014072 3.014072 3.186628 3.397543

15 2.409038 2.409038 2.548308 2.704855 59 3.020533 3.020533 3.193214 3.404385

16 2.443272 2.443272 2.585676 2.746963 60 3.026863 3.026863 3.199662 3.411078

17 2.47481 2.47481 2.619964 2.785445 61 3.033067 3.033067 3.205977 3.417628

18 2.504017 2.504017 2.651599 2.820817 62 3.03915 3.03915 3.212165 3.424041

19 2.531193 2.531193 2.680931 2.853495 63 3.045115 3.045115 3.21823 3.430321

20 2.556581 2.556581 2.708246 2.883821 64 3.050968 3.050968 3.224177 3.436474

21 2.580388 2.580388 2.73378 2.912078 65 3.056711 3.056711 3.23001 3.442505

22 2.602784 2.602784 2.757735 2.938503 66 3.062349 3.062349 3.235733 3.448417

23 2.623916 2.623916 2.780277 2.963296 67 3.067885 3.067885 3.241349 3.454215

24 2.64391 2.64391 2.801551 2.986628 68 3.073323 3.073323 3.246863 3.459902

25 2.662873 2.662873 2.821681 3.008645 69 3.078665 3.078665 3.252277 3.465484

26 2.680899 2.680899 2.840774 3.029473 70 3.083916 3.083916 3.257596 3.470963

27 2.698071 2.698071 2.858923 3.049223 71 3.089077 3.089077 3.262821 3.476342

28 2.714459 2.714459 2.876209 3.067989 72 3.094152 3.094152 3.267957 3.481626

29 2.730127 2.730127 2.892705 3.085855 73 3.099143 3.099143 3.273006 3.486816

30 2.745132 2.745132 2.908473 3.102897 74 3.104053 3.104053 3.27797 3.491917

31 2.759523 2.759523 2.923571 3.11918 75 3.108885 3.108885 3.282852 3.49693

32 2.773345 2.773345 2.938048 3.134761 76 3.11364 3.11364 3.287656 3.501859

33 2.786639 2.786639 2.951949 3.149694 77 3.118321 3.118321 3.292382 3.506706

34 2.79944 2.79944 2.965315 3.164026 78 3.122929 3.122929 3.297033 3.511474

35 2.811782 2.811782 2.978183 3.177798 79 3.127468 3.127468 3.301613 3.516164

36 2.823693 2.823693 2.990585 3.191049 80 3.131939 3.131939 3.306121 3.52078

37 2.835202 2.835202 3.002552 3.203813 81 3.136344 3.136344 3.310562 3.525324

38 2.846331 2.846331 3.014109 3.216121 82 3.140684 3.140684 3.314935 3.529797

39 2.857105 2.857105 3.025284 3.228002 83 3.144962 3.144962 3.319245 3.534201

40 2.867542 2.867542 3.036097 3.239482 84 3.149179 3.149179 3.323491 3.538539

41 2.877664 2.877664 3.046571 3.250585 85 3.153337 3.153337 3.327676 3.542812

42 2.887485 2.887485 3.056723 3.261332 86 3.157437 3.157437 3.331801 3.547022

43 2.897023 2.897023 3.066572 3.271744 87 3.161481 3.161481 3.335869 3.551171

44 2.906293 2.906293 3.076135 3.281839 88 3.16547 3.16547 3.33988 3.55526

45 2.915308 2.915308 3.085425 3.291634 89 3.169405 3.169405 3.343836 3.559292

46 2.924081 2.924081 3.094456 3.301145 90 3.173289 3.173289 3.347738 3.563266

91 3.177122 3.177122 3.351588 3.567186 136 3.311496 3.311496 3.485824 3.702764

92 3.180905 3.180905 3.355387 3.571051 137 3.313862 3.313862 3.488176 3.705121
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n 
Probability of errors α  

n 
Probability of errors α 

0.1 0.05 0.025 0.01 0.1 0.05 0.025 0.01

93 3.18464 3.18464 3.359136 3.574865 138 3.316208 3.316208 3.490507 3.707457

94 3.188327 3.188327 3.362836 3.578627 139 3.318534 3.318534 3.492818 3.709773

95 3.191968 3.191968 3.36649 3.58234 140 3.32084 3.32084 3.495109 3.712068

96 3.195565 3.195565 3.370097 3.586004   

97 3.199117 3.199117 3.373658 3.58962   

98 3.202627 3.202627 3.377176 3.59319   

99 3.206094 3.206094 3.380651 3.596715   

100 3.20952 3.20952 3.384083 3.600196   

101 3.212906 3.212906 3.387474 3.603634   

102 3.216253 3.216253 3.390825 3.60703   

103 3.219562 3.219562 3.394137 3.610384   

104 3.222832 3.222832 3.39741 3.613698   

105 3.226066 3.226066 3.400645 3.616973   

106 3.229264 3.229264 3.403844 3.620209   

107 3.232427 3.232427 3.407006 3.623407   

108 3.235555 3.235555 3.410133 3.626569   

109 3.238649 3.238649 3.413225 3.629695   

110 3.24171 3.24171 3.416284 3.632785   

111 3.244738 3.244738 3.419309 3.63584   

112 3.247735 3.247735 3.422302 3.638862   

113 3.2507 3.2507 3.425263 3.641851   

114 3.253635 3.253635 3.428193 3.644807   

115 3.25654 3.25654 3.431092 3.647731   

116 3.259415 3.259415 3.433961 3.650624   

117 3.262261 3.262261 3.4368 3.653486   

118 3.265079 3.265079 3.439611 3.656319   

119 3.26787 3.26787 3.442394 3.659122   

120 3.270632 3.270632 3.445148 3.661896   

121 3.273368 3.273368 3.447875 3.664642   

122 3.276078 3.276078 3.450576 3.66736   

123 3.278762 3.278762 3.45325 3.67005   

124 3.281421 3.281421 3.455899 3.672714   

125 3.284054 3.284054 3.458522 3.675352   

126 3.286663 3.286663 3.46112 3.677964   

127 3.289248 3.289248 3.463694 3.680551   

128 3.29181 3.29181 3.466243 3.683113   

129 3.294348 3.294348 3.468769 3.68565   

130 3.296863 3.296863 3.471272 3.688164   

131 3.299356 3.299356 3.473752 3.690654   

132 3.301827 3.301827 3.47621 3.693121   

133 3.304276 3.304276 3.478646 3.695565   

134 3.306704 3.306704 3.48106 3.697986   

135 3.30911 3.30911 3.483453 3.700386   
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 كتيب حول استغلال المطرح

 
 

 شرح السياق العام لھذا الكتيب  .1
 السابقعترضت استغلال المطرح المشاكل التي ا .1.1

لب من الخبير القيام بزيارة إلى الدخان بالمطرح، طُ◌ُ تطايرأو / اندلاع الحريق وبخصوص مشاكل 
وبناء عليه، سجل  .اته وملاحظاته بشأنھاتعليقكذا صياغة الموقع المعني وبحث المشاكل المرتبطة به و

 :الخبير الملاحظات التالية

 افتقار المطرح لضغط النفاياتأسباب الحريق ناجمة عن  .1.1.1

جيدا  دكھا إذ لا يتم. التخلص منھابعد مباشرة  والضغط عليھا النفايات سحقإلى عملية  يفتقرالمطرح 
للھواء، إلى تزايد  المستمرتؤدي، تحت تأثير تعرضھا  الأزبالشكيل أكوام من تو ھامما يتسبب في تكدس

غير كافية بالتربة تبقى  المطرحتغطية عملية م أن . ثالنار بھا مخاطر اندلاع الحريق وسرعة اشتعال
 .وغير ملائمة كليا

تغطيتھا بالتراب مع تسويتھا بالأرض تم سحقھا وبشكل جيد و كانت مضغوطةلو أن النفايات المرمية و
 .بإتقان، لما وقع أي حريق والضغط عليھا

 إنما تقع على مستوى المنحدرات والأكوام غير المضغوطة دثومن الملاحظ أن كل الحرائق التي تح
 .بشكل كافوغير المغطاة بالتربة 

 :ولتفادي حدوث حرائق في المستقبل، يُوصى باتباع النصائح التالية

 ملء الحُفر المجوفة بالنفايات المبللة أو بالتربة ثم ضغطھا جيدا 
 محاربة تكدس الأزبال عبر تسويتھا بالأرض وضغطھا 
  الأرضتجنب تشكل مساحات غير متساوية ومرتفعة مقارنة مع سطح 
 تغطية الموقع بالتربة كلما استدعى الأمر ذلك لتجنب حوادث الحريق 
 إعتماد تقنية إزالة الغاز الحيوي والتھوية حسب جدول زمني محكم 
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فترة استغلال  من ناحية تمديدعود بالنفع على البلدية ودكھا من شأنه أن ي النفايات ضغطأن  ومن الواضح
بتسھيل  "بلدوزر" ، يقوم سائقي الجرافةعلى النفايات غياب قواعد لتنظيم أنشطة الضغط . وفيالمطرح
 قواعد، نوصي البلدية بإعداد . لذاآليا بھدف التقليل من المجھود البدني الضغط على النفاياتعملية 

يين بالسھر على احترامھا من قبل سائقي الجرافة مع تعثم  ،المطرحب الضغطداخلية خاصة بأشغال 
 .للتأكد من سيرھا الجيد ومراقبتھا الأشغال جريانمراقبين لتتبع 

 

 مشاكل مرتبطة بطريقة الاشتغال السابقة بالمطرح .1.1.2

 : تتمثل المشاكل التي يعيشھا المطرح فيما يلي

  كل ما يقوم بھا عمال . بعد تفريغھا من شاحنات التجميع االنفايات جيدضغط عدم
نحو المساحة الخارجية للمطرح ودفعھا بواسطة الجرافة التفريغ ھو إزاحة النفايات 

 .من أجل ترك مساحة كافية لاستقبال النفايات الموالية
  طويلة يجعل ھذه طول المسافة التي يقطعھا سائق الجرافة من أجل إزاحة النفايات

 تستغرق وقتا طويلاالعملية 
  النفايات المُفرغة  يتم ضغطوبالتالي، لا 

  

 طويلة دون إنجاز عملية الضغطقطع مسافة 

 أسباب اندلاع الحريق بالمطرح

 

 المشاكل التي كانت تعترض استغلال المطرح في السابق 6 رسم رقم

  بما أن تسوية سطح الأرض غير كافية فإن تكدس الأزبال وتراكمھا له تأثيرات سلبية
انتشارھا في محيط سرعة كريھة تحت تأثير الھواء والروائح الترتبط بقوة انبعاث 

ارتفاع مخاطر اشتعال الحريق ذلك، يعرف المطرح مشاكل إضافة إلى  رح.المط
 .اندلاعهسرعة و

  ،سلبيا عاملا ھو الآخر يعتبر تغطية الموقع بالتربة  فإن عدموبالموازاة مع ذلك
 .في محيطھا في انبعاث الروائح الكريھة من النفايات وانتشار الذباب مُسبباإضافيا 

 اشتغال المطرحظروف مخطط تحسين  .1.2
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اشتغال المطرح وتطبيقه  ظروف بالنظر إلى ما سبق ذكره، من المرتقب إعداد مخطط خاص بتحسين
 :يتوخى ھذا المخطط تحقيق الأھداف التالية. على أرض الواقع

  إعداد نظام مناسب لاشتغال المطرح مع الأخذ بعين الاعتبار الموارد المتوفرة حاليا
 .به حاليا

 جرافة ومُحمل خلفي  :معداتتوفير  .1.2.1

بالنسبة إلى الأشغال المشتركة بالموقع والتي يسھر عليھا كل من خبراء الوكالة اليابانية للتعاون الدولي 
ونظرائھم المغاربة والتي تتعلق برفع مستوى الأداء بالمطرح وتحسين برنامج العمل اليومي به، يُرتقب 

 ومُحمل خلفي صغير من نوع (D41-E, Komatsu) نوعتجھيز المطرح بجرافة صغيرة من 
(WB97R-5, Komatsu) 

 وسحقھا والضغط عليھانحو الأعلى توزيع النفايات أھمية طريقة  .1.2.2

مثل مكونات النفايات  عناصر متعددةتعتمد أشغال توزيع النفايات على سطح المطرح وضغطھا على 
 .وحجمھا ونوع الآلات المستعملة

النفايات بطرق مختلفة سواء بواسطة طريقة نحو الأعلى أو نحو الأسفل أو بطريقة ويمكن توزيع 
 (التسوية). مُسطحة

 توزيع النفايات نحو الأعلى

عندما تُوزع النفايات نحو الأعلى وتُضغط، يسھل تشكيل طبقة سميكة منتظمة على طول 
  المنحدر وبالتالي يسھل ضغطھا أيضا.

تنخفض وفي الوقت نفايات نحو الأعلى فإن قوة الدفع على توزيع ال ما دام عمل الجرافة يرتكز
، فنظرا لأن الجرافة تتحرك نحو أعلى المنحدر النفايات أما بخصوص ضغط. ھافعاليتنفسه تقل 
 .حالات أخرىلن تختلف في ھذه الظروف عن فعاليتھا في ، فإن فعاليتھا لونحو الأسف

 توزيع النفايات نحو الأسفل

على طول المنحدر يصعب تشكيل طبقة سميكة  وتُضغط،عندما تُوزع النفايات نحو الأسفل 
مقارنة مع  أكثر سماكة مما يجعلهفي أسفل المنحدر النفايات تتكدس إذ عادة ما  بشكل منتظم

 .في أسفل المنحدر مھمة إضافية أكثر صعوبةالنفايات ضغط عندھا يصبح . ه الأعلىمستويات
غير مضغوطة جيدا فإن ھذا قد يؤدي إلى اشتعال النفايات الموجودة أسفل المنحدر  تكونعندما 

 .التربة جيداالنار بھا بسھولة وإلى انتشار الذباب حولھا نظرا لأنھا لم تُغطى ب

ما دام عمل الجرافة يرتكز على توزيع النفايات نحو الأسفل، فإن قوة الدفع تزداد بفعل قوة 
 سحق النفايات وضغطھا، فكونما بخصوص أشغال أ. فعاليتھا فسه ترتفعوفي الوقت نالجاذبية 

في ھذه الحالة لن تختلف الأسفل، فإن فعاليتھا  وفي اتجاهأعلى المنحدر  في اتجاهالجرافة تتحرك 
 .حالات ضغط أخرىعن فعاليتھا في 
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 تسوية النفايات

 منبسط بشكلنقصد بتسوية النفايات توزيعھا على الأرض 

طحة يسھل توزيعھا بطريقة منتظمة وتتشكل وتضغط بطريقة مس بالأرض النفايات تُسوىعندما 
 .طبقة سميكة متجانسة من النفايات المضغوطةلدينا آنذاك 

مما يجعل الآلة تعمل  طة الجرافة بالتوازي مع سطح مستوِ◌ِ في ھذه الحالة، تُوزع النفايات بواس
منحدر الفوق سطح ء الجرافة مقارنة مع أدا ةتظمومن ھا عادية ھي الأخرىقوة دفعوبشكل عادٍ 

 . وبالتالي تنعكس ظروف الاشتغال ھاته على مردودية العمل وفعاليته

فإن تحرك الجرافة في اتجاه أمامي وخلفي أثناء عملية الضغط على ضغط النفايات، بالنسبة إلى 
يحدث في حالات انضغاط النفايات يجعل مستوى أداء الآلة أو فعاليتھا مشابھة شيئا ما لما 

 .أخرى

توزيع النفايات عندما يتعلق الأمر بمنھي عنھا  "الدفع نحو الأسفل" من الواضح أن طريقة
   .وضغطھا

بينما لا يوصى باعتماد  "الدفع نحو الأسفل"  يوصى باتباع طريقةعادة ما ، وعموما

 : على النقاط التاليةإذن ط الضوء سل. لنُِ التسوية طريقة

 " التسوية "طريقةسلبيات 

ينبغي الحرص على عزل المنطقة التي تشھد أشغال توزيع النفايات وضغطھا عن باقي مناطق 
 :العمل وينبغي حصرھا في مجموعة الأھداف التالية

  خفض المؤثرات السلبية للنفايات قدر الإمكان كالتقليل من الروائح الكريھة ومن
 والحشرات في محيط المطرح انتشار النفايات

 خفض المسافة التي تقطعھا (تحقيق مردودية أعلى في توزيع النفايات وضغطھا
 )الجرافة أثناء تحركھا نحو الأمام ونحو الخلف

 تلبيس بسمك فعال مع تقليص نسبة ( إنجاز أشغال فعالة واقتصادية لتلبيس الأرضية
 )التراب بالمقارنة مع نسبة النفايات إلى مستويات معقولة

  إزاحة مياه الأمطار قدر الإمكان من محيط المطرح ( النفاياتخفض نسبة عصارة
 )كالتقليل مثلا من تسرب مياه الأمطار وتجمع المياه الراكدة

لأنھا تتضمن العديد من السلبيات منھا أنھا ترفع   ة"التسوي" ، لا يوصى باعتماد طريقةوعموما
عند المسافة التي تجتازھا الجرافة وتقلل من المساحة التي تستعملھا عربات جمع النفايات 

 الأرض.التربة المستعملة في تلبيس  ومن جھة أخرى ترفع من كمية مرورھا لتفريغ محتواھا

  المطرحلتحسين وضعية الأشغال المشتركة  .1.3



خبير جيكا       
  تادايا ياماموتو                         

 

An3-5 
 

  الأشغال المشتركةانطلاق 

  
 

  التحقق الأولي من اشتغال الجرافة    

. 

 

 مناقشة بين المستغل والخبير       

  

 

المنحدر المشتعل بغرض الضغط عليھا سفحالنفايات القديمة عند  توزيع

 

  جارية فوق المنحدر (شفرة القطع لم تستعمل)أشغال ضغط النفايات 
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 " وضغطھانحو الأعلى النفايات توزيع تجربة طريقة 

 

 النفايات عند سفح المطرح وتفريغإعداد أرضية المطرح بواسطة الجرافة 

 

لتفريغ النفايات عند سفح المنحدر. (بإمكان الجرافة أن تُسوي النفايات وتضغطھا بطريقة فعالة  عربات 4
  على مسافة صغيرة)

تقوم الجرافة بتسوية النفايات وضغطھا عند المنحدر (زاوية معكوسة نفايات عند سفح المنحدر. تفريغ ال
 مقارنة مع الصورة الأعلى)
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 التحكم في الحريق بواسطة الجرافة 

  

  

إطفاء الحريق عبر توزيع النفايات القديمة وضغطھا. (النصف التحتي  
 للصورة)
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  التحكم في الحريق 

 

 قبل

 

 

معكوسةزاوية    

 بعد (اليوم الموالي) 

 

 



خبير جيكا       
  تادايا ياماموتو                         

 

An3-9 
 

  محاربة الحريق في منحدر شاسع 

 

انطلاقا وإعداده حفر طريق ب وذلكتقوم الجرافة بتقسيم المنحدر الشاسع المشتعل إلى منحدرين مشتعلين 
 ضغط.تُ بالرماد ثم  وتغطىعلى طول مسافته توزع التي النفايات  من

 

 المنحدر المشتعل من أجل إطفاء الحريقيتم الضغط على أسفل 

  الصورة جرافتين يقومان بالضغط على أسفل وأعلى المنحدر من أجل إطفاء الحريق تظھر
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 (1) .أسباب اندلاع الحريق بالمنحدر(حفر مُشتعلة) محدودة 

  بالمنحدرالنفايات اندلاع الحريق بالحفر بسبب انعدام ضغط 

  ھاضغطوالمنحدر النفاياتا ب تسوية

المنحدرصورة توضح كيف تم التحكم بالحريق المندلع بأحد الحفر ب القيام بضغط النفايات بالمنحدر  
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  2( أسباب اندلاع الحريق بالمنحدر(حفر مُشتعلة) محدودة.(  

 

 تطاير الدخان بالحفر بسبب عدم ضغط النفايات في السابق

 

  المُشتعلة ثم الضغط عليھافر حُ الالذي يعرف انتشار  المنحدرالنفايات بتسوية 

 تسوية المنحدرات والضغط عليھا بھدف القضاء على حفر النفايات المُشتعلة.
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 إزالة العشب ومحاربة الحريق 

وسط العشبإزالة العشب قبل إنجاز أشغال الضغط على المنحدر المشتعل من أجل تفادي اندلاع الحريق 

 ضغط المنحدر من أجل إطفاء الحريق. (نفس اليوم في المساء) ضغط المنحدر

 التحكم في الحريق بواسطة الضغط والتلبيس 

 بعد قبل
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1   English version 



 

 
 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. Arabic version 
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Collection vehicles and heavy equipment list 
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Royaume Du Maroc                                                                                       

Ministère de l'Intérieur 

Province de Tiznit 

Municipalité de Tiznit 

Service Travaux de la Ville 

Centre Technique Municipal 

 

 

Liste des véhicules de collecte des déchets ménagers et assimilés 

le 22/1/2016 

Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

TOYOTA  J 0199869  16/12/2015 Bon   

Mitsubishi  J 0199868  Not yet  Bon   

Mitsubishi 
FUSO 

J 0199870  16/12/2015 Bon   
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Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

 

Mitsubishi  J 196256  24/11/2014 Bon  ‐ 

 

Mitsubishi  J 196257  24/11/2014 Bon  ‐ 

 

Mitsubishi 
J 198902 
INDH 

19/02/2015 Bon  ‐ 

 

Isuzu  J 175874  20/09/2010 Bon 

‐ glace de porte gauche 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Isuzu  J 175873  24/09/2010 Bon  ‐ 

 

Kia  155548  02/11/2006 Moyen 

‐ Miroir gauche et droite 
‐ vitre A‐R de cabine 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
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Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

 

Kia  J 146424  03/12/2004
Mauvais 
(arrêt) 

‐ Réparation de moteur 
complet 
‐ boite de vitesse 
‐ dressage, soudure et 
peinture de la cabine 
‐ pare‐brise 
‐ Vitre arrière de la cabine
‐ les mâchoires de frein 
arrière 
‐ les cylindres de frein 
‐ 02 feu rouges 
‐ maillot arrière 
‐ 10 goujons de jantes 
arrières 
‐ 12 goujons de jantes 
avants 
‐ démarreur 
‐ radiateur 
‐ batterie 
‐ flexible hydraulique 
‐ les filtres 
‐ cache filtre arrière 
‐ soudure de réservoir 
‐ réparation du siège 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Kia  J 146423  03/12/2004 Moyen 

‐ dressage, peinture de la 
cabine 
‐ réparartion du siège 
‐ pare‐brise 
‐ 02 vitre des portes 
gauche et droite 
‐ 02 monte‐glace complet
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 

 

Nissan  J 146422  03/12/2004 Moyen 

‐ dressage, soudure et 
peinture de la cabine 
‐ calandre complet 
‐ 04 optique (parabole) 
‐ pare‐brise avec son 
caoutchouc 
‐ supports des 
rétroviseurs gauche et 
droit 
‐ miroir du rétroviseur 
gauche et droit 
‐ réparation du siège 
‐ poignets des portes 
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Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

gauche et droit 
‐ garniture des portes 
‐ vitre arrière de la cabine 
avec son caoutchouc 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Nissan  J 134251  29/10/2001 Moyen 

‐ dressage de pare‐chocs 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

Nissan  J 128816  10/08/1999
Mauvais 
(arrêt) 

‐ réparation de moteur 
complet 
‐ dressage, soudure et 
peinture de la cabine 
‐ calandre complet 
‐ 04 optique (parabole) 
‐ 02 vieuse avant 
‐ 02 feu rouge complet 
‐ réparation du siège 
‐ garniture des portes 
‐ poignet de porte 
‐ pare‐brise avec 
caoutchouc 
‐ les glace de porte 
‐ Cloche d'embrayage 
‐ kit d'embrayage 
‐ 02 batteries 
‐ 06 pneus 
Garniture de frein 
Les goujons arrières 
 

Nissan  J 124866  17/12/1998 Moyen 

‐ dressage, soudure et 
peinture de la cabine 
‐ calandre complet 
‐ 04 optique (parabole) 
‐ réparation du siège 
‐ Poignets des portes 
gauche et droite 
‐ pose pied gauche 
‐ Tôle de carrosserie 
‐ pare‐brise 
‐ Garniture des portes 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
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Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

 

 

Mitsubishi  J 172578  05/08/2009 Bon 

‐ dressage et peinture de 
la cabine 
‐ signal avant gauche 
‐ réparation du siège 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Mitsubishi  J 172579  05/08/2009 Bon 

‐ signal avant droit 
‐ dressage pare‐chocs 
‐ Pare‐brise 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Mitsubishi  J 172576  06/10/2009 Moyen 

‐ pare‐brise 
‐ réparation su siège 
‐ miroir du rétroviseur 
gauche et droit 
‐ vitre arrière de la cabine
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Mitsubishi  J 172580  05/08/2009 Bon  ‐ 

 

Mitsubishi  J 172577  09/10/2009 Bon 
‐ 02 feu rouge complet 
‐ dressage de pare‐chocs 
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Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

 

Mitsubishi  J 160212  26/10/2007 Moyen 

‐ réparation du siège 
‐ poignet de porte gauche
‐ monte glace de porte 
droite 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Mitsubishi  J 160211  26/10/2007 Moyen 

‐ réparation du siège 
‐ cric + clé de roues + 
rallonge 
 

 

Dumper  ‐  ‐  Moyen  ‐ 

 

Dumper  J 176744  10/05/2010 Moyen  En cours de réparation 

 

Dumper  J 176743  10/05/2010
Mauvais 
(arrêt) 

‐ moteur complet 

 

Chargeur  ‐  ‐  Moyen  ‐ 
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Photo  Marque  Immatriculation

Date de mise 
en 

circulation 
Etat  Besoins 

 

Bomag  ‐  ‐  Moyen  ‐ 

 

Komatsu  ‐  29/05/2014 Bon   ‐ 
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1 Cost Estimation of 2 transportation plans from 3 
communes 

1.1 Plan1: Sharing one transportation team among 3 communes 

(Constitution of a transportation team: one skip loader, one driver, one worker one 
maintenance technician) 

 

Figure 1: Concept of the plan1 
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An example of a transfer station Skip loader 
 

Table 1 : Projection of Waste discharged in 3 communes in 2016 

<Assumption regarding waste discharge> 
Volume of a container 5.5 m3 
density of Waste 0.3 t/m3 

 

 

Distance to 
New Landfill 

Site from 
communes 

(km) 

Waste 
Discharge

(t/day) 

Waste 
Discharge 
(m3/day) 

Required 
number of 
containers

Necessity 
number of 
containers 

days to be full 
of containers

(days) 

Aglou 19.9 0.7 2.33 1 2 2

Reggada 23.9 2.0 6.67 2 4 1

Sahel 31.4 0.5 1.67 1 2 3

Total  4 8 

（Waste discharged and transported by a compactor truck in Aglou is not included in this plan） 
 

Table 2: Operation schedule of a skip loader 

 Aglou Reggada Sahel Total 

Mon 
1trip 

(1.8h)
2trips
(4.2h)

 
3trips 
(6.0h) 

Tue  
2trips
(4.2h)

1trip
(2.6h)

3trips 
(6.8h) 

Wed 
1trip

(1.8h)
2trips
(4.2h)

 
3trips 
(6.0h) 

Thu  
2trips
(4.2h)

1trip
(2.6h)

3trips 
(6.8h) 

Fri 
1trip

(1.8h)
2trips
(4.2h)

 
3trips 
(6.0h) 

Sat  
2trips
(4.2h)

1trip
(2.6h)

3trips 
(6.8h) 

Sun     

Total 
3trips
(5.4h)

12trips
(25.2h)

3trips
(7.8h)

18trips 
(38.4h) 

 

Table 3: Estimation regarding vehicle procurement, operation and maintenance 

<Assumption> 
Type of Vehicle Skip Loader 
Price 672000
Price of spare parts(50% of a vehicle price) 336000
Average Speed 30km/h
Life time  10 years
Required working hour at dumping site and transportation station 0.5 h
Transportation hour for Aglou per one trip including working hour 1.8 h
Transportation hour for Reggada per one trip including working hour 2.1 h
Transportation hour for Arga Sahel per one trip including working hour 2.6 h
Transportation hour per week (Aglou: 3 trips / week) 5.4 h
Transportation hour per week (Reggada: 12 trips / week) 25.2 h
Transportation hour per week (Arba Sahel: 3 trips / week) 7.8 h
Total transportation hour per week  38.4 h

 
Vehicle cost per hour 50.9 DH/h 

 
 Aglou Reggada Arba Sahel 

Vehicle cost (DH/Trip) 90.9 106.1 131.3  
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Table 4: Fuel cost estimation 

<Assumption> 

Price of Gas oil 9 DH/L 
Fuel consumption 2.2 km/L 
Distance for one trip（Aglou） 39.8 km 

Distance for one trip（Reggada） 47.8 km 

Distance for one trip（Arba Sahel） 62.8 km 

 
 Aglou Reggada Arba Sahel 
Required fuel amount 18.1 21.7 28.5
Fuel Cost（DH/trip） 162.8 195.5 256.9 

 

Table 5: Personnel cost estimation 

<Assumption> 
Salary of a driver 3500 DH/Month/person
Worker 1500 DH/Month/person
Maintenance Technician 2300 DH/Month/person
Required working hour at dumping site and transportation station 0.5 h
Transportation hour for Aglou per one trip including working hour 1.8 h
Transportation hour for Reggada per one trip including working hour 2.1 h
Transportation hour for Arga Sahel per one trip including working hour 2.6 h
Transportation hour per week (Aglou: 3 trips / week) 5.4 h
Transportation hour per week (Reggada: 12 trips / week) 25.2 h
Transportation hour per week (Arba Sahel: 3 trips / week) 7.8 h
Total Transportation hour per week  38.4 h

 
Personnel cost per hour 44.2 DH/h 

 
 Aglou Reggada Arba Sahel 
Personnel Cost (DH/trip) 79.6 92.8 114.9  

Table 6: Summary of cost estimation by a skip loader transportation 

<Cost for transpiration by a skip loader> 
 Aglou Reggada Arba Sahel 
Vehicle Cost （DH/trip） 90.9 106.1 131.3  
Fuel Cost（DH/trip） 162.8 195.5 256.9  

Personnel Cost（DH/trip） 79.6 92.8 114.9  
Total（DH/trip） 333.3 394.4 503.1  

Note: This estimation does not include tipping free and container procurement 
 

Table 7: Cost estimation of a compactor transportation in Aglou 

<Assumption> 

Average speed of a compactor truck 30 km/h 
Fuel consumption 2.2 km/h 
Price of fuel 9 DH/L 
Working hour at dumping site 0.15 h 
Salary of a driver (one driver) 3500 DH/month 
Worker(One worker) 1500 DH/month 
Trip distance (return) 39.8 km 
Trip hour (return) including working hour at a dumping 
site 

1.5 h 

 
<Cost of a compactor truck transportation in Aglou> 

Fuel 162.9 DH/trip 
Personnel cost 45.5 DH/trip 
Total cost 208.4 DH/trip  

Note: This estimation does not include tipping fee at the dumping site 
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Table 8: Total transportation cost in a year 

<Assumption> 

Trip number（Aglou / Skip loader） 3 trips/week 
Trip number (Aglou / Compactor) 3 trips/week 
Trip number(Reggada / Skip loader) 12 trips/week 
Trip number (Arba Sahel / Skip Loader) 3 trips/week 
Number of weeks 52 weeks/year 

 
 Aglou  

(Skip loader) 
Aglou 
(Compactor) 

Reggada  
(Skip loader) 

Arba Sahel  
(Skip loader) 

Trip number / year 156 156 624 156
Cost /trip (DH) 333.3 208.4 394.4 503.1
Cost / year (DH) 51995 32510 246106 78484
Cost / year by commune 84505 246106 78484
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1.2  Plan2: Sharing one transportation team between Aglou and 
Arba sahel & direct transportation from Reggada 

(Constitution of a transportation team: one skip loader, one driver, one worker one 
maintenance technician) 

 

Figure 2: Concept of Plan2 

 
: Operation schedule of a skip loader 

 Aglou Sahel Total 

Mon 
1trip 

(1.8h)
 

1trip
(1.8h)

Tue  
1trip

(2.6h)
1trip

(2.6h)

Wed 
1trip

(1.8h)
 

1trip
(1.8h)

Thu  
1trip

(2.6h)
1trip

(2.6h)

Fri 
1trip

(1.8h)
 

1trip
(1.8h)

Sat  
1trip

(2.6h)
1trip

(2.6h)
Sun   

Total 
3trips
(5.4h)

3trips
(7.8h)

6trip
(13.2h)
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Table 9: Estimation regarding vehicle procurement, operation and maintenance 

<Assumption> 
Type of Vehicle Skip loader 
Price 672000
Price of spare parts(50% of a vehicle price) 336000
Average Speed 30km/h
Life time  10 years
Required working hour at dumping site and transportation station 0.5 h
Transportation hour for Aglou per one trip including working hour 1.8 h
Transportation hour for Arga Sahel per one trip including working hour 2.6 h
Transportation hour per week (Aglou: 3 trips / week) 5.4 h
Transportation hour per week (Arba Sahel: 3 trips / week) 7.8 h
Total Transportation hour per week  13.2 h

 
Vehicle cost per hour 146.9 DH/h 

 
 Aglou Arba Sahel 
Vehicle cost (DH/Trip) 264.4 381.9  

 

Table 10: Fuel cost estimation 

<Assumption> 
Price of Gas oil 9 DH/L 
Fuel consumption 2.2 km/L 
Distance for one trip（Aglou） 39.8 km 

Distance for one trip（Arba Sahel） 62.8 km 

 
 Aglou Arba Sahel 

Required fuel amount 18.1 28.5 
Fuel cost（DH/trip） 162.8 256.9  

 

Table 11: Personnel cost estimation 

<Assumption> 
Salary of a driver 3500 DH/月
Worker 1500 DH/月
Maintenance Technician 2300 DH/月
Required working hour at dumping site and transportation station 0.5 h
Transportation hour for Aglou per one trip including working hour 1.8 h
Transportation hour for Arga Sahel per one trip including working hour 2.6 h
Transportation hour per week (Aglou: 3 trips / week) 5.4 h
Transportation hour per week (Arba Sahel: 3 trips / week) 7.8 h
Total Transportation hour per week  13.2 h

 
Personnel cost per hour 128.6 DH/h 

 
 Aglou Arba Sahel 
Personnel Cost (DH/trip) 231.5 334.4  

 

Table 12: Summary of cost estimation by a skip loader transportation 

<Cost for transpiration by a skip loader> 
 Aglou Arba Sahel 
Vehicle Cost （DH/trip） 264.4 381.9  
Fuel Cost（DH/trip） 162.8 256.9  

Personnel Cost（DH/trip） 231.5 334.4  
Total（DH/trip） 658.7 973.2 

Note: This estimation does not include tipping free and container procurement 
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<Cost of a compactor truck transportation in Aglou (Refer Plan 1 for details)> 

Fuel 162.9 DH/trip 
Personnel cost 45.5 DH/trip 
Total cost 208.4 DH/trip  

Note: This estimation does not include tipping fee at the dumping site 
 

Table 13: Estimation of direct transportation cost for Reggada 

<Assumption> 
Average speed of vehicles 30 km/h 
Fuel consumption 4 km/h 
Price of fuel 9 DH/L 
Working hour at dumping site 0.15 h 
Salary of a driver (one driver) 3500 DH/月 
Worker(One worker) 1500 DH/月 
Trip distance (return) 47.8 km 
Trip hour (return) including working hour at a dumping site 1.7 h 

 
<Cost of direct transportation in Reggada> 

Fuel 107.6 DH/trip 
Personnel cost 51.5 DH/trip 
Total cost 159.1 DH/trip  

Note: This estimation does not include tipping fee at the dumping site 
 

Table 14: Total transportation cost in a year 

<Assumption> 

Trip number（Aglou / Skip loader） 3 trips/week 
Trip number (Aglou / Compactor) 3 trips/week 
Trip number(Reggada / Direct transportation) 24 trips/week 
Trip number (Arba Sahel / Skip Loader) 3 trips/week 
Number of weeks 52week/year 

 
 Aglou  

(Skip loader) 
Aglou 
(Compactor) 

Reggada 
(Direct 
Transportation) 

Arba Sahel  
(Skip loader) 

Trip number / year 156 156 1248 156
Cost /trip (DH) 658.7 208.4 159.1 973.2
Cost / year (DH) 102757 32510 198557 151819
Cost / year by commune 135267 198557 151819
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